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　黒に近い紫むらさきの霧きりに満たされた、仄ほの暗ぐらい広間。

　漆しつ黒こくの紗しや幕まくが幾いく重えにも垂たらされた壇だん上じようには、血の色を連想させる赤い玉ぎよく座ざが据すえられ、一ひと人りの青年が長い足を組み、優雅に座っている。周囲にはべっているのは、人形のように愛らしく着飾られた幼い少女ばかりで、そこはかとない異質さを放はなっていた。

「新あらたな神かみ鳥どりは、随ずい分ぶんと手て強ごわいらしいな……」

　右みぎ膝ひざの上にしな垂だれる、少女の髪を優しく梳すきながら青年が呟つぶやく。

　通常の二倍もの力を持つという新たな神鳥の活躍は、この闇に閉ざされた城にまで届いている。その報告は、悉ことごとく自分の機き嫌げんを損そこね──彼女が、地上に出現した魔物を倒したと知らされる度たび、伝令係の首が飛んでいた。

　今も目の前には、手にかけたばかりの伝令の亡なき骸がらが転ころがっている。

「ねぇ、教きよう祖そ様。そんなに怖い顔をしないで？」

　首に細い腕を絡からめてきた少女は、曇くもった硝子ガラス玉だまのような瞳で言う。

「教祖様は、とっても強いわ。今は遊んでいるだけで、本気を出せば、神鳥なんかすぐにやっつけられるんでしょう？」

「あぁ、そうだ。俺はいずれ、この世界の頂点に立つ存在だからな。あんな小娘、その気になれば一瞬で塵ちりにできるさ」

　禍まが々まがしい真しん紅くの双そう眸ぼうを眇すがめた青年は、甘えた声で囁ささやいてくる少女の頰ほおを撫なで、不敵に笑えむ。すると、別の少女が鈴を転がすような声で、無邪気に提案する。

「それじゃあ、早く神鳥を殺しちゃおうよ。最近の教祖様、神鳥のことばっかり考えているから、つまんない。教祖様だって、神鳥よりも私達と遊んでいた方が楽しいでしょう？」

「当然だろう。お前達は、俺がこの手で改造を施ほどこした可愛い人形なんだ。それこそ、この手で殺したくなるほど愛しているさ」

「だったら、今すぐ神鳥を殺しちゃおうよ。でも、どうやって殺したら面白いかなぁ？」

　青年の左腕に擦すり寄って、少女は可愛らしく思案する。その姿はあたかも、今日のおやつは何だろうかと、思いを巡めぐらしているようだ。

　首をちょん切ろうか。えー、串くし刺ざしにした方が楽しいよ。でも、ただ殺すだけじゃ面白くないわ。なら、爪つま先さきからゆっくり摩すり下ろしてみようよ──と、少女達は血ち腥なまぐさい話題に、花を咲かせ始める。

　その時、青年が右手に持っていた剣の先で、鋭するどく床を打った。

　途と端たん、少女達は一いつ斉せいに口を噤つぐむ。

「駄目だろう？　主人の俺を差し置いて、楽しい遊びの計画を立てるなんて。それに──お前達が考えるよりも、遙かに楽しい神鳥とのお遊びは、もう始まっているんだ」

　手近な少女の腰を抱き寄せ、膝の上に載のせる。いまだ成長途中の柔やわ肌はだは、ふっくらと弾力に満ち、食欲と殺意がそそられた。

　欲望に流され、危あやうく首筋へ喰らいつきそうになるのを堪こらえ、青年は酷こく薄はくに笑う。

「刺し客かくはすでに放はなった。あとは、時が満ちるのを待つだけだ。それまでは、可愛いお前達と遊んで暇ひまを潰つぶすとしようか……」

　その一言に、少女達が華やかな歓かん声せいを上げる。

　青年はそんな彼女達を、殺意と狂気を孕はらむ真紅の瞳で、いつまでも満足げに眺めていた。
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　セレシェイアの王都、トレス・ラーグリマから程ほど近ちかい場所に広がる、緑深きメセナの森。狩人かりゆうどですら入り込まぬその奥地からは、人ならざるモノの上げる奇声が響いている。

　祈り場に籠こもっていた姫ひめ巫み女こから、魔物出現の予言が下されたのは、いまだ夜も明け切らぬ頃のことだった。

　守護者と共に出陣したカナイは、魔物が現れると同時に神かみ鳥どりの力を解放したのだが──彼女が最初に放はなった渾こん身しんの一撃が、弾力性に富とんだ魔物の身体からだを、木こっ端ぱ微み塵じんに分裂させたのがいけなかった。

　地界から湧わく悪あつ鬼きに交まじり、分裂した魔物は四方八方へ逃げ出し、今やカナイ達をいいように翻ほん弄ろうしていた。

「鷹たか雅まさ、そっちに一匹行ったわよ」

　六枚羽をはためかせ、流星のような速さで空を飛ぶカナイは、木の上から降ってきたゼリー状の物体を、大たい剣けんを振るって両断する。

　彼女から指示を受けた鷹雅は、長い刀とう身しんを持つ神じん器ぎ・蒼そう黒こく月げつで悪鬼を薙なぎ払い、前方に飛び跳はねる半透明の物体を、研とぎ澄まされた刃やいばで断ち斬きった。

「悪鬼が、邪魔ですね……っ」

　神しん術じゆつで発生させた炎で、片っ端ぱしから悪鬼を灰かい燼じんに帰きしてゆくグレスが、目ま深ぶかに被かぶったフードの奥で憎々しげに呟つぶやく。

　大地を埋め尽くす悪鬼の群れは、細かく分裂した魔物の本体を上う手まく隠す。しかし、いくら躍やつ起きになって悪鬼を焼き払っても、魔物の息の根を止めぬ限り、黒い小鬼は際さい限げんなく現れるので、この状況はまさに鼬いたちごっこだった。

「おーい、グレス！　右奥の悪鬼の群れを焼き払ってくれぇ！」

　グレスがずり落ちた眼鏡めがねの位置を直していると、頭上の梢こずえからよく通る声が降ってきた。

　大きく張り出した枝の上では、神器・緑ろく青しよう閃せんの弓に金こん色じきの矢を番つがえたココシュカが、真剣な眼まな差ざしで一点を見み据すえている。グレスは返事をする代かわりに、純白の杖つえ──神器・白はく銀ぎん雷らいを両手で構え、滑なめらかに呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。

「天に御お座わす大おお御み神かみへ乞こう。紅ぐ蓮れんの劫ごう火かにて、悪あしき者を焼き払え！」

　杖先に下がる水すい晶しようがシャンと音を立てると、赤々と燃え盛る炎の渦うずが生まれ、大口を開けた龍りゆうのように悪鬼の群れを吞み込む。悪鬼を焼き払った炎が搔かき消えると、その向こう側に巨大なゼリー状の塊かたまりが現れた。

　隠れ場所を失った魔物は、慌あわてて茂みの中へ逃げ込もうとする。だが、ポヨンと飛び跳ねた瞬間、風を切って飛んできた金色の矢に貫つらぬかれ、跡あと形かたもなく消し飛んだ。

「よっしゃ！」

　獲物を仕し留とめ、グッと拳こぶしを握にぎり締しめるココシュカ。そんな彼に、巨大な魔物の塊と格闘するカナイが、険けわしい声で叫ぶ。

「ココシュカ、左斜め前方の木に三匹！」

「おうっ、任まかせとけ！」

　主あるじの指示に威勢よく応じ、ココシュカは緑青閃の弦つるに触ふれる。

　金色の瞳を眇すがめ、獲物の位置を確認した直後に、見事な早はや業わざで射いられる三本の光の矢。枝の陰に隠れていた三匹の魔物は、逃げる間もなく身体を射い抜ぬかれ、呆あつ気けなく消失する。

「カナイ、その一匹で最後だ！」

　束たばになって襲い掛かってくる悪鬼を、漆黒の刃を閃ひらめかせて斬きり倒たおす鷹雅の声に、カナイの背中から生はえる三さん対ついの翼が、炎のごとく一斉に燃え上がった。

「随ずい分ぶんと、手間を取らせてくれたわね？　だけど、これで終わりよ」

　カナイは手にしていた大剣を消すと、ブヨブヨと蠢うごめく魔物の身体からだへ両手をかざす。そして、言こと霊だまの宿る呪文を厳おごそかに唱となえる。

「神鳥の劫ごう火かにて、悪しきを滅めつする。彼かの者よ、灰燼すら残さず燃え尽きろ」

　途端、魔物の足元に紅ぐ蓮れんの魔ま法ほう陣じんが浮かび──大地から噴ふん出しゆつした炎にまかれ、魔物は一瞬にして蒸じよう発はつしてしまう。すると、それまで耳みみ障ざわりな奇声を発していた悪鬼達までもが、黒い霧となって消散した。

　突とつ如じよとして静せい寂じやくを取り戻した森の中に、戦いで上がった呼吸の音が幾つも響く。

「おっと」

　制限時間ギリギリまで戦い、神しん力りきを消費し尽くしたカナイの背から、紅蓮の翼が大たい気きへ溶け消える。ぐらりと傾かしいだ彼女の身体を抱き留めた鷹雅は、そのあどけない寝顔に苦笑を漏もらす。

「まったく、平和そうな顔で寝ているな。戦っている最中の姿と比べたら、これでは別人じゃないか」

「いいじゃないですか、鷹雅殿。戦いで張りつめていた気が緩ゆるんだのでしょう。幸せそうな寝顔で、何よりではありませんか」

「……それもそうだな」

　鷹雅とグレスは顔を見合わせると、和なごやかに笑んだ。

　その時、ココシュカが木の上から飛び降りてきたのだが──地面に着地した彼は、なぜかいつまでも立ち上がろうとしなかった。

「ココ、どうかしましたか？」

「大おお方かた、高い木の上から飛び降りて、足でも挫くじいたのだろう。これだから、無む謀ぼうな振る舞いは慎つつしめと、日頃から言い聞かせているというのに……」

　安らかな寝息を立てるカナイを、グレスの腕に寄り掛からせた鷹雅は、蹲うずくまったままでいるココシュカのもとへ歩み寄る。

「大丈夫か、ココ。足を痛いためたのなら、背負ってやるぞ？」

　そう言って、ココシュカの顔を覗のぞき込んだ鷹雅は、ようやく彼に起きている異変に気がつく。

　慌あわてて小さな身体を抱き上げれば、ココシュカは装しよう束ぞくの上から胸を押さえていた。額ひたいには脂あぶら汗あせが滲にじみ、金色の両目はきつく閉ざされ、浅く荒い呼吸が繰り返されている。

「ココ、どうしたんだ!?　おい、しっかりしろ！」

「鷹雅殿、いかがなさいました？」

　尋じん常じようならざる鷹雅の声を聞きつけ、カナイを抱かかえたグレスも駆けつけた。

「いけない……っ！」

　苦く悶もんの表情で呻うめいているココシュカを見て、グレスの顔色が変わる。

　無言でカナイを鷹雅へ預あずけると、グレスは手て際ぎわよくココシュカを地面へ横たわらせる。右手で首筋の脈を測はかり、左手で体内を巡めぐる気の流れを確認したグレスは、眼鏡の奥で翡ひ翠すい色の目を瞠みはった。

「神気の流れだけが、大幅に乱れるなんて……これは、かなり危険な状態です！」

「グレス、どうにか治療する手立てはないのか!?」

「僕と神気の通り道を繫つなげて、どうにか乱れを押さえ込んでみます。けれど、この手段は一いち時じ凌しのぎにしかなりません。今は一刻も早く神鳥の城へ戻り、姫巫女様や神官長の診断を仰あおぎましょう」

　素早く胸の前で両手を構え、グレスは口こう内ないで小さく呪文を唱える。すると、金色に輝く光の紐ひもが出現し──グレスはその紐で、自分とココシュカの左手首を結んだ。

　金色の紐で手首同士が結ばれ、グレスが神気の流れを調節した影響からか、険けわしかったココシュカの表情が微かすかに和らぐ。しかし、依然として彼が危あやうい状況にあることは変わらない。

「ココは僕が背負って行くので、鷹雅殿はカナイ様をお願いします」

「あぁ、分かった」

　ココシュカを背負い、急ぎ足で森の出口を目指すグレスの後を、カナイを横抱きにした鷹雅が追う。

　グレスの背に揺られるココシュカは、いつの間にか意識を手放していた。
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　聖せい水すいのたゆたう音に、意識が浮ふ上じようする。

　カナイは目覚めると同時に、ホッと小さく息をつく。

（どうやら、今回も成功したみたいね……）

　カナイがこの大陸の神鳥となって、はや半年余り。季節は夏から秋を経へて、冬へ移り変わっていた。その間に、幾度も魔物との対決を経験してきたカナイは、自らの置かれた状況から討とう伐ばつの成功を察する。

　討伐は、いつでも死と隣り合わせだ。戦いの最中、自分の意識は神鳥の本能と入れ替わり、深い眠りに就ついてしまう。だからこそ、聖水槽そうの中で目覚める度に、カナイは生きる喜びを嚙み締めていた。

　神鳥の本能と入れ替わる時は、魔物を倒すことだけで頭が一杯だが──冷静に考えると、こうして目を覚ますこと自体、奇跡のように思える。

　この半年で、神鳥として様々な経験を積み、多くの魔物を倒してきた。けれど、対たい峙じする相手は自分よりも巨大な化け物ばかりで、毎回死の覚悟を迫せまられた。

　──神鳥の本能と入れ替われば、もう二度と目覚めることはないかもしれない。

　そんな恐怖と隣り合わせで戦うカナイは、生きて聖水槽に疲ひ弊へいした身体を横たえていることを、いつしかひどく感謝するようになっていた。

「カナイ、大丈夫か？」

　しんと静まり返った室内に、聞き慣れた声が響く。ぼんやりと宙ちゆうを見上げていた視線を傾かたむけると、そこではイナミがいつものように、自分が目覚めるのを待っていてくれた。

　頼まなくても、当たり前のように側そばにいてくれるイナミに、カナイは思わず笑ってしまう。

「……お前。夜を徹てつして付き添っていた私を見て、まず笑うか」

「ご、ごめん。別に、悪わる気ぎなんてないのよ？　ただちょっと、嬉しくなっちゃって」

「なんだ、いい夢でも見たのか？」

　初しよっ端ぱなで機嫌を損そこねてしまったイナミは、不ふ貞てたような半はん眼がんで尋ねる。

　変なところで子供っぽい、イナミの仏ぶつ頂ちよう面づらに苦笑しかけるが、カナイはその衝しよう動どうをグッと堪える。彼の臍へそを曲げることは、本意ではない。丸一日も眠り続けた後の最初の対話で、いきなり喧けん嘩かをするなんて無む益えきだ。

　カナイは穏おだやかに頭を振ると、寝起きの掠かすれた声で言う。

「夢なんかより、もっといいものを見られたから幸せなの」

「夢よりも、いいもの……？」

　何だそれはと問いたげなイナミに、カナイは小さく口元を綻ほころばせる。

　イナミはきっと、気づかないだろう。夢を見ることよりも、夢から覚めることの方が、自分にとっての幸せであることを。

（だって、私が目を覚ますのを、あなたが側でずっと待っていてくれるんだもの）

　寝不足で、目元を薄うっすらと赤くしたイナミの顔を見ると、本気で自分のことを心配してくれている彼には申し訳ないが、無む性しように幸せな気持ちになれる。こうして、ありふれた会話をするだけでも、生きている実感が胸いっぱいに満ちた。

　起き抜けから上機嫌なカナイに反して、イナミは困こん惑わくげに小首を傾かしげるばかり。よもや、夢よりもいいものが自分の顔だなんて、どうして気づけるだろうか。

　そんな彼へ誤ご魔ま化かすように笑ったカナイは、「それより……」と話題を変える。

「私は大丈夫みたいだけど、他のみんなは無事？」

　自分が無事であることは、目覚めた瞬間に自おのずと分かる。しかし、守護者達の安あん否ぴまでは、誰かに聞かないとさすがに分からなかった。

　きっと全員、いつものように無事だろうと、カナイは勝手に思い込んでいた。だからこそ、何とはなしにそう尋たずねた後、急にイナミが表情を硬こう化かさせるのを見た時、カナイは動揺せずにいられなかった。

「ちょ、ちょっとイナミ……みんな、無事なのよね？」

　だるい身体を懸命に起こし、濡ぬれた手でイナミの腕を摑つかむ。

　それまで浮かべていた笑みを消したカナイから、蒼そう白はくの顔色で身体を揺すられ、イナミは僅わずかに逡しゆん巡じゆんする素そ振ぶりを見せた。だがそれも、一瞬のことだった。

「いいか、カナイ。これから私の言うことを、落ち着いて聞いてくれ」

　カナイの細い肩に両手を置き、イナミは彼女の怯おびえの浮かぶ紺こん碧ぺきの瞳ひとみを、至し極ごく真剣な眼まな差ざしで見つめる。これにカナイは生なま唾つばを飲み込み、覚悟の上で首しゆ肯こうした。

　神妙な顔つきで頷うなずいたカナイに、イナミは表情を多少和やわらげる。

「すまない、何やら誤解を与えてしまったようだな。お前を含め、討伐に参加した守護者達は、全員生きて城へ戻ってきている」

「ほ、本当に？」

「ただ、今回の討伐でココの身体に異変が起きてな。お前が意識を失うと同時に、あいつも倒れたそうだ」

「噓うそッ！　ココが倒れたの!?」

　イナミから告げられた衝撃の事実に、カナイは裏返った声で叫ぶ。

　真冬でも薄着で、元気に外を駆かけ回っているココシュカが倒れるなんて、信じられない。出しゆつ陣じんする時も、特に普段と変わったところはなく、「オレってば、活躍してやるぜ！」と張り切っていたくらいだ。

　そんな彼が、なぜ急に倒れてしまったのだろうかと、カナイの胸きよう中ちゆうに暗あん雲うんが立ち込める。

「もしかしてココ、魔物に何かされたの？」

「いや、魔物は関係ない。ココ自身は、自分にかけられていた呪いの影響が、身体に現れ出したと言っているのだが──」

「呪い……？　それって、いったいなんのことよ？　私、ココが呪いにかかってるなんて、今まで誰からも聞かされてないわ！」

　我われを失うしない、思わずイナミの胸むな倉ぐらに摑みかかれば、「少し落ち着け」と窘たしなめられた。だが、仲間が得え体たいの知れない呪いにかかっていると聞かされて、落ち着いていられるはずもない。

　聖水槽の縁へりに手をついて、カナイは根性を振り絞って聖水の中から立ち上がる。──が、いきなり強い立たち眩くらみに襲われ、危うく尻しり餅もちをつきそうになった。

「馬鹿者！　完全に神力が回復していないのに、無理に動こうとするんじゃない！」

　自分の装しよう束ぞくが濡れるのも厭いとわず、体勢を崩したカナイの身体を抱き留めたイナミは、厳しい口く調ちようで叱しかりつける。しかしカナイは、反射的に首を竦すくめはしたが、改めてイナミの紺こん青じよう色の瞳を見み据すえると、語気も荒く言い放つ。

「私の体調なんて、放っておいても勝手によくなるからいいの！　それよりも今は、ココのことが心配なのよ！」

「お前という奴は……。真まっ直すぐ立つこともできないクセに、どうやってココの部屋まで行くつもりだ？」

「歩けなかったら這はってだって、ココの部屋まで辿たどり着ついてみせるわ！」

　きっぱりと宣言したカナイに、イナミはしばし呆あつ気けに取られたように瞠どう目もくし、やがてうんざりと嘆たん息そくする。

「まったく、お前の頑がん固こな性格は筋すじ金がね入りだな」

　聞こえるか聞こえないかの声で愚ぐ痴ちると、イナミは遠くに控ひかえている女官達を呼んだ。

「すまないが、こいつを着替えさせてやってくれるか？　私は部屋の外で待機しているから、身み支じ度たくが整い次第、声をかけてくれ」

「分かりました」

　恭うやうやしく頭こうべを垂れた三人の女官は、早速カナイの身体を支えて、彼女が聖水槽の中から出るのを手伝った。

　予想外の展開に、意味が分からずキョトンとしているカナイの頭に手を置き、イナミは苦笑交じりに言う。

「お前のことだ。放っておけば、本当に這ってでもココの部屋まで行くつもりだろう？　それなら、ちゃんと着替えを済ませた後に、私が背負って行った方がずっとマシだ」

「イナミ……っ」

「ココのことを心配する気持ちは分かるが、お前まで無理をして倒れてしまっては、目も当てられないだろう。今回だけは、特別だからな？」

　最後にくしゃりとカナイの髪を撫なで、微かすかに目を細めたイナミ。彼はそれ以上何も言わずに、部屋から出て行こうと踵きびすを返したのだが──一歩足を前に踏み出した瞬間、ガクンと後ろに上体を仰のけ反ぞらせた。

　絞まった首元を緩めつつ、イナミが肩越しに振り返る。すると、カナイの小さな手が、装束の背をしっかりと摑んでいるのが目に入った。

「どうした。まだ何か、わがままを言うつもりか？」

「そ、そうじゃなくて……あなた、私にお礼も言わせずに、部屋から出て行くつもりだったでしょう？」

「は？」

　訝いぶかしげに眉を顰ひそめるイナミに、カナイはどこかばつが悪そうな顔で言う。

「イナミ、ありがとね」

　ココシュカのことが心配で、つい頭に血が昇って無む鉄てつ砲ぽうなことをしてしまったことは、自分でも気がついている。

　普段なら、馬鹿なことを言うんじゃないと一いつ喝かつされ、強制的に神術で眠りに就かされているところだが──今日のイナミは自分の気持ちを慮おもんぱかって、子供のようなわがままを受け入れてくれた。

　素直に礼を述のべると、イナミは深い皺しわの寄る眉間から力を抜き、薄く微笑む。

「もういいから、私の気が変わらぬうちに、早く着替えを済ませてしまえ。部屋の外は冷えるから、風邪をひかないよう、暖かい格好をさせてもらうんだぞ？」

　その気き遣づかいの言葉に頷うなずき、カナイが握り締めていた装束から手を離せば、イナミは今度こそ部屋から出て行った。
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　神鳥の城、西館三階の廊ろう下かにて。

　いつもの装束の上から、綿わたの入った厚手の羽は織おりで包まれたカナイは、イナミの背にちょこんとおぶわれていた。

「ごめんね、イナミ。重くない？」

「私とて、男だからな。お前一人くらい背負うなど造ぞう作さ無ないことだ。むしろ重いどころか、軽すぎるくらいだぞ」

　ずり落ちたカナイの身体を背負い直し、イナミはそう言って笑う。

　年頃の娘らしく、体重のことを気にしていたカナイは、重いと言われなかったことに安あん堵どする。そして、さり気なく垣かい間ま見たイナミの男らしい一面に、ドキリとさせられた。

（そ、そうよね。イナミだって男の人だもの。背中もこんなに大きくて広いんだし、私みたいなチビくらい、おんぶするのなんて簡単よね……）

　綺き麗れいな顔立ちをしていても、やはりイナミは男の人なのだ。剣の腕も立つし、力だって自分よりも強い。何より、装束越しに感じる背中の温ぬくもりが頼もしかった。

「おい、着いたぞ」

　その時、一定の歩ほ幅はばで進んでいたイナミの歩あゆみが、唐とう突とつに止まる。彼の肩越しからカナイがひょっこり顔を覗のぞかせると、そこには「ココシュカの部屋」と書かれた表札の下がる扉とびらがあった。

　女官やメイドから、異性の部屋を軽々しく訪たずねるものではないと、カナイは日頃から厳しく諫かん言げんを受けていた。そのため、旧神鳥や守護者の居住区となっている西館に、こうして足を踏み入れた経験は少ない。自分の守護者達の部屋にいたっては、遊びに行ったことすらなかった。

　まさか、ココシュカの部屋を訪問することが、こんなに緊きん張ちようするものだとは。訪問する理由が違えば、きっと楽しめたはずなのにと、カナイは残念に思う。

　今はただ、扉の向こう側にいる彼の無事を、心から祈ることしかできない。

「カナイ、覚悟はいいか？」

「え、えぇ……開けてちょうだい」

　若じやつ干かん強こわ張ばった声こわ音ねでイナミに問われ、カナイは上うわ擦ずりながらも覚悟を決めて頷く。

　イナミが数回扉を叩けば、中からくぐもった返事がした。それは、入室を許可するものだったらしく、イナミはゆっくり扉を押し開ける。

（これが、ココの部屋なの……？）

　後ろ手でイナミが扉を閉めている最中に、ぐるりと室内を見回したカナイは、声にこそ出さなかったが、胸きよう中ちゆうに生じた疑ぎ念ねんを表情に浮かべた。

　落ち着いた色合いの絨じゆう毯たんが敷かれた床には、ゴミ一つ落ちていない。私物も、壁に無む造ぞう作さにかけられた、毛皮の外がい套とうくらいしか見当たらず──元からあると思われる調度品が、妙に肩身が狭そうにしている。

　こんな殺さつ風ぷう景けいな部屋が、明るく豪快な性格をしたココシュカの部屋だと、カナイはどうにも受け入れることができなかった。もしかしたら、イナミが部屋を間違えたのだろうかと懸け念ねんしていれば、窓辺に置かれたベッドが偶然目に入る。

　そこで上体を起こしている人物と目が合った時、カナイは危うく、イナミの背中からずり落ちかけた。

「よう、カナイ」

「あ、あなたは……？」

　片手を挙あげ、屈くつ託たくなく笑っているのは──ココシュカではない、見知らぬ青年だった。

　年の頃は十七歳前後だろうか。無邪気に輝く瞳は、太陽のような金色。背中に垂らされた青せい碧へきの髪は、ボサボサで腰に届くほど長い。

（ココが大人になったら、この人みたいになるかも……）

　イナミの背にしがみつき、カナイは無意識にそんなことを思う。
















　彼女から胡う乱ろんな眼差しを注そそがれる謎の青年は、意思の強そうな眉を情けなく垂らし、ぽりぽりと頰を搔く。

「あー……そんな、警戒しないでくれるか？　別にお前を、取って食うワケでもねぇんだし」

　耳慣れない低い声で、そんなことを言われても無理な話だ。余計に混乱したカナイが、助けを求めるようにイナミの首元へ縋すがりつけば、謎の青年は大げさに項うな垂だれる。

「なぁ、イナミ～。オレって面おも影かげも残らねぇくらい、そんなに変わっちまったかぁ？」

「仕方がないだろう。私とて、お前のその姿を初めて見た時は、誰だか判断がつかなかったんだ。カナイが警戒するのも、当然のことだと思うぞ」

「そういや、鷹雅やグレスもスッゲー驚いてたよな。さっき見舞いにきてくれたセレナ姉ちゃん達も、みんなして同じような反応だったし……なんか、見み世せ物もの小ご屋やの珍ちん獣じゆうにでもなった気分だぜ」

　そう言って、乾いた笑いを漏もらした拍ひよう子しに、青年は軽く咳せき込んだ。

「おい、大丈夫か？」

　背負っていたカナイを、ベッド脇に置いてある椅い子すへ座らせ、イナミは卓上の水みず差さしから杯さかずきへ水を注そそぎ、咳き込み続けている青年へ手渡す。受け取った杯さかずきからゆっくりと水を飲み、イナミから背中を擦さすられていると、青年の咳はようやく治おさまった。

　乱れた呼吸を整えるため、何度か大きく深呼吸をした青年は、言葉もなく心配そうにしているカナイへ、へにゃりと萎しおれた笑顔を向ける。

「悪ぃな、みっともねぇトコ見せちまって。お前を守るとか言っといて、ホンとにオレって奴は、情けねぇ男だなぁ……」

「え？」

　へへっと子供っぽく笑った青年は、徐おもむろに寝巻きの右みぎ袖そでを捲まくり上げ、露あらわになった腕をカナイへ突き出す。

　そこに浮かぶ紅蓮の模様に、カナイは後頭部を思い切りぶっ叩かれたような、凄すさまじい衝撃に襲われた。何せその模様は、ココシュカの右腕にあった御み印しるしと、まったく同じものだったのだから──。

「あ、あなた……まさか……っ」

　驚きのあまり、カナイはずるずると椅子から滑すべり落ちる。震える手で自分を指差し、無意味に口の開かい閉へいを繰り返すカナイに、青年はケラケラと声を出して笑う。

「おいおい、そんな化けモンでも見るような顔で、オレを見ないでくれねぇか？　いくらオレでも、本気で傷つくぞ」

　口ではそう言いながらも、いっこうに傷つく素そ振ぶりを見せない青年。そんな彼を、カナイは相変わらず幽霊と対たい峙じしたような顔で、まじまじと凝ぎよう視ししている。

「おい、カナイをからかうのもその辺にしておけ」

　床の上で腰を抜かしているカナイを抱え上げ、椅子へ座り直させたイナミは、うんざりした口調で促うながす。

「もう十分、こいつの反応を見て満足しただろう？　いい加減、いつまでも笑ってないで、そろそろ事情を話してやったらどうだ」

「ん？　あー、それもそうか。オレも笑い疲れたことだし、これ以上からかっても、カナイが可か哀わい想そうだしな」

　そこで一度、恭うやうやしく咳払いをすると、青年は椅子の上で硬直しているカナイへ、晴れやかな笑顔でけろっと言い放つ。

「かなり見た目が変わっちまったかもしんねぇけど、オレはお前の守護者のココシュカだ」

「う、噓……」

「噓じゃねぇって。ほれ、神器の腕輪だって、ちゃーんと持ってるだろ？」

　自みずからをココシュカだと名乗る青年は、両の手首に揺れる金銀揃そろいの腕輪を見せる。

　確かにそれは、ココシュカの神器・緑青閃に間違いなく──カナイは、腕輪と青年の顔を交互に見つめ、やがて恐るおそる尋ねた。

「あなた、本当にココなの？」

「だーかーら、さっきからそうだって言ってんだろ。カナイって意外と、疑うたがい深いんだな？」

「だって、私の知ってるココはもっと小さいんだから！　それなのに、一日やそこらであなたくらい大きくなるなんて、ありえないわ」

「いんやぁ、それがありえるんだって。なんつっても、今の姿が、本来あるべきオレの姿なんだし。──どうだ、カッコいいだろ？」

　冗談っぽくニヤリと笑ったココシュカに、カナイはぐらりと世界が揺れるのを感じ、再び床の上にへたり込んだ。







「実はオレさ、子供ん時に不ふ治じの病やまいってヤツにかかったんだ」

　いくらかカナイが平静を取り戻すと、ココシュカは慣れた調子で詳くわしい事情の説明を始めた。

「確か、十三歳の頃だったな。ある日突然、風邪みてぇな症状が出て、薬くす師しのばっちゃんに診みてもらったんだ。そしたら、肺が病魔に侵おかされてるって言われてな、このままだと一年も生きられないって言われた」

「でも、今のココは……えーと、何歳なの？」

「実年齢は十八で、肉体年齢は十七くらいってトコだな」

「それだと、つまり……十三歳から、十八歳になったってことで……」

　いまだ混乱から抜け切らぬカナイは、簡単な計算にも両手を使い、それでも答えを導き出せずにいる。焦あせるあまり、目を回しかけているカナイを見かねて、壁に寄り掛かって二人のやり取りを見守っていたイナミが、速すみやかに助け舟を出す。

「余よ命めい一年と宣告されていながらも、実際は五年も延えん命めいしているな。しかも、十三歳のまま肉体の成長が、完全に止まっていた」

「そ、そうよ！　だってココはつい最近まで、私と同じくらい小さかったじゃない。それなのに、いきなりそんなに大きくなるなんて、何がどうなってるの？」

　柳りゆう眉びを顰ひそめて難しい顔になるカナイに、ココシュカは「これを見てくれ」と、いきなり寝巻きの胸元を広げて見せた。

　大だい胆たんなココシュカの行動に、カナイは顔を赤くして目を逸そらしかけたが、それよりも先に、彼の胸板に浮く深ふか紫むらさきの模様が視界に飛び込んでくる。それは、呪いなどに用いられる魔法陣と似ており、御印のように肌へしっかりと刻み込まれていた。

「これは古代神術の一つで、ウルトリアの呪いっていうらしい」

「ちょっと待て」

　サクサク話を進めようとするココシュカを、すかさずイナミが片手で制する。

「古代神術は、三百年以上も昔に使用されなくなったと、文ぶん献けんに記しるされていたぞ？　それなのに、なぜその術を現代の者が扱える？　しかもお前、どうしてそんな重大な情報を、今まで私達に黙っていたんだ！」

「だってオレ、どうしてもこの話をしなきゃいけねぇ時がきたら、一番にカナイへ打ち明けるって決めてたし。なんたって、カナイはオレの神鳥だからな」

　えっへんと得意げに胸を張るココシュカに、低く呻いたイナミは額ひたいを手で覆う。

　呆あきれ果はて、口からため息しか漏もらさなくなったイナミを尻しり目めに、ココシュカは受けた質問へ的確な答えを返してゆく。

「オレが生まれた一族は、ゼクト・グラシャールの大昔の皇帝陛下とやらの言いつけで、代々古代神術を守り続けてきたんだ。その面倒な命令があったお陰で、オレはばっちゃんにこの呪いをかけてもらえたし、こうして今まで生き延びることができた」

「だけど呪いって、身体に悪影響を及ぼす術なんでしょう？　そんな術をかけられて、ココは大丈夫なの？」

　ようやく冷静になってきたカナイは、脳のう裏りに浮かんだ疑問をそのまま口にする。

　グレス曰いわく、神術を悪用したものが、一般的に「呪い」と呼ばれているらしい。人の命を奪うことを目的とするものから、相手の姿を変えるものまで、現在でも数多くの恐ろしい呪いが存在しているという。

　ただでさえ不治の病を患わずらっているココシュカに、どうして彼の祖母は、呪いなんてかけたのだろうか。そんなことをすれば、逆に寿じゆ命みようを縮めることにならないかと、カナイは何とも解げせない気持ちになった。

「カナイ、知ってるか？　毒だってなぁ、飲む量を加減すりゃあ立派な薬になるんだぞ」

「毒が、薬に？」

「つまり、呪いも使い道次第で、命を助けることもあるってことだ」

　はだけさせていた寝巻きの前を手早く整え、ココシュカは少年だった頃の面おも影かげを残す、屈くつ託たくのない笑顔を浮かべる。

　彼の説明にカナイの疑念は更さらに深まったが、イナミは「なるほど」と、何やら納得したように手を叩いた。

「これは私の勝手な憶おく測そくだが、ウルトリアの呪いとやらはなんらかの代償を払うことで、肉体の時を止めるものではないか？」

「おっ、やっぱイナミは鋭するどいな。いきなり大当たりだぜ」

「やはり、そうだったか。だが、そうなるとお前はいったい何を代償にして、肉体年齢を止めていたんだ？」

　顎あごを撫でさするイナミから、当とう惑わくした眼差しを送られたココシュカの顔から、ほんの一瞬だけ笑顔が消える。カナイがどうしたのだろうかと思うのと、彼が再びいつもの笑顔に戻ったのは同時で──。

　その無邪気な笑顔で、ココシュカは予想だにしない事実を口にした。

「オレが生き残るために差し出したのは、この命、丸ごと全部だ」

「え」

　カナイとイナミは、色合いの違う青い瞳を共に大きく見開く。

　そんな二人の反応など意に介かいさず、ココシュカは後ろ頭をボリボリと搔きつつ、自じ嘲ちよう気味に語る。

「呪いの名前になってる『ウルトリア』ってのは、実じつは花の名前なんだ。なんでも、地面に生えてる限りは絶対に枯れねぇ、珍しい花らしくてな？　その花の種を、古代術を使って心臓に埋め込むと、種の持つ不老の力が働いて肉体の成長が止まるそうだ。病気の方も、ウルトリアの力が作用して、元気だった頃に戻ったんだぜ」

　その代わり──と続けたココシュカは、寝巻きの上から左胸を押さえ、伏目がちに言う。

「心臓に埋め込まれたウルトリアは、宿やど主ぬしが神気を消費する毎ごとに成長するんだ。そんでもって、ウルトリアが成長すると、肉体年齢は実年齢に合わせるように、いきなり成長するんだとさ」

「それじゃあ、ココの心臓に埋め込まれたウルトリアは、かなり成長しちゃってるってことよね？」

　実年齢の十八歳に対し、ココシュカの肉体年齢は、今では一年程度の差しか残されていない。

「……まさか」

　掠れたイナミの声に、カナイは足元に落としていた視線を上げる。振り返れば、滅めつ多たに動揺を表に出さないイナミが、冴さえない顔色でココシュカを見つめていた。

「肉体年齢が、実年齢に達した時──お前は肉体の成長を止めた代償として、命を落とすんじゃないだろうな？」

「ちょ、ちょっとイナミ、なに馬鹿なこと言ってんのよ！　ココが死ぬなんて、そんなことあるはずないでしょう!?」

　縁えん起ぎでもないことを言い出したイナミを、カナイは反射的に怒ど鳴なりつける。

　毎日、神殿の中をちょこまかと走り回っては、巫女や女官に叱られて。夜中にこっそり厨ちゆう房ぼうへ忍び込み、食料を漁あさっていたところを見回りの兵士に見つかり、大騒ぎになったこともあった。

　いつも夏の太陽のように元気で、賑にぎやかな問題ばかり起こしていたココシュカが、そう簡単に死ぬはずなんかない。──そう信じて疑わないカナイだったが、当のココシュカは緩ゆるく頭を振って、彼女の言葉を否定した。

「悪ぃな、カナイ。全部、イナミの言う通りなんだ。今回の成長でウルトリアの力が弱まって、病気の症状が表に出始めちまった。けど、そんなことより問題なのは、これ以上神気を消費すると、ウルトリア自体が完全に花開いちまうってことだ」

「……花が開くって、どういうことよ？」

　嫌な予感はしたが、聞かずにはいられなかった。

　新旧神鳥の双方から、怖いくらい真剣な視線を注がれるココシュカは、平然とした態度でけろっと言い切る。

「神気を限界まで吸ったウルトリアは、オレの心臓を突き破って、この身体を栄養にして花を咲かせるんだとさ。つまり、その時点でオレは死んじまうってことだな」

　自分の運命を悲ひ嘆たんするでもなく、ココシュカはありのままの現実を、不気味なほど穏やかに口にする。逆に、事実を聞かされたカナイとイナミの方が、血けつ相そうを変えて取り乱した。

「ココの馬鹿ッ！　どうして今まで、そんな大事なことを隠してたのよ!?」

「だって、こんなこと話したら、魔物と戦わせてもらえねぇだろ？」

「当然だろうが、この馬鹿ものがッ！」

　目くじらを立てた両者から、容よう赦しやなく怒鳴られたココシュカは、まったく堪こたえた素振りも見せずに笑っている。

「おいおい、二人してそんなに怒んなよ？　オレはまだ、死んだワケじゃねぇんだから」

「これが怒らずにいられるわけないでしょうが、馬鹿ココッ！」

　力の入らない足を踏ん張って、どうにか椅子から立ち上がったカナイは、ベッドの上に座るココシュカへ、倒れ込むように縋すがりついた。

　紺こん碧ぺきの瞳から、ボロボロと大粒の涙が零こぼれ落ちる。カナイは小こ刻きざみに震える拳こぶしで、逞たくましくなったココシュカの肩口を殴なぐりつけ、遠慮もへったくれもなく甲かん高だかい声で叫ぶ。

「もし今回、ウルトリアの花が咲いちゃってたら、あんたいったいどうするつもりだったの!?　なんにも説明されないで、いきなりあんたに死なれたら、私達がいったいどんな気持ちになるか分かってる!?」

「カ、カナイ……？」

　さしものココシュカも、泣き出したカナイにはぎょっとして、急に焦あせり始めた。

「お、おい、泣くなよ？」

「うるさいっ！　泣かしたのは、あんたじゃない！」

「うっ！　それは確かに、否定できねぇな……」

　泣き濡れた顔でキッと睨にらまれ、ココシュカの言こと葉ば尻じりは情けなく萎しぼんでゆく。

　ココシュカの胸倉を力一杯摑むカナイは、小さくしゃくり上げながら、血を吐くように言葉を絞しぼり出す。

「ねぇ、私達って仲間じゃなかったの？　私はココが倒れたって知らされた時、本当に心配したのにっ！」

「オ、オレだって、カナイのこと仲間だって思ってるって！　お前を主の神鳥だって認めてるからこそ、こうして真っ先に呪いの話をしたんだし──そうじゃなきゃ、自分の命をかけてまで、お前の守護者なんかやってねぇよ」

「それじゃあ、これからは一人でなんでも背し負よい込まないで、私や他のみんなを頼ってよ！　ココが死んじゃうのなんて、絶対に嫌ッ！　そんなの、私が許さないんだから……っ！」

　嗚お咽えつ交じりにそれだけ言うと、カナイはついに幼おさな子ごのごとく、声を上げて本格的に泣き出してしまう。

　胸元に顔を埋うずめられたココシュカは、困り果てた視線をイナミへ送り、救いを求めようとした。だが、腕を固く組んだイナミは、静かに怒りの炎を燃やしており──彼は、主あるじの号ごう泣きゆうに狼ろう狽ばいしているココシュカへ、低い声で端たん的てきに問う。

「ウルトリアの呪い以外で、私達に隠していることはもうないだろうな？」

　今まで、自ら巻き起こしてきた問題は数知れず。イナミから叱られたことなど、何度もあったはずなのに、ココシュカは彼から滲にじみ出る怒りの気配に、寒さからではなくゾクリと背筋を震わせた。

　刃を思わせる、冴えた紺こん青じよう色の眼差しに真っ向から見据えられ、胆きもが冷える。あまりの気き迫はくに言葉も出ず、無言で何度も頷くと、イナミもようやく態度を和らげた。

「とにかく、命があって何よりだ。しかし、これ以上カナイを泣かせたくなければ、これからお前は大人しく養よう生じようしろ。──分かったな？」

　底冷えするような声でイナミから念押しされ、泣きじゃくるカナイの背中をあやすように撫でるココシュカは、返す言葉もなくがっくりと項うな垂だれた。
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　その日カナイは、神殿の一室でグレスから中級神しん術じゆつを学んでいた。

「それでは、今日の授業はここまでにしておきましょうか」

　教師役を務つとめるグレスはパタンと教本を閉じ、眼鏡めがねの位置を直して笑う。神術を発動する際に必要となる呪じゆ文もんを、せっせと羊よう皮ひ紙しに書き写していたカナイは、その一言にペンを動かしていた手をぴたりと止めた。

　広げていた羊皮紙を手早く丸め、卓上の筆記用具と共に、足元に置いておいた手て提さげ鞄かばんへ詰め込む。いそいそと帰り支じ度たくをするカナイの姿に、グレスは目元を和なごませる。

「これから、ココのお見舞いですか？」

「お見舞いじゃなくて、お説せつ教きようしに行くの。ココったら、せっかく姫ひめ巫み女こ様が調合してくれたお薬を、不ま味ずいとか言って全然飲もうとしないんだから。今日でもう十日連続だし、困ったものだわ。美お味いしいお薬なんて、あるわけないじゃない」

　唇を尖とがらせてぶすくれるカナイに、グレスは口元に手を当てて穏おだやかに笑う。

「いくら身体からだが大きくなっても、そんなところに子供っぽさが残っているんですね。それでも、カナイ様が注意すれば、ココも諦あきらめて薬を飲むのでしょう？」

「だって、女によ官かんや巫女だと、あんまり強く言えないじゃない。お陰かげで私は、一日に三回もココの部屋に行かなきゃならないのよ？　まったく、もう子供じゃないんだし、お薬くらい一人で飲んでほしいわ。──っと、後片付け完了。それじゃあグレスさん、私はもう行くわね。授業、ありがとうございました」

　ペコリと礼儀正しくお辞じ儀ぎしたカナイは、教材で膨ふくれた手提げ鞄を引ひっ摑つかみ、慌あわただしく部屋から飛び出して行ってしまう。

　残されたグレスは、短く息をついて苦笑する。

「薬を飲ませるなんて名目がなくても、カナイ様なら、日に何度だってお見舞いに行くと思いますけどね。これだけカナイ様に心配してもらえるココは、本当に幸せものですよ」

　そんな彼の独ひとり言ごとは、誰に聞き取られることもなく、静かに消えた。







　メイド達が咎とがめる声を無視して、カナイは城内を西館に向かって風のように走る。目指しているのは当然、ココシュカの部屋だ。

「ちょっと、ココ！　あんたまた、お薬飲んでないんですって!?」

　ノックもせずにズバンと扉を開けば、ベッドの上に身を起こし、ぼんやりと窓の外を眺めていたココシュカの肩が、ビクリと大きく跳はねる。

　肉体が成長してからというもの、病状まで進行してしまった彼は、気配の察さつ知ちに疎うとくなった。それはおそらく、前回の魔物の討とう伐ばつで大量の神気を消費したことにより、ウルトリアの呪いが発動しかけているせいだろう。

　今のココシュカは、少し歩くだけでも激しく咳せき込み、ベッドから離れることのできない身体になっていた。小さかった頃は潑はつ剌らつとしていた表情も、今ではどこか翳かげって見える。

　快活な笑い声を響かせ、元気に城内を飛び回っていた頃の彼が懐なつかしい。白い寝巻き姿のココシュカを見る度たびに、まるであの頃の彼が幻まぼろしのように思えて、何とも言えないもの悲しい気分に陥おちいった。

　唯一、以前と変わらないのは、どこかとぼけている性格だろうか。

「う、おぁー……今のは、マジでびびったぞ。見舞いに来てくれんのは嬉しいけど、一応オレは病人なんだぜ？　せめて扉くらい、そーっと開けてくんねぇか？」

「私に病人として認識してほしかったら、ちゃんと病人らしくしなさいよ。少なくとも私は、苦いとか不味いとか文句ばっかり言って、お薬を拒否するような人のことを、病人だとは思わないんだからね」

「だって、ホントに不味いんだから仕方ねぇだろ？」

「良薬は口に苦しって、鷹雅さんが言ってたでしょう？　苦いお薬こそ、よく効くのよ」

　子供を諭さとす母親のような顔でそう言ったカナイは、持っていた手提げ鞄を手近な棚の上に置くと、早速薬の用意を始める。

「なぁ、カナイ……」

　それまでとは打って変わった沈んだ声で、ココシュカはどこか遠慮がちに、薬くすり瓶びんを開けるカナイの名を呼ぶ。カナイが「なぁに？」と返せば、僅わずかに戸と惑まどいの沈黙を置いた後、彼は思い切って口を開いた。

「オレさぁ、お前の負担になってねぇか？」

「へっ？」

　大きな瓶びんから杯さかずきへ、量を測りつつ薬を注そそいでいたカナイは、唐突に投げかけられた予想外の問いに、うっかり手元を狂わせてしまう。

　零こぼれた薬を懐ふところから取り出した手拭いでぬぐうと、カナイは怪け訝げんな眼差しでココシュカを睨にらんだ。

「もうっ、いきなりおかしなこと言わないでよ。驚いてお薬零しちゃったじゃない。──っていうか、負担ってどういう意味よ？」

「別に、そのまんまの意味だぞ。病気療養中のオレと違って、カナイには勉強とか鍛たん錬れんとか、神鳥として色々やんなきゃならねぇことがあるだろ？　それなのに、オレが馬鹿みてぇなわがまま言ってるせいで、お前の負担になってねぇか、少し気になっちまってな……」

「なによ、今更そんなこと気にしてたの？」

　驚いて損したと言うように、カナイは深々とため息をつく。そして彼女は、薬入りの杯をココシュカへ突き出し、さっくり言ってのける。

「変に気を回すくらいなら、お薬くらい自分でしっかり飲んでよ。そうしてくれたら、私の心配事が一つ減るから」

「そ、それは……まぁ、努力してみっけど……」

　受け取った杯を満たす緑色の液体を見下ろし、ココシュカは片頰を引き攣つらせる。

「でも、これ飲んだ後は、口の中がものすげぇことになるんだよなぁ」

　ぶつくさぼやくココシュカは、鼻を摘つまむと一気に薬を呷あおった。──かと思えば、喉のどが上下すると同時に渋い顔で舌を出す。

　ここ数日で、その反応を見慣れていたカナイは、ごそごそと袂たもとを探って可愛らしい袋を取り出した。中に入っているのは、硝子ガラス玉だまに似た色とりどりの飴あめで、カナイはそのうちの一つを摘み、ココシュカの口元へ持ってゆく。

「ほら、口を開けて。飴でも舐なめれば、多少は口の中もマシになるでしょう？」

　素直に開かれた口の中へ、桃もも色いろの飴玉を放り込み、カナイは肩を揺らして笑う。

　大人おとなしく舌の上で飴玉を転がすココシュカは、なおも苦い顔で、カナイのことをジッと見つめている。

「なぁ、どうしてだよ？」

「えっ」

　困惑したように眉を寄せているココシュカに、カナイは自然と笑いを引っ込めた。

　今度は何を言い出すのだろうかと、ココシュカが言葉を続けるのを待っていると、やがて彼は戸惑いがちに呟つぶやく。

「オレは神鳥の守護者なのに、こんな日常生活も満足に送れねぇ身体になっちまって、もうお前のことを守ってやれないんだぞ？　それなのにどうして、お前は役立たずでしかないオレのことを、ここまで気にかけてくれるんだ？」

　心細げな表情で投げかけられた質問内容に、カナイのこめかみにビキッと青あお筋すじが浮かぶ。

「なら聞くけど、あんたはどうして自分の命を削けずってまで、私のために戦ってくれたの？　まさか、なにか見返りでも求めてたわけ？」

「そ、そんなワケねぇだろ！　オレはただ、どんなことにでも一生懸命なお前の人柄が気に入ったから、自分の命放り出してまで魔物と戦う気になったんだ。そうじゃなきゃ、どんなに大金積まれてだって、神しん気きを消費する神じん器ぎなんか使ってねぇよ」

「私だって、損そん得とく勘かん定じようで動いてるわけじゃないわ。ココのことが心配だから、こうして一日に何回も様子を見に来てるのよ」

　だから──と続けたカナイは、ビシッとココシュカの鼻先に指先を突きつけ、低い脅おどすような口く調ちようで言う。

「もう二度と、自分のことを役立たずなんて言わないで。あんたをそんな身体にしちゃったのは、呪いのことに気がつかないで、神気を使わせちゃった私なんだもの。私がもっとしっかりしてたら、ココは今も元気でいられたはずなのに……」

「ちょ、ちょっと待った！」

　カナイの目尻に、じんわりと涙が滲にじみ出した途と端たん、ココシュカが上うわ擦ずった声を上げた。

「カナイはなんも悪くねぇだろ？　むしろ、謝あやまんなきゃなんねぇのはオレの方なんだって」

　手にしていた空からの杯をひとまず窓まど枠わくの上に置き、ココシュカは静かに寝巻きの両りよう袖そでを捲まくる。

　それぞれの手首に輝く、金と銀の腕輪を見下ろすココシュカは、しばし何事か言い淀よどんでいたが、やがて小さな声で喋しやべり出した。

「オレの神器が最初の頃、お前に名前を黙ってたの……覚えてるか？」

「覚えてるけど、それがどうかしたの？」

「実はあれ、オレが戦うのを迷ってたからなんだよな」

　思いがけない告白に、カナイは紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうを僅わずかに見開く。

　今や完全なる神器として、ココシュカの両手首にはまっている緑青閃。だが、精製したばかりの頃は原形を留とどめたまま、頑かたくなに名を明かそうとはしなかった。

「オレさぁ、ホントは神鳥の守護者になるの、マジで嫌いやだったんだ。なんたって、戦う相手が魔物だろ？　魔物を倒すためには神器が必要で、その神器の力を最大限に引き出すためには、どうしても神気が必要になるんだ」

「そ、そうなの？」

「悪鬼を倒すくらいなら、神器に元から備そなわってる退魔の力でどうにかなるんだけどな。さすがに魔物が相手になると、神気で神器の力を底上げしてやんなきゃ駄目なんだよ。つーかお前、こんな初歩的なことも知らなかったのか？」

　啞あ然ぜんとした表情で無意識に頷いたカナイは、すぐにハッと我われに返った。

「どうしてココが、そんなに神器に詳しいの!?　それにあんた、小さかった時と比べて、性格が微妙に変わってない？　なんか私の知ってるココよりも、かなり落ち着いて、しかも凄すごく物知りなんだけど」

「オレだって一応、古代術を守る一族の生まれだからな。神殿関係のことくらい、子供ん時に長老様からみっちり教わってるぜ。あと、性格の方なんだけど……もしオレが、故意に馬鹿っぽく振る舞ってたって言ったら、怒るよな？」

「は？」

　きょとんと目を丸めるカナイに、ココシュカは長く伸びた前髪をぐしゃぐしゃと搔かき混ぜながら、慎重に言葉を選んで説明する。

「御み印しるしが刻きざまれたら、守護者としての運命から逃のがれることはできねぇ。いくら逃げても、そのうち姫巫女様に水すい盤ばんで居場所を特定されて、強制的に神殿へ拉ら致ちられるだろうしな。だからオレは、守護者になっても戦わずに済む方法を考えたんだ」

「つまりその方法ってのが、わざと馬鹿っぽく振る舞うってやつなの？」

「おう。幸いオレの見た目は、どっからどう見てもガキだったろ？　だから、周まわりもすんなりオレのこと、能天気で気楽な子供だと思い込んだじゃねぇか。でも、誤算があったんだよなぁ。いっくら馬鹿やっても、誰もオレのこと見捨てねぇんだもん」

　そう言って笑ったココシュカは、どこか辛つらそうに眉を寄せていた。

「オレだったら、こんな問題ばっか起こすガキのことなんか、すぐに見捨てちまうのになぁ。だけど、この神殿の奴らは人間が出来すぎてるぜ。こちとら、必死で使えねぇ馬鹿を演じてんのに、そんなオレをなんでもない顔してすっぽり受け入れやがった。……オレの気持ちが変わり始めたのは、それからだぜ」

　完全に子供っぽさを消し、大人びた表情になったココシュカ。そんな顔をされると、ココシュカが自分の知らぬ大人の男性に見えて、カナイの心は俄にわかに波立つ。

　彼は紅ぐ蓮れんの御印が刻まれた右腕に触れ、遠い眼差しで語り続ける。

「神器が中途半端でも、相変わらずみんなはオレのことを見捨てようとしねぇ。それどころか、逆に優しく励はげましてくれたんだ。そしたらなんか、みんなを騙だましてんのが急に後ろめたくなってさ」

「ココ……」

「極きわめつけは、お前だ。どうして見ず知らずの他人のために、自分の命を懸かけてまで戦おうとするんだろうって、最初は不思議で堪たまんなかったさ。手のひらの肉ま刺めが潰つぶれても、木ぼく刀とうを振り続けるし、足元がふらふらになっても、走り込みをやめようとはしねぇ」

　そこで一いつ旦たん、言葉を途切らせたココシュカは、物悲しげな顔をしているカナイを、いつになく真しん摯しな顔で見つめる。

　しばらく無言でカナイと見つめ合うと、ココシュカはふと口元を緩ゆるめた。

「命懸けで人間を守ろうとしてるお前の姿を見てたら、こいつにならオレの命丸ごと預けられるって、自然に思えたんだよ。どうせ、守護者としての役目から逃げ回って生きたところで、後で色んなことを後悔するのは目に見えてんだ。それなら、自分の信じたヤツのために命を張って戦った方が、ずっと気持ちよく生きられる気がしたんだよ」

「でも、そんなことをしたら、ココは死んじゃうのよ？　あなた、死ぬのが怖くないの？」

　大おお真ま面じ目めでそんなことを問うてきたカナイに、ココシュカはあっけらかんと答える。

「バーカ、怖こえぇに決まってんだろ。だけどオレが戦わないせいで、お前や仲間達が傷つくのはもっと怖かったんだ。だから、どうせいつか死ぬんなら、オレはお前を守って死ぬって決めたんだよ」

　でも──と、ココシュカは気まずそうに頰ほおを搔かく。

「オレが死んだ後のことは、さすがに考えてなかったぜ。もし今回、オレがうっかり死んでたら、お前は散さん々ざん自分のことを責せめて、イナミや他のみんなを困らせたんだろうなぁ。大泣きするお前を宥なだめんの、マジで大変だったし」

「それじゃあ、もう私を泣かせるようなことはしないでよ。たとえ魔物と戦えなくても、ココは私の大事な守護者じゃない。あなたがこうして生きているだけで、私は戦う勇気をもらえるんだから」

「カナイ……」

「本当に私のことを思ってくれるなら、しっかり薬を飲んで長生きしなきゃ駄目よ？　私は、ココとお喋りしてるだけで元気になれるの。だから、これからも私の話し相手になってもらわないと、とーっても困るんだから。ね？」

　今にも泣きそうになるのを必死で堪こらえ、カナイは精一杯の笑顔を浮かべる。

　ココシュカはこれまで、たった一人で生死の葛かつ藤とうに悩んできた。けれどこれからは、自分が彼のことを守って、死の覚悟なんて木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕いてやる。

（なんたってココも、私が守るべき〝人間〟なんだもの。いくら神鳥の守護者だからって、私のために死なせたりはしないんだから）

　神しん職しよくの頂点に立つ姫巫女のアルーナ曰いわく、きちんと薬を飲みさえすれば、ココシュカの病やまいは完全に治らないにしても、多少は症状を抑えることができると言う。

　以前のように、すばしっこく走り回ることは無理かもしれない。けれど、咳き込むことなく外を出歩けるようになれば、ココシュカも様々な人と接することができて、退屈せずに済むはずだ。

　ココシュカの大きな手を、自分の小さな両手で包み込んでカナイは言う。

「私、ココの分も強くなるわ。魔物なんかにも絶対負けないし、いつかきっと、誰からも認められる立派な神鳥になってみせる。だから──……」

　──生きる希望を捨てないで。

　そう口にしようとした刹せつ那な、神殿の方から凄すさまじい爆音が響いた。
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　書庫で見み繕つくろってきた数冊の書物を抱え、先々代の神かみ鳥どりであるセレナが、神殿から城へと続く外そと回かい廊ろうを歩いていた時のこと。

　真冬の寒さも、一段と厳しくなってきた。何となく立ち止まり、見上げた空には暗あん雲うんが立ち込め、今にも泣き出しそうだ。中庭の噴水が凍りつくほど冷たい空気に、もしかしたら、今年初めての雪が降るかもしれないと思った。

「……あら？」

　白く染そまった呼こ気きと共に、思わず漏もれ出た声。

　たまたま視界の端はしに捉とらえた、黒い物体。それは大きな布らしき物を抱えた、グレスの姉・ロゼリアだった。

　女性でありながら、中性的な顔立ちをしている彼女は、仕事中は男性使用人の制服を身につけている。性格も男らしい彼女は、神殿や城に仕つかえる女性陣の憧あこがれの的であり、男装の麗人という言葉がよく似合った。

「ロゼリアさん。この寒い中、城外でお仕事ですか？」

　神殿の裏手から現れ、中庭を突っ切り外回廊へやって来たロゼリアに、セレナは何気なく声をかけた。シーツと思われる布を抱えているロゼリアは、急せいたように進めていた歩みを止め、苦笑交じりに答える。

「これは、セレナ様。本日もお役目、ご苦労様でございます。実は、干されていた洗濯物が風に飛ばされてしまったので、回収してきたところです。他のメイドより、私の身み形なりの方がシーツを追い駆けやすいですから」

「そう言えば先ほどから、急に風が強くなりましたものね」

「はい。雲行きも怪あやしくなってきたことですし、今日は少し早めに洗濯物を取り込むことにいたします。──それでは、持ち場に戻りますので」

　失礼しますと礼儀正しく頭を下げ、ロゼリアは足早に城の中へ消えていく。

　仕事熱心なロゼリアに感心していると、背後から音もなく伸びてきた無ぶ骨こつな手に持っていた書物を奪われ、セレナはドキリとした。

「俺の愛いとしい奥さん。こんな寒いところでぼーっとしてたら、今に身体が凍りついちまうぜ？　まぁ、そうなった時でも、俺のこの逞たくましい胸に包み込んで、バッチリ温あたためてやるけどな」

「ヴィル……」

　振り向いた先に立っていたのは、自分の守護者兼夫のヴィルファイドだった。彼の後ろには、もう二人の守護者であるユージィとルイーズの他に、イナミの守護者のダリアまで揃っている。

「セレナ姉は、調べもの？　あたし達はねぇ、これから厨ちゆう房ぼうでユージィ兄の故郷に伝わる、伝説の薬やく湯とうを作るんだ」

　笑え窪くぼを浮かべて笑うダリアは、ユージィが持っている大きな籠かごを指差す。

　籠の中には、何だかよく分からない生せい物ぶつの黒焼きや、何十種類もの薬草が入っている。時折、底の方から何か動く音が聞こえてくるが、それは気にしない方がいいだろう。

「薬湯ということは、ココシュカ様のためにですね？」

「まあな。お前だって、ココシュカのために調べ物か？　これ全部、超難解な薬学書みてぇだし……」

　腕うでっ節ぷしが強く、三年前に王都を襲しゆう撃げきした魔物を一人で倒してからは、英雄として讃たたえられているヴィルファイドであるが──勉学の方面には、まったく食しよく指しが動かないらしい。セレナから奪った書物の表紙を見て、彼は意志の強さを示す太い眉を顰ひそめる。

「よくこんな分ぶ厚あつくて難しい本を、日に何冊も読むことができるな？　俺だったらこれ一冊読むのに、少なくとも一年はかかると思うぞ」

「一年かけて読んだところで、お前にこの書物の内容が理解できるとは思えんが……」

　神器の杖に寄り掛かり、甘い微睡まどろみに吞み込まれかけていたルイーズが、掠かすれた声でぼそりと呟く。彼の冗談染じみた指摘に、全員が笑いかけた──次の瞬間。地面が激しく揺れ、強大な瘴しよう気きの波動が幾つも生じた。

　これに、セレナと守護者達の表情が一いつ斉せいに引き締まる。

「この気配は、まさか魔物!?　でも、神殿内に魔物が出現するなんて、ありえないはずでしょう？」

「フレイムローズ神殿は、大陸で一番大きな大地の歪ひずみを塞ふさぐ蓋ふただからね。その敷地内で魔物が出現するなんて、不可能なはずなんだけど──これは明らかに、魔物の気配だよ。しかも、一体だけではなさそうだね」

　混乱するダリアに、冷静な意見を述べるユージィは、持っていた籠を足元に置く。そして彼は、外がい套とうの下に常つね日ひ頃ごろから装備している、二刀一いつ対ついの曲きよく刀とうの神器・藤とう黄おう塵じんを抜ばつ刀とうした。

　ヴィルファイドも無言で、持っていた書物をセレナに預けると、腰のベルトに差していた神器の剣を抜く。事態を上う手まく把握できないダリアも、左袖の袂たもとから神器・赤せき橙とう厳げんを取り出し、手早く両手に装備する。

「ルイーズ、出現した魔物は何体だ？」

　遠くから聞こえる魔物の咆ほう哮こうを耳に、剣つるぎの状態を確認するヴィルファイドは、逸いち早はやく神経を研とぎ澄ませ、魔物の気配を読むことに専念していたルイーズへ問う。

　閉ざしていた目を薄うっすらと開いたルイーズは、淡たん々たんとした声で答える。

「神殿の裏手に一体、鍛錬場に二体、城の裏手に二体だ。もうすでに移動を開始し、すぐにでも攻撃態勢に入るだろう」

「なら、鍛錬場の方は俺に任まかせろ。ユージィは、城側の魔物を頼む。ダリアは、神術の発動に時間がかかるルイーズを援えん護ごして、二人で神殿裏の魔物の相手をしてくれ」

　冴さえた光を宿す真紅の瞳で、仲間達へ的確な指示を出すヴィルファイドは、普段の気さくな雰囲気を完全に消していた。セレシェイアの民たみから、英雄と称されるに相応ふさわしい顔つきになった彼は、愛する妻へ威い厳げんある低い声で命ずる。

「セレナはこの事態を、一刻も早く姫巫女様へ報しらせるんだ。あのお方なら水盤を使って、敷地内にいる全員に避難警告を発令できるからな」

「分かりましたわ。姫巫女様と水盤の守りは、大神官に招集をかけて行いますので、あなた方は目の前の戦いにだけ集中なさってください。──どうか、御ご武ぶ運うんを」

　装束の裾すそを翻ひるがえし、神殿へ走るセレナの背を見送り、守護者達もそれぞれの戦場へと散っていった。







　ルイーズと共に神殿の裏手へ向ったダリアは、神殿の外壁を両りよう拳こぶしで粉ふん砕さいする一つ目の巨人の姿に、改めて愕がく然ぜんとする。

「なによ、このデカさ……っ！」

　イナミの守護者として、今まで何体もの魔物と戦ってきたが、これほど巨大な魔物と対たい峙じしたのは初めてだ。魔物の発する強烈な瘴しよう気きの影響で、悪鬼までもが増ぞう殖しよくし、地獄のようなおぞましい光景が広がっている。

　神殿内に魔物が出現したことで、戦う術すべを持たぬ者達の叫び声が、いたるところから響いていた。完全に倒すことはできないにしても、騎士や神官達が神殿の入り口を固め、悪鬼の侵入を防いではいるが──早急に決着をつけねば、建物の被害だけでは済まなくなるだろう。

「私はこれより、呪文の詠唱に入る。ダリア、悪鬼の相手を頼むぞ」

　遠距離戦を得意とするルイーズは、詠唱時間が長い高等神術を使用するため、戦闘中はもっとも無防備になる。呪文を唱え切るまでの間、彼の身の安全を守る役目を任されたダリアは、頭を何度か振って思考を切り替えると、赤橙厳を装備した拳を構えた。

「あんた達、このダリア様の鉄てつ拳けんを喰らいたくなきゃ、さっさと尻尾しつぽ巻いて地界へ帰んな！」

　戦闘態勢に入ったダリアは、早速飛び掛かってきた悪鬼に、自慢の拳を叩き込む。一匹目が甲かん高だかい叫びを上げて消滅すると、他の悪鬼が纏まとめて攻め込んできた。

　強気に啖たん呵かを切ってはみたが、悪鬼の量が通常の討とう伐ばつ時と比べて多すぎる。こんな大量の悪鬼を一人で相手にするなど、自殺行為以外の何ものでもない。

（だけど、死ぬ気で戦ってんのはあたしだけじゃない……っ）

　回まわし蹴げりで群れを散らし、呪文詠唱中のルイーズを背中に庇かばい、ダリアは両手の赤橙厳で悪鬼を確実に倒してゆく。

　ヴィルファイドとユージィなど、一人で同時に二体の魔物を相手にしているのだ。彼らが現げん在ざい陥おちいっているだろう状況を考えれば、泣き言など口が裂けても言えやしない。──それに自分には、ルイーズがついている。

（ルイーズ兄は絶対、あたしが守るんだから！）

　悪鬼の爪が頰を掠かすり、血が流れても気にしない。足に嚙みつかれたって、そのまま他の悪鬼を蹴り飛ばすついでに、勢いよく振り払ってやる。

「ダリア、離れろ」

「……っ！」

　背後からかけられた落ち着いた指示に従い、ダリアは持ち前の瞬発力を活いかして、その場から瞬時に飛び退のいた。

　地面に浮かぶ金色の魔ま法ほう陣じんの上に立つルイーズは、神器の杖を魔物目掛けて真まっ直すぐ構え、最後の発動呪文を叫ぶ。

「神の御意思に逆さからいし者へ、千の刃やいばを降らせたまえ！」

　神術が発動すると同時に、ルイーズの足元に浮かんでいた魔法陣が光の粒りゆう子しとなり、勢いよく天へ昇る。かと思えば、魔物の頭上に出現した金色の魔法陣が、急速に眩まばゆい光を発し始めた。

　限界まで光を溜ためた魔法陣は、次の瞬間には轟ごう音おんを上げて、魔物目掛けて光の刃を浴びせる。

「す、凄すごい……っ」

　千の刃となって降り注ぐ光は、周囲を埋め尽くす悪鬼まで一いつ掃そうした。

　高音を立て、魔物に突き刺さる光の刃が巻き起こす衝撃波はで、ルイーズの長い赤しやく銅どう色の髪が舞い上がる。濃い隈くまの浮かぶ目元をしかめ、彼はただ幾多の刃に貫つらぬかれる魔物を、黙って見み据すえていた。

　神殿を破壊していた魔物の動きが止まり、悪鬼も完全に姿を消す。上空の魔法陣が霧む散さんし、ダリアだけではなく、ルイーズまでもが勝利を確信して気を緩めた──まさに、その時だった。

「危ない、ルイーズ兄……ッ！」

　逸いち早はやく異変を感じ取ったダリアが、地面を強く蹴り、無防備なルイーズの身体を真横に突き飛ばす。ルイーズが地面へ倒れ込むのと、ダリアの身体が後方へ吹き飛んだのは、奇くしくも同時だった。

「──っ、ダリア！」

　光の刃に身体を貫かれた魔物は、岩石を思わせる拳を振りかぶり、ダリアを渾こん身しんの力で殴りつけていた。拳に刺さった刃までもが凶器となり、地面に激しく叩きつけられたダリアは、腹部と左肩から大量の血液を流している。

　その時ルイーズは、年中脳内を満たしている濃い眠気が、一気に吹き飛ぶのを感じた。

「ダリア、しっかりしろ！」

　ぐったりと地面に倒れたダリアに駆け寄り、彼女の身体を抱き上げたルイーズは、自分でもおかしいと思うほど切せつ羽ぱ詰つまった声で叫ぶ。今のルイーズは、最後の悪わる足あ搔がきに及ぶ魔物など眼中になく、瀕ひん死しの状態に陥おちいったダリアにしか意識が向いていなかった。

　大地に轟とどろく咆ほう哮こうを上げ、魔物の腕が神殿の屋根を粉ふん砕さいする。その瓦が礫れきが、ルイーズとダリアを直撃する寸前に、半球体の透明な光の膜が二人を包み込んだ。

「ルイーズ様、あとは僕が引き受けます。今のうちに安全な場所へ避難して、ダリア様の治療を行ってください！」

　フードの裾を颯さつ爽そうと翻ひるがえして現れたのは、白はく銀ぎん雷らいを携たずさえたグレスだった。グレスの発動した防御神術によって命を救われたルイーズは、彼の指示に頷く余裕すらなく、弛し緩かんしたダリアの身体を抱えて中庭へ急いだ。

　巫女や神官が慌あわただしく行き交う回かい廊ろうを遠目に、ルイーズは血に染まったダリアの身体を、煉れん瓦が敷きの地面へ横たえる。そして素早く、治癒術の呪文を口内で唱えると、怪け我がの治療に取りかかった。

　金色に光り輝く両手を、もっとも出血の激しい腹部と左肩へかざす。

「ルイーズ、にぃ……無事、だった……？」

　その時、気絶していたはずのダリアが、自みずからの血で濡れた右手を伸ばし、ルイーズの頰に触れた。呼吸をするのも辛つらい状況にあるはずが、意識を取り戻した途端、他人の心配をするダリアに、ルイーズの表情が険けわしく歪ゆがむ。

「馬鹿者！　今は私のことではなく、自分のことを案ずる時だろう!?　このような怪け我がをして、死んでいたらどうするつもりだ！」

　初めて聞くルイーズの怒ど声せいに、朦もう朧ろうとした意識の中で、ダリアはなぜか嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「あたし、ね……ルイーズ兄のこと、大好きだから……どうしても、守りたかったんだ。だから、無事でよかったぁ……」

「──っ」

「でも、こんな傷だらけの身体じゃ……もう誰も、お嫁よめにもらってくれないなぁ……」

　大神官の称号を持つルイーズの神術を用もちいても、ダリアの出血は依然として止まらない。

　力なく笑うダリアの顔は、もはや血の気を失い白くなっている。身体も、寒さとは違う理由から震えだし、死の足音が確実に彼女へ近づいているのを感じさせた。

「死ぬな、ダリア！　お前の怪我は、私が必ず治してやる！　万が一痕あとが残ったとしても、私が責任をもってお前を嫁にもらってやるから、頼む──死ぬんじゃない！」
















　普段は感情を表に出さず、ぼんやり眠たそうにしている男の懇こん願がんに、ダリアの目元から一筋の涙が零れ落ちる。

「うわぁ……ルイーズ兄から、プロポーズ、されちゃった。えへへ……うれしい、な……」

　そして、ルイーズの頰に触れていたダリアの手は、音も無く地面へ落ちた。
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　水盤を用いて、アルーナからの緊急の伝令が発せられた直後、カナイはココシュカの自室を飛び出した。

（どうして、神殿の敷地内に魔物が現れたの？）

　走りながら髪かみ紐ひもを解ほどき、長い袖を襷たすき掛がけにする。着替えている暇などなく、装束の長い裾は適当に縛しばって短くした。

　息せき切って大広間へ辿り着けば、メイド達が逃げ惑まどう中、玄関の扉の側にイナミの姿を見つけ、カナイはまろぶように駆け寄った。

「イナミ、いったい何が起きてるの？」

「私にも分からない。それよりも今は、一刻も早く出現した魔物を倒すべきだ。鷹雅とグレスは、すでに戦闘を開始しているヴィルファイド様達の応援に向かった。お前は、神殿裏で戦っているユージィさんと合流してくれ」

「……あなたは、どうするつもりなの？」

　今や徒ただ人びとになったイナミだが、彼の手には一振りの剣が握られている。

　不安げに尋ねてきたカナイに、イナミは剣を鞘さやから抜くと、あえて強気な笑みで答えた。

「私はこれから城の裏手側の回廊に向かい、騎士達と共に戦うつもりだ。退魔の力が無くとも、悪鬼を追い払うことくらいはできるだろうからな。──お前の居場所は、私が守る。だからお前は、心おきなく戦ってこい」

　励ますようにカナイの肩を叩くと、イナミは踵きびすを返し、魔物の出現地点に近い北館の回廊へ向かってしまう。

　一度も振り返ることなく走り去ったイナミの背中に、カナイは拳こぶしをきつく握り締めた。

　神鳥としての力を失ってなおも、イナミは自分にできることを、精一杯頑張っている。兵士や騎士、神官や巫女だって、悪鬼の進行を食い止めるために、退魔の力を持たぬ身であるにもかかわらず、一いち丸がんとなって戦っているのだ。

　キュッと唇を嚙み、毅き然ぜんと顔を上げたカナイは、城外へと駆け出す。

（イナミや、他のみんなが私の居場所を守るなら──私は、私の居場所を守ってくれる、すべての人達を守ってみせる！）

　足が縺もつれて転びそうになりながらも、カナイは懸命に走った。

　ここにいる人達は、自分にとって家族も同然だ。規律に厳しい巫女や神官も、強こわ面もての騎士や兵士だって、本当はみんな心優しい人ばかりだとカナイは知っている。

　そんな人達を、ただの一人だって魔物の餌え食じきにされて堪たまるものか。

「いたっ！」

　西館と北館を繫つなぐ外回廊を抜け、次の角を曲がった瞬間、見上げるほど巨大な魔物の姿が忽こつ然ぜんと現れる。

　暴れている魔物は二体。鷹たかの頭に獅し子しの身体を持つ化け物と、長い体毛を持つ牛ぎゆう頭とうの巨人だ。

　周囲にひしめく悪鬼は、窓を割って城内への侵しん入にゆうを試こころみているが、内部から剣や槍やりで押し出されている。今のところ、騎士達も善戦しているが、悪鬼の量が半はん端ぱではない。

（押し切られる前に、早く決着をつけないと！）

　早速カナイが、神鳥の力を解放させようとしていると、血で汚れた外がい套とうをなびかせ、ユージィが目の前に降り立った。

「ユージィさん、その怪我……っ！」

「今は僕のことよりも、魔物を倒すことが先決です」

　全身を手て酷ひどく切り裂かれたユージィは、外套の裾すそから滴したたり落ちる鮮血も気にせず、荒い呼吸の合い間に言葉を紡つむぐ。

「だいぶ痛めつけましたが、あの魔物達は恐ろしく強い。これほど強大な力を持つ魔物と戦ったのは、初めてかもしれません」

「そ、そんな……」

「鷹頭の方は、鋭い爪を持っている上に、火を吐きます。牛頭の方は、拳の一撃で大地を陥かん没ぼつさせるほどの怪力です。残念ながらこの怪我では、僕はこれ以上どう足あ搔がいても、戦いの足手纏まといにしかならないでしょう。カナイ様、後はどうかよろしくお願いします」

　必要なことだけを口くち早ばやに告げると、ユージィはついに地面へ膝ひざをついてしまう。

「誰か、ユージィさんを安全な場所へ！」

　カナイが鋭い声で叫べば、悪鬼の群むらがっていない窓から、体格の良い騎士が二名駆けつけてくれた。

　多量の出血で気を失ったユージィを、騎士達に任せたカナイは、紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうを閉ざしてもう一人の自分へ呼びかける。

（もう、目は覚めているんでしょう？）

『……当然でしょ。これだけ強烈な瘴気を、馬鹿みたいにぶちまけられたら、嫌でも目が覚めるわよ』

　毎度聞き慣れた、やる気のない欠伸あくび交じりの声。だが、今日の神鳥の本能はいつもと違い、自みずから闘志を燃やしているように感じた。

　その証拠に、カナイが呼ぶ前から彼女は目覚めていた。

（聞く必要もないだろうけど、戦ってくれるわよね？）

『答える必要もないだろうけど、そのつもりよ。丁度、今日は戦いたい気分だったの。──身体、借りるわね』

　珍しく硬質な、本能の声。

　その刹せつ那な、カナイは雷に打たれたような衝撃に襲われ、自我を魂の奥深くへ沈めた。







　カナイが生気の欠落した両眼を開けると、火の粉こを思わせる羽根を散らし、その背から紅蓮に燃え盛る三さん対ついの翼が広がる。

「今回は随分と、歯は応ごたえがありそうな相手じゃない」

　暗い瞳を眇すがめて笑い、神鳥の力を解放して戦いくさに臨のぞむカナイは、右手に神気を練ねって大剣を生み出す。──と同時に、彼女の姿が残像を残して搔き消えた。

　城を破壊しようと、太い腕を振り上げる牛頭の魔物。だが、その腕は城の壁を粉砕する前に、墨すみ色いろの体液と共に大地へ落ち、魔物は馬の嘶いななきに似た絶叫を上げる。

「我は、汝なんじを映うつす鏡なり。鏡きよう面めんに映りし災やく厄さいは、悉ことごとく彼かの者へ反射せよ」

　紅蓮の翼をはためかせ、空中に姿を現したカナイは、地上に生じた熱源を機き敏びんに察知し、滑なめらかな口調で言こと霊だまを紡ぐ。まさにその時、鷹頭の魔物が吐いた炎の塊が、カナイ目掛けて飛んできたところで──轟ごう々ごうと渦うず巻まく火か球きゆうは、カナイの鼻先で目に見えぬ壁に跳ね返され、獅子の胴体にぶつかり炎上した。

　改めて剣の柄つかを握り直したカナイは、白く染まる息を、刃へそっと吹きかける。

「凍いてつけ、白はく刃じん」

　カナイの言こと霊だまに従い、淡い竜りん胆どう色に発光する刃は、たちまち氷ひよう塊かいのごとく冷え切った。猛烈な冷気に包まれた剣を構え、カナイは六枚の翼を一ひと際きわ激しく燃え上がらせる。

「本当の戦いは、これからよ」

　無感動な瞳で不敵に笑むと、炎にまかれた鷹頭の魔物へ、カナイは一直線に突っ込んで行く。

　熱さにもがく前足を一いつ閃せん。そこで一いつ旦たん、ひらりと宙返りして体勢を整え、更にカナイは加速する。垂直に構えられた剣が、魔物の胴体を胸部から腰元まで、深々と切り裂く。体液一つ零こぼさぬ傷口は急速に凍結され──魔物の身体は、一つの氷ひよう像ぞうへと変わった。

　喉元まで凍りついた魔物は、最後の力を振り絞って火球を吐き出す。先ほどよりも巨大な火の玉は、悪鬼が群がる回廊の窓辺へ飛ばされ、カナイは息つく間もなく、再び上空から姿を消した。

「冷気よ、炎を喰らえ」

　火球の軌道上へ現れたカナイは、胸の前で剣を真っ直ぐに構え、言霊を唱える。

　彼女の言葉に応じ、眩まばゆい竜りん胆どう色いろの光を放った剣から出現したのは、大きく顎あぎ門とを開いた氷の竜。冷気から転じた氷の竜は、火の玉を丸吞みにすると見る間に腹部を膨張させ、カナイの持つ剣ごと木っ端微塵に消し飛んだ。

　剣の破片が頰を掠かすめ、傷口から溢れた鮮血が顎あごを滴り落ちてゆく。だが、カナイは怯ひるむことなく空になった右手へ、神気を練って新たな剣を出現させる。

「次は、あんたの番よ」

　新しい剣の切れ味を試しがてら、窓辺に湧いた悪鬼を一刀のもとに斬り捨てる。長い髪を翻し、振り仰いだ彼女の視線の先には、右腕を失くした牛頭の魔物がいた。

　肘から下を斬り落とされ、興奮している魔物は激しく地じ団だん駄だを踏み、地面を滅茶苦茶に揺らす。しかし、そんなことをしたところで、空中にいるカナイには何の支障も生じない。

「あんたは、少し静かになりなさい」

　城の外壁を蹴って加速したカナイは、魔物の脛すねを容よう赦しやなく切り裂く。これによって、まともに立つことができなくなった魔物は、耳に苦しい奇声を上げて地面へ崩れ落ちた。

　もうすぐ、この戦いに終止符が打たれる──。

　回廊で奮闘する騎士や兵士達の誰もが、カナイの勝利に希望を見み出いだした時、異変は何の予告もなく起きた。

「チッ……あと、少しだっていうのに……」

　カナイの手から剣が消え、その背からも一対の翼が燃え尽きる。

　上空で体勢を崩した彼女を見て、群がる悪鬼を押おし退のけ、窓から飛び出してきた者がいた。

「カナイ──ッ！」

　残り二対の翼までもが消失し、地面目掛けて真っ逆さまに落ちてきたカナイを、間かん一いつ髪ぱつのところで抱き留めたのは、騎士達に交じって回廊の防衛に加わっていたイナミだった。

　彼の腕に抱かれるカナイは、神気を使い果たし、意識を手放していた。通常の神鳥の二倍近い力を持つ彼女は、消費する神気の量も膨ぼう大だいで、神鳥として戦える時間も制限されている。

　神気が底をついたカナイは、この後少なくとも丸一日は、昏こん睡すい状態に陥る。先ほど神殿へ運ばれたユージィも、たとえ意識が回復したところで、とても再戦できないだろう。

（とにかく今は、カナイを安全な場所へ避難させなければ……っ）

　カナイの身の安全を確保した後に、他の場所で戦っている守護者達へ、助けを求めることが最良の選択だ。先ほどカナイが消滅させた悪鬼も、新たに地面から湧わき始めている。城内へ戻るなら今のうちだと、イナミが窓辺へ向けて駆け出そうとしたところ──足元に、巨大な影が落ちた。

　反射的に見上げた頭上には、魔物の左ひだり拳こぶし。紺青色の瞳を見開き、成す術すべもなく硬直したイナミは、咄とつ嗟さに強くカナイの身体を胸に抱き込んだ。

　逃げようとしても、足が動かない。もし、走り出すことができたとしても、もはや完全に手遅れだ。

　迫りくる死の瞬間に、イナミの頰を冷や汗が伝う。

　……しかし、奇跡は起こった。

「オレの大事なカナイに、手を出すんじゃねぇぇ──ッ！」

　呆ぼう然ぜんと立たち竦すくむイナミの耳に届いた、勇ましい雄お叫たけび。

　その時、天を金色に輝く矢が駆け、牛頭の魔物の胴体に巨大な風かざ穴あなを開けた。断だん末まつ魔まの絶叫を上げ、横倒しに倒れた魔物は、先に氷漬けにされていた仲間の巨体を粉ふん砕さいし、自らもどす黒い体液を散らして息いき絶たえる。

「今の矢は、まさかっ!?」

　悪鬼の姿が搔き消えた地面を辿たどり──やがてイナミの視線は、地面に倒れ伏した人物を捉とらえ、愕がく然ぜんと瞠みはられた。

「ココ……ッ！」

　震える両足を叱しつ咤たして駆け寄れば、胸を押さえて苦しんでいるココシュカの表情が、僅わずかに和らいだ。

「……間に合って、よかったぜ……」

「この、馬鹿者がッ！　なぜ神器を使用した!?」

「だって、よぉ……オレはやっぱ、カナイの守護者、だからな……。こいつを守って死ねたら、本望だぜ……」

　そう言ったココシュカは激しく咳き込み、手のひらに少量の血を吐いた。

　荒い呼吸を繰り返す彼の背を擦さすろうと、イナミが手を伸ばせば、その手をココシュカが最さい期ごの力を振り絞って摑む。

「オレはもう、カナイを守ってやれねぇけど……お前になら、カナイのことを任せられる。だから、オレの力を……お前に全部、くれてやらぁ……」

　今いま際わのきわにある者とは思えない力で、ココシュカは手を握り締めてくる。次の瞬間、彼と繫いだ手が燃えるように熱くなり、全身に今までにない力が満ちるのを、イナミはありありと感じた。

　やがて、力の流れが途と絶だえると同時に、ココシュカはイナミの手を解放する。そして彼は、もう満足に動こうとしない腕を必死に伸ばして、イナミの胸に抱かれたカナイの頰へ触れた。

「……悪ぃな、カナイ。また、お前のこと泣かせちまうけど、許してくれよな……？」

　自らの命を金色の矢に変えて、主であるカナイを守り抜いたココシュカに、その代償を払う時が訪れた。彼の身体は淡い白はつ光こうに包まれ、イナミが見守る中で急速に薄れ始める。

　その姿がこの世から消え去る間ま際ぎわ、ココシュカは身を引き裂くような苦痛を堪こらえ、いつもの晴れやかな笑顔を湛たたえた。

「イナミ……カナイのこと、頼むぜ」

「ココ──っ!?」

　網もう膜まくを焼くような閃せん光こうに、イナミは思わず目を閉ざす。次に彼が目を開けた時には、ココシュカの倒れていた場所に、幾多の花か弁べんを広げる漆黒の花が咲いていた。

　暗雲の垂れ込めた空から、ついに雪が降り始める。

　事の一部始終を見守る、騎士や兵士が呼吸すら潜ひそめる中、静せい寂じやくを裂くようにイナミの上げた痛つう嘆たんの叫びが、辺あたりに虚むなしく響いた。
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「う、噓うそよ……っ！」

　魔物の強きよう襲しゆうを受けた、二日後の早朝。

　聖せい水すい槽そうの中で目覚めたカナイを、悲しい報しらせが待っていた。

「そんなの、私は絶対に信じない！」

　濡れた髪を振り乱し、カナイは駄々をこねる子供のように首を左右に振った。しかし、彼女を見つめるイナミは、ただ静かに真実だけを告げる。

「いくらお前が否定しようとも、ココが命を落とした事実は変わらない。どうしても、あいつがいなくなったことが信じられないのなら、これを見てくれ」

　イナミが徐おもむろに装しよう束ぞくの右みぎ袖そでを捲まくれば、焦しよう点てんが定まらずに揺れていたカナイの両目が、大きく見開かれた。

　彼の右腕に刻まれているのは、ココシュカの右腕に浮いていたはずの、紅ぐ蓮れんの御み印しるしだった。

「どうしてココの御印が、あなたの腕に……？」

「あいつは、自分の代わりにお前を守ってくれと、私に守護者の力を譲ゆずり与えてくれたんだ。私はこの御印に宿る、最さい期ごまでお前を守りたいと願ったココの意思に報むくいるためにも、これからはお前の守護者としての任を、まっとうしようと思っている」

「そん、な……」

　ココシュカの、明るく笑っている姿ばかりが、脳のう裏りに蘇よみがえっては消えてゆく。まさに彼は、仲間内うちでは太陽のような存在で──その太陽がいなくなった今、カナイは世界が闇に包まれたような絶望を抱いた。

　声を上げて泣く気力すらなく、ただ息を詰めて涙を流すカナイへ、イナミは低く落ち着いた声で伝える。

「お前を泣かせることになってすまないと、ココが謝あやまっていたぞ。──今は無理でも、いつかはあいつの想い、しっかりと受け止めてやってくれ」

　そんなイナミの言葉は、果たしてカナイの耳へ届いたのだろうか。

　彼女は涙が涸かれ果てても、顔を覆おおった両手を外はずそうとはしなかった。
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　同時に五体もの魔物から襲撃を受けた、神かみ鳥どりの城とフレイムローズ神殿は、建物の修復も順調に進み、二日目にしてようやく通常に機能し始めていた。

　兵士や騎士、神官や巫み女こだけではなく、今回は神鳥の守護者からも負傷者が出てしまった。ヴィルファイドは幸さいわい、擦かすり傷程度で済んだが、全身に深い切り傷を負ったユージィは、神殿の病室で、現在も大神官の治療を受けている。

　瀕ひん死しの重傷を負ったダリアは、ルイーズが全力で治療に当たったことにより、どうにか一命を取り留めた。だが、それでも予断を許さぬ状況は続いている。今はルイーズも、ダリアの治療で消費した神しん力りきを回復するため、彼女の隣のベッドで身体を休めているという。

（どうして、こんなことが起きたんだ？）

　深夜の、ランプの灯あかりが心細げに揺れる回廊を、グレスは重い足取りで歩いていた。

　神殿の敷地内に魔物が出現するなど、前ぜん代だい未み聞もんの出来事だ。しかも、その数が五体ともなれば、自然発生をした可能性は限りなく零ゼロに近い。これは何者かの手によって、意い図と的てきに仕組まれた陰いん謀ぼうのはずだ。

　しかし、いったい誰がこんなことを仕出かしたのだろう。

　目ま深ぶかに被かぶるフードの中へ手を突っ込み、ぐしゃりと前髪を握り締める。

「まさか、ココが命を落とすなんて……っ」

　数え切れない負傷者に対して、死者は一名のみ。

　神鳥の力を使い果たして倒れたカナイを救うため、ココシュカは自みずからの命を犠ぎ牲せいにして、最後の矢を射いった。彼の忘れ形がた見みのように咲いた、黒い花弁を持つウルトリアの花は鉢はちへ移され、今はカナイの部屋に飾られている。

　受け入れ難がたい事件が連続したことで、靄もやがかった頭はいっこうに回ろうとしない。考えるべきことは、それこそ山のようにあるはずなのに、喪失感が思考の邪魔をする。

　今こ宵よいはどうにも、部屋に一人でいることができず、グレスは自然と姉のもとへ足を向けた。

　使用人達の住居がある、東館の二階。ロゼリアの私室として用意された、最さい奥おうの角部屋の前に立ったグレスは、扉を叩こうと重だるい手を上げ──はたと、動きを止めた。

　部屋の中から、微かすかに話し声が聞こえてくる。会話の内容までは聞こえないが、何やら言い争っているようで、グレスは嫌な予感を覚えた。

「姉さん、グレスです。入りますよ？」

　一声かけて扉を開ければ、姉は部屋の隅すみに置かれたベッドに腰掛け、手鏡をジッと覗き込んでいた。不思議なことに、室内のどこにも来らい訪ほう者しやの姿はなく、グレスは怪け訝げんに眉を顰ひそめる。

「あの、姉さん。今ここに誰かいませんでしたか？　言い争うような声が、聞こえたような気がしたんですけど……」

「なにを言っているんだ、グレス。見ての通り、この部屋には私しかいないだろう？　生あい憎にく私には、独ひとり言ごとなど口にする虚むなしい趣味はないぞ」

「そ、そうですか？」

　逆に姉から眉を顰められたグレスは、困惑顔で首を傾かしげた。

　確かに、話し声を聞いたはずなのに。もしかしたら、精神的に参っているせいで、幻げん聴ちようでも聞いたのだろうか──。

「それはそうと、グレス。悪いが、今日のところは帰ってもらえるか？　私も城の修しゆう繕ぜん作業に駆かり出されて疲れているんだ。頼むから、一人にしてくれ」

「姉さん……」

　はっきりとした姉からの拒絶に、グレスの胸きよう中ちゆうに言い知れぬ疑ぎ念ねんが生じる。

　ベッド脇の棚に置かれた、蠟ろう燭そくの灯あかりに照らされる姉の顔は、何かを思い詰めているかのようにも見えた。何があったのか問おうとしても、こちらを見み据すえる自分と同じ翡ひ翠すい色をした瞳は、発問すら許さぬ剣けん吞のんな光を宿している。

　妙な焦しよう燥そう感かんを抱きながらも、グレスはその夜、無言のまま姉の部屋を後にした。
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「イナミ……今、なんて言ったの？」

　朝早く自室にやって来たのは、どこか沈んだ面おも持もちのイナミで──カナイは血の気を失った顔色で、目の前に立つ彼へ問い返した。

　悪夢のような出来事から、早くも八日が経過しようとしていた。

　カナイは五日前に、ココシュカの遺い志しを継つぎ、新あらたな守護者となったイナミの神じん器ぎを精製した。その際に消費した神しん気きが回復して、日常の生活が送れるようになった彼女を待っていたのは、到とう底てい受け入れ難がたい現実だった。

　ひどく動揺しているカナイに反し、イナミはあくまで淡たん々たんと同じ言葉を繰り返す。

「ココの葬そう儀ぎが、三日後に行われることが決まった。身体は消失してしまったが、いつまでも魂たましいを弔とむらってやらないわけにもいかないだろう」

「嫌よ、そんなの！」

　髪を振り乱して叫んだカナイは、ベッド脇の卓に置かれた鉢植えを、ぎゅっと胸に抱き締める。白い陶器製の鉢には、ココシュカの忘れ形見であるウルトリアの花が、幾いく多たの漆しつ黒こくの花弁を広げて咲いていた。

　庇かばうように鉢植えを胸に抱くカナイは、必死の態ていでイナミへ訴える。

「このお花は、ココの代わりに残されていたんでしょう？　それならこのお花に、ココの魂が宿っているはずよ！」

「カナイ……」

「ココの魂が宿ったお花が、こんなに元気一杯咲いてるのに、お葬式なんかできるわけないじゃない！　そんなことしたら、ココが可か哀わい想そうだわ！」

　ココシュカは屍しかばねの代わりに、一輪の花を残してこの世を去った。彼の残したウルトリアの花は、神官の手によって慎重に鉢へ移され、生前の彼に接するよう、今ではカナイが大切に育てていた。

　主あるじを失った彼の部屋を目まの当たりにして、カナイはココシュカが命を落とした事実を否いや応おうなく突きつけられた。それでも、ウルトリアの花の世話をしているうちに、ココシュカの魂が今も花として息づいているような気がして──カナイは余計、花の世話に力を入れるようになっていた。

　ココシュカはまだ、花となって生きている。

　その可能性が捨てきれない限り、カナイはとても、彼の葬儀に賛同することはできなかった。

「ココのお葬式なんて、私が絶対に許さないんだから！」

　カナイはそれだけ言うと、抱えていた鉢植えを卓上へ戻し、すぐ側そばに置かれていた襷たすきを引っ摑つかむと、イナミを押し退のけ部屋から飛び出して行ってしまう。

　乱暴に閉められた扉に、イナミは無意識に詰めていた息を深々と吐く。

　遣やり切れない面おも差ざしになった彼は、朝日に包まれて咲き誇ほこるウルトリアの花を、しばらく黙って見つめていた。







　一方的にイナミとの会話を切り上げ、自室を飛び出したカナイは、無人の鍛たん錬れん場じようへやって来ていた。

「天に御お座わす大おお御み神かみへ乞こう。烈れつ風ぷうは百の刃やいばとなり、彼かの者を切り裂け」

　呪じゆ文もんを唱となえ、少し離れた地面に突き立った氷ひよう塊かいを指差す。すると、先ほど神しん術じゆつで生み出した氷塊は、大地から巻き起こった猛烈な風の刃に切り刻まれ、粉々に砕くだけ散った。

　雪の積もった地面へ、キラキラと陽光を反射して舞い落ちる氷の結晶に、カナイは額に浮く汗を拭う。

（これくらいの神術じゃ、まだ駄目だわ。もっと強力な術を使えるようになって、神力の底上げをしなくちゃ……）

　身体に宿る神気の量を増やすには、神術の鍛錬をすることが一番だと、以前にグレスの授業で習っていた。

　神気を使い果たして自分が倒れなければ、ココシュカは死なずに済んだのに──。

　彼を殺したのは、自分も同然だ。しかし、そのことを悔くいて泣いたところで、ココシュカはもう帰ってこない。だからこそカナイは、彼の犠牲を無駄にしないためにも、神鳥として戦える時間を少しでも延のばすべく、強力な神術を扱う鍛錬に励はげんだ。

（もう誰も、私の力不足のせいで失いたくないもの）

　彼の化け身しんとして、大事に育てているウルトリアの花を見る度たびに、カナイは今以上に強大な神鳥の力を求めた。それは偏ひとえに、どんな敵からも大切な人々を守りたいという、切実な願いでもあった。

　その時、雪を踏ふみ締める音が近づいてくることに気がつき、カナイは頭の高い位置で結ゆった髪を揺らし、背後を振り返った。

「もう、その辺で止よしておけ」

「鷹たか雅まささん……」

　いつにも増して険けわしい表情をした鷹雅は、雪の積もった鍛錬場に佇たたずむカナイへ、感情を押し殺した低い声で言う。

「このままでは、風邪をひく。それに、身体の方も限界を迎えているだろう？　自室へ戻って、今日のところはもう休め」

「心配してくれてありがとう。だけど、もう少しだけ頑張りたいの」

「その覚おぼ束つかない足取りで、何をどう頑張るというんだ。このような場所で倒れでもすれば、どうなるかくらい、考えればわかるだろう？」

「だけど、私は今よりも強くならなくちゃいけなくて……」

　頑かたくなに鍛錬を続行しようとするカナイに、鷹雅は無言で歩みを進め、彼女の正面に立つ。呆ぼう然ぜんと鷹雅の顔を見上げたカナイは、視界の端はしで、彼の右手が大きく振りかぶられるのを見た。

　──刹せつ那な。肉を打つ乾いた音が響くと同時に、左頰を凄すさまじい衝撃が襲った。

「思い違いをするのも、大たい概がいにしろッ！」

　打たれた頰を押さえて動きを止めたカナイを、鷹雅は溢あふれ出す激情に任せ一いつ喝かつする。

「お前は半年前の一件で、無む謀ぼうな行いはしないと誓ったのではないのか!?　教訓を得て、一度立てた誓いを破ることは、愚おろか者のすることだ！」

「……っ！」

「ココは最さい期ごまで、お前を守ろうとしたのだぞ？　それなのにお前は、あいつに守られた身体を、なぜ大事にすることができんのだ！」

　鷹雅の言うことはもっともで、口内に鉄の味が広がるのを感じながら、カナイは返す言葉もなく足元を睨にらむ。

　俯うつむいた状態で押し黙る彼女へ背を向け、鷹雅は恐ろしく冷れい淡たんな声こわ音ねで言う。

「お前には、失望した」

　その一言は鋭い棘とげとなり、カナイの心へ深々と突き刺さる。

　鷹雅が去った後、一人鍛錬場に立ち尽くすカナイは、血が滲にじむほどきつく唇を嚙み締め、涙が零こぼれそうになるのを懸命に堪こらえた。







　鍛錬場を後にした鷹雅が、西館へ続く外回廊を歩いていた時、一いつ切さい気配を感じさせることなく、イナミが影のように眼前へ姿を現した。

「悪いが、剣けん稽げい古この相手になってくれないか？　お前くらいでなければ、本気で打ち込むことができないんだ」

　差し出された木ぼく刀とうを見下ろし、鷹雅は訝いぶかしげに眉を顰める。イナミから初めて剣稽古を申し込まれ、僅わずかに戸と惑まどいはしたが、それでも鷹雅は黙って木刀を受け取った。

　四阿あずまやの側にある空き地へ移動し、二人で向き合い木刀を構える。澄んだ水みな底そこを思わせるイナミの瞳は、ただの稽古とは思えないほど真剣で、刀の扱いに慣れた鷹雅でも、打ち込む隙すきを見出すことはできなかった。

　その時、イナミが大きく一歩踏み込み、鋭い突きを放つ。喉のど元もとを狙った容よう赦しやのない一撃を、鷹雅が刃やいばを弾はじいてかわすと、イナミは後方へ飛とび退すさって体勢を立て直し、今度は上段から斬きり掛かる。

　木刀同士のぶつかる激しい音は、それだけイナミが本気で鷹雅に挑いどんでいることを、無言で語っていた。

　イナミの鋭い太た刀ち筋すじを、受け流すことだけで精一杯だった鷹雅は、ついに一瞬の隙すきを衝つかれ、心臓に木刀の切っ先を突きつけられてしまう。

「……勝負、あったな」

　肩で荒い呼吸をしている鷹雅を一いち瞥べつして、呼吸を乱しもせずに木刀を下ろしたイナミは、淡々とした口調で告げる。

「反応が鈍にぶい上に、太た刀ち筋すじに迷いが見られる。どうやら、ココの死に心を乱されているのは、カナイだけではないようだな」

「──っ」

「私の目から見ても、カナイの行動は無む分ふん別べつだと思う。それでもあいつは、自分なりにココの死を受け止めようと、必死で努力している最中なんだ。お前だって、そんなことは分かっているだろう？　それでも、あいつにきつく当たってしまったのは……おまえ自身が、ココの死を受け入れられずにいるからではないのか？」

　口を真ま一いち文もん字じに引き結び、悔くやしげに顔を伏せる鷹雅。彼が誰よりもココシュカの側にいて、あれこれと世話を焼いていたことを知るイナミは、軽く息をついて踵きびすを返す。

「道を外はずれた言動を諫いさめはしても、自みずからの不条理な感情を守るべき主にぶつけるなど、守護者にあるまじき行為だ」

「……あなたは、ココの死を悲しんではおられないのか？」

　掠かすれた声で問われたイナミは、振り返る素振りすら見せずに答える。

「私とて、あいつがいなくなったことに、心を痛めているさ。だが、守護者の気持ちが揺らいでいては、主の神鳥を守ることはできない。──今の私がココにしてやれることは、カナイを守ることくらいだからな」

　そう言った彼は、腰に下がる剣へ触れる。柄つかの部分に青せい玉ぎよくがあしらわれたその剣は、カナイによって新たに精製された、神器・蒼そう波は斬ざんだった。

　二年前に亡くした己おのが守護者の形見から生み出された神器が、危うく揺らぎかける気持ちを律りつしてくれる。だからこそイナミは、深い悲しみの中にあっても、己おのれを失わずにいることができた。

　達たつ観かんしたイナミの言動に、鷹雅は皮肉っぽく口こう端たんで笑い、驚くほど冷めた眼差しで言う。

「あなたは随分と、カナイのことを理解しているようですね？　俺にはどうしても、カナイの無む謀ぼうな行動を放任することはできないというのに──所しよ詮せん人間と神鳥は、似て非ひなる存在ということか」

「種族の違いは関係ない。これは、私とお前の経験の違いだ。……とにかく、冷静になって心の整理がついたら、頰を叩いたことだけでもカナイに謝あやまっておけ。さすがにあれは、やりすぎだったと思うぞ」

　ため息交じりに呟いて、空へ昇る白い呼こ気きを視線で追ったイナミは、現れた時と同様にふらりと姿を消した。

　イナミの姿が見えなくなり、鷹雅はカナイの頰を打った右手を見下ろす。激しい苛立ちに奥歯を嚙み締めた彼は、近くに生はえている樫かしの巨きよ木ぼくへ歩み寄り、遣やる方かたない想いを拳こぶしにのせて、硬い幹みきを殴りつけた。

　鷹雅から渾こん身しんの力で殴おう打だされてなお、樫は相変わらず悠ゆう然ぜんと梢こずえを広げている。

　ただその幹には、赤黒い血の染しみが残された。
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　神殿の会議室に呼び出されたグレスを待っていたのは、姫巫女のアルーナと、先々代の神鳥であるセレナだった。

　円卓に着いた三人が交かわす話題といえば、八日前に起きた魔物の襲撃についてだ。

「これからお話しすることは、内部混乱を招く危険があります。現時点では、わたくしの勝手な憶おく測そくとして、お聞きくださいませ」

　腰掛けた椅子から、かろうじて卓上に顔を覗かせているアルーナは、幼い容よう姿しからは考えられない厳げん粛しゆくな雰囲気を纏まとい、重い口を開く。

「この度、神殿の敷地内に出現した五体の魔物についてですが……、奴らが現れたと思われる地点から、奇怪な術じゆつ具ぐが発見されました。その現物が、こちらの品です」

　袂たもとから取り出した布包みを、アルーナは小さな手で卓上に広げる。

　中から現れたのは、漆黒の刃はを持つ小こ刀がたなに似た品だ。しかし、柄の部分に巻かれた濃こい紫むらさきの布には、この世の言語ではない文字が記しるされ──小刀そのものが、微弱な瘴しよう気きを放はなっていた。

「こちらと同じ品が、神殿の裏手から五本、鍛錬場と城の裏手からは、合計二十本が回収されました。おそらくは、五本一組で魔物の召しよう喚かんに使用する、術具の類であると思われます」

「アルーナ様。もしやこの術具は、半年前、見世物興行を装ってカナイ様をかどわかした団体と、なんらかのかかわりがあるのではないでしょうか？」

　率直なセレナの意見に、アルーナは簪かんざしをシャラリと鳴らして頷うなずく。

「やはり、セレナ様もそう思われますか。実はわたくしも、その考えに行きついたのです。しかし、この予感が正しければ──神殿の関係者に、闇の勢力へ加担する者が存在することになります」

「魔物を召喚することが目的であれば、その者は少なからず悪意を抱えております。そのような者が、聖なる森を抜けて侵入することは不可能ですし……僕もアルーナ様の仰おつしやる通り、内部の者の犯行であると思います」

　グレスが調査したところ、あの日、正門から入城した者はいなかった。だとすると、部外者の犯行でないことは明白である。城の周囲に生おい茂る森には、悪あしき存在を跳はね返す強力な結けつ界かいが張られている。あれだけ陰いん惨さんな所業を働いた犯人が、易やす々やすと通り抜けられるはずがない。

　──となれば、疑わしきは内部の人間のみだ。

「事件後、姿を消した人物はおりません。つまり犯人は、いまだ神殿の敷地内に潜ひそんでいるはずです。その者をこのまま放置して、再び魔物を召喚されてしまえば、今度こそ取り返しのつかない事態に陥おちいるでしょう」

「かといって、大々的に犯人探しをするのも危険が伴ともないますわね。どうにか、内密に調査を進める手段があるとよいのですが……」

　長い睫まつ毛げを伏ふせ、物思いに耽ふけるセレナ。何か良案はないものかと、グレスも顎あごに指を添えて頭を悩ませていると、慌あわただしい足音と共に会議室の扉が勢いよく開かれた。

「姫ひめ巫み女こ様、緊急事態です！　祈り場に不法侵入し、水盤を破壊しようとしていた者を捕らえました！」

「なんですって!?」

　青白い顔色で叫ぶ神官の報告に、アルーナだけでなく、セレナとグレスの表情も凍こおりつく。

「その不届き者は、いったい何者です！」

「そ、それが……その……」

「なにを言い淀よどんでいるのですか！　事態は一刻を争うのです。早く、その者の正体を明かしなさい！」

　姫巫女から厳しく一いつ喝かつされた神官は、どもりつつも速すみやかに答えた。

「い、祈り場へ侵入し、水盤を破壊しようとした者の名は……城でメイドとして働いている、ロゼリア・リーベルですっ！」

「え……」
















　思いも寄らぬ人物の名前が挙あがり、咄とつ嗟さに椅子から立とうとしたグレスは激しい眩暈めまいに襲われ、その場へ力無く膝ひざをつく。

　反応は、セレナやアルーナも同じようなもので、二人共血の気けの失うせた顔で呆然とする。だが、逸いち早はやく我に返ったアルーナは椅子の上から飛び降りると、駆け足で部屋の出口へと向かう。

「セレナ様、わたくしは現状を詳しく把は握あくして参ります。その間、グレスのことをよろしくお願いします」

　それだけ言い残し、アルーナは神官を連れて部屋から出て行った。

　再び静寂に包まれた室内には、グレスの呟つぶやくうわ言のような声が響く。

「噓だ……姉さんが、そんな……っ」

「グレス──」

　恐怖に怯おびえる子供のような彼を、沈痛な眼差しで見つめるセレナ。静かにグレスの前へ跪ひざまずいた彼女は、小こ刻きざみに震える彼の両手を握り締めて言う。

「気をしっかりと持ちなさい、グレス。これにはきっと、何か重大な理由があるはずですわ」

　努つとめて優しい声こわ音ねで、セレナはグレスに語りかける。

　しかし、その中途半端な励はげましは、ひどい錯さく乱らん状態に陥ったグレスにとって、ただの言葉の羅列として聞き流された。
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　長い石造りの階段を、イナミの持つランプの灯あかりを頼りに下りると、左右にずらりと並ぶ牢屋が出現する。その最さい奥おうに、ロゼリアは閉じ込められていた。

「ロゼリアさん……」

　いつも一つに編んでいた長い髪も、今では無造作に垂たらされている。纏まとっているものも、白茶けた囚しゆう人じん服で、精せい悍かんだった顔つきも、収しゆう監かんされてからここ三日で随分とやつれて見えた。

　狭い牢の隅で、膝を抱えて座っている彼女は、カナイから名前を呼ばれても無言でいる。

「ねぇ、ロゼリアさん。どうして何も話してくれないんですか？　このまま黙っていたら、あなたがすべての犯人にされちゃうんですよ？」

　魔物の出現の予言や、新たな神鳥の神かみ降おろしに必要不可欠な水盤を、ロゼリアは特殊な術具を使って破壊しようとしていたらしい。しかもその術具は、数日前に起きた魔物強襲の際、魔物を召喚するために使用されたものと、同一であることが判明した。

　一連の騒動で使用された術具の一致により、神殿の上層部は、彼女が闇の勢力から送り込まれた刺し客かくであると、判断を下したらしい。

　姫巫女のアルーナや神官長が何を尋ねても、ロゼリアは人形のごとく無反応でいる。

　貝のように固く口を閉ざした彼女でも、大きな恩を受けたカナイにならば、心を開いて真実を打ち明けるかもしれない。そう考えたアルーナの特別な計はからいで、本日の面会が許可されたのだが──カナイが何を問いかけても、ロゼリアは表情すら変えず、相変わらずの沈黙を貫つらぬく。

「ロゼリアさん、あなたが訳もなくこんなことをする人じゃないって、私は信じているんです。私じゃ力不足かもしれないけど、何か理由があるのなら話してください。私と同じく、あなたを信じているグレスさんのためにも、お願いです！」

　冷たい鉄てつ格ごう子しに縋すがりつき、カナイは必死で懇こん願がんするが、何を訴えてもロゼリアの態度に変化は見られない。

　カナイがこれほど真しん摯しに言葉をかけても、何の反応も返ってこないのだ。これ以上は時間の無駄だと判断したイナミが、カナイに城へ戻ろうと促うながそうとした時──それまで押し黙っていたロゼリアの唇が、小さく動いた。

「……鏡」

「え？」

「私の荷物の中に、手鏡があります。それさえ持ってきてくだされば、すべてをお話しいたしましょう」

　消え入りそうな声で呟かれた言葉に、カナイだけでなく、イナミまでもが目を見開く。

　鉄格子を握り締める手に力を込め、カナイはすかさず興奮気味に確認する。

「その手鏡を持ってきたら、本当に何もかも正直に話してくれるんですね？」

　その問いに頷くと、ロゼリアは再び自分の殻に閉じこもってしまう。

　だが、事件の解明へ繫がる約束を、彼女と交わすことができたのだ。それだけで、十分すぎる収穫だった。

「わかったわ、ロゼリアさん。姫巫女様と神官長に、どうにか私からお願いしてみます。もしかしたら、説得に時間がかかるかもしれないけど、必ず手鏡を持ってきますから、それまで待っていてください」

　最後にそれだけ言ったカナイは、背後に控ひかえるイナミを振り返り、「神殿へ行きましょう」と告げる。彼女の意思に従い、イナミは石いし畳だたみの地下牢を、地上へ向って歩き出す。

　石の階段を上ってゆく二人分の足音が遠ざかり、地下牢は仄ほの暗ぐらい闇に支配される。

「……カナイ様、ごめんなさい」

　暗闇の中で零こぼれたか細い謝罪は、地上への扉が閉ざされる音に搔き消された。







　神殿騎士団の隊たい舎しやを後にしたカナイとイナミは、ロゼリアとの会話内容を報告すべく、神官長室を目指して神殿の中央回廊を歩いていた。

　神官長室の前に辿り着き、イナミが声をかけようと口を開きかけた時、内側から自然と扉が開かれた。

「……っ！」

　室内から出てきたのは、珍しくフードを外しているグレスだった。

　たった今、彼の姉であるロゼリアと面会してきたカナイは、彼女と同じくやつれてしまったグレスの容よう貌ぼうに、思わず言葉を失ってしまう。

　姉のロゼリアが、闇の勢力から送り込まれた刺客である疑いが深まる中、弟のグレスまでもが、神殿上層部の査さ問もんにかけられていた。神鳥の守護者であるはずの彼が、妖魔人達に加担するなど万が一にもありはしないと、カナイは神官長へ直じか談だん判ぱんしたのだが──今回だけは、いかに現げん今こんの神鳥の訴えであろうとも、聞き入れられることはなかった。

　見たところグレスは、今日も査問にかけられていたのだろう。目の下に浮いた色濃い隈くまが、痛々しい。

「あ、あの……グレスさん、大丈夫？」

　気まずい沈黙が流れたが、それでもグレスの体調が心配で、カナイは勇気を出して尋ねてみる。

　するとグレスは、口元だけで薄く笑う。

「……あなたがそれを、僕に聞くのですか」

「え」

　予期せぬ言葉に、カナイが目を丸くする。

　不穏な空気を感じ取り、即座にイナミが二人の間に割って入ろうとしたが、それよりも先にグレスが怒ど声せいを張り上げた。

「あなたが規則を曲げてまで、姉さんを城で雇やとったりしたから、このようなことになったのです！　あなたの中途半端な優しさのせいで、姉さんは──……っ」

　憎しみの浮かぶ眼差しでグレスから睨まれ、カナイの身体から力が抜けた。

「グレス、もうやめろ」

　咄とつ嗟さにカナイの身体を支えたイナミは、冴さえた声こわ音ねでグレスを諭さとす。

「お前が辛つらい状況下に置かれていることは、私も理解しているつもりだが、これ以上カナイに当たるのは見当違いだ。──今日のところは、このまま自室へ戻れ。身体を休めれば、自おのずと頭も冷えるだろう」

　イナミから冷静に諫いさめられるが、今のグレスには、彼の言葉すら届いてはいなかった。

　貧血を起こし、イナミの胸に凭もたれ掛かっているカナイへ、グレスはなおも痛切な声で怒ど鳴なる。

「こんなことになるのなら、あなたの守護者になんてならなければよかった！　僕は一生、あなたを怨うらみます！」

　刃やいばのごとき狂暴な言葉は、心の最も柔らかな場所に突き刺さり、カナイは心臓が止まる思いをした。

　今にも死にそうな顔で、慨がい然ぜんと目を見開くカナイを無視して、グレスは冷えた回廊を駆け出す。フードの長い裾がはためく後ろ姿に、イナミは何事か言おうと口を開いたが、結局はため息しか出なかった。

「カナイ、大丈夫か？」

　自分の胸に身体を預けているカナイの顔を、イナミがそっと覗き込めば、彼女は蒼そう白はくの顔色で放心していた。

　装束越しでもわかる、身体の震え。カナイの肩を抱く手に力を込め、イナミは努めて優しく囁ささやきかける。

「グレスの言ったことは、気にするな。連日の厳しい査問で、あいつも精神的に追い詰められている。そのせいで、お前にやり場のない苛いら立だちをぶつけてしまったのだろう」

「で、でも……っ」

「こういう時は、そっとしておいた方がいい。頭に血が昇った状態では、どんなに心を砕くだいた言葉でも、決して届くことはないからな。──さぁ、ここは寒い。部屋の中へ入って、温かい茶でも飲もう。そうすれば、少しは気持ちも落ち着くだろう」

　震えるカナイの身体を抱き支ささえ、イナミは開け放たれたままの扉を潜くぐり、彼女を温かな室内へ誘う。

　がらんどうな回廊には、扉が閉ざされる音が重々しく響いた。
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　祈り場に籠こもっていた姫巫女から、魔物の出現が予言されたのは、今年二度目の雪が降る日のこと。魔物の出現予定地は、極北の国ゼクト・グラシャールの北西部にある、一年通して雪に覆われている山岳地帯だった。

　戦いくさ装しよう束ぞくの上に、素早く着脱可能な防寒具を纏ったカナイは、天界から召しよう喚かんした朱あけ鳥どりに乗り、三人の守護者達と共に魔物の討伐へ向かったのだが──移動中だけでなく、魔物の出現予定地に到着してからも、誰一人として口を開こうとはしなかった。

　雪を被かぶった木の幹へ寄り掛かり、腕組みをして瞑めい想そうをする鷹雅。グレスはフードの裾すそを寒風にはためかせ、降りしきる雪の中にぽつりと佇たたずんでいる。

　カナイの守護者としては初めて討伐に参加するイナミは、揃って主の神鳥から距離を取る二人に、白く染まった息を深く吐き出す。そんな彼の隣には、真剣な面おも持もちをしたカナイが、じっと足元を睨んで立っていた。

（グレスさんと鷹雅さんは、まだ私のことを怒っているのね……）

　二人は声をかけるのも躊躇ためらわれる冷淡な雰囲気を纏い、視線すら合わせようとしてこない。今まで上う手まく付き合ってきた仲間なだけに、カナイにとってこの現状は、針の筵むしろに座らされたも同然だった。

　前回の討伐時は、ココシュカもまだ生きていて、緊張する自分のことを二人は笑顔で励ましてくれたのに……。

（なんで、こんなことになったのかしら。私は喧けん嘩かなんかしたくないのに──それもこれも、全部あいつら……魔物が悪いのよ）

　グレスと鷹雅との関係に齟そ齬ごが生じたのは、神殿が魔物に襲われてからだ。

　魔物は大勢の人々を傷つけ、ココシュカの命を奪うだけでは飽き足らず、共に戦ってくれる仲間との絆きずなにまでも、目に見えぬヒビを入れた。

　奪われたものの大きさに、カナイは溢れ出る憎ぞう悪おの感情を抑おさえられずにいた。

（これ以上魔物のせいで、大切なものを失いたくない……っ）

　一つずつ苦労して拾い集めた宝物を、根こそぎ盗み出された気分だ。悲しむことにも、泣くことにも疲れた。いつまでも塞ふさがらない心の傷は、ジクジクと鈍にぶい痛みを訴えている。

　もう、辛い思いをするのは嫌だ。今までずっと大切なものを守るため、心臓が縮み上がるほどの恐怖心を押し殺して魔物と戦ってきたのに。それなのにどうして、必死になって神鳥の役目を果たしている自分が、こんな悲しい目に遭わなければならないのだ。

　新あらたに傷つくことを恐れる心を守るように、カナイは冷え切った両手を固く握り締める。

「来たか……」

　静かな声で呟いたのは、イナミだった。

　彼の紺こん青じよう色の瞳が見据える先では、紫し黒こくの霧が渦うず巻まき、瞬またたく間に巨大化してゆく。やがて、烈れつ風ぷうと共に霧の渦うずが四し散さんすると、薄うす藍あい色の長い体毛を持つ鹿に似た魔物が現れた。

「鹿にしては、やけに角つのが物ぶつ騒そうだな」

　防寒具を脱ぎ捨てたイナミは、腰に佩はいた神器・蒼波斬を鞘さやから抜き、片目を眇すがめる。

　彼の言うように、魔物の角は通常の鹿の角とは違い、氷を研といで刃に加工したような形状をしていた。それだけでなく、鹿の十倍はある魔物の巨きよ軀くもいたるところが凍りつき、口元から漏れる息には氷の粒りゆう子しが交じっている。

「カナイ、行けるか？」

　剣を構え、唯一いつも通りの態度で話しかけてくるイナミに、カナイは小さく頷き、防寒具を脱ぐと戦闘態勢に入った。

　氷の蹄ひづめで積もった雪を蹴け散ちらし、甲かん高だかい嘶いななきを上げる魔物の姿に、胸中に生じた憎悪の念が更に膨ふくらむ。これまで感じたことがないくらい、闘争心が激しく燃え上がり、カナイは目を閉じてもう一人の自分に呼びかけた──。







　口から吹ふ雪ぶきを吐き出す鹿形の魔物に、鷹雅は神器・蒼そう黒こく月げつを抜ばつ刀とうする。

　先ほどまで、人形のように突っ立っていたグレスも白はく銀ぎん雷らいを構え、抑よく揚ようのない声で神術の呪文を唱えていた。

「天に御お座わす大おお御み神かみへ乞こう。逆さか巻まく炎は、緋ひ色いろに燃ゆる竜となれ」

　水晶の飾りをシャンと鳴らし、グレスは杖つえ先さきを魔物へ向ける。すると、神気を送り込まれた白銀雷は淡い金こん色じきの光に包まれ、杖先から緋色に燃え盛さかる炎の竜を生み出した。

　炎の竜が魔物の吐く吹雪ふぶきを相そう殺さいした隙を衝つき、鷹雅とイナミが同時に駆け出す。身を低くして走る鷹雅は、氷の蹄ひづめを持つ脚あしに狙いを定め、神術で脚力を増ぞう幅ふくさせたイナミは、天高く跳ちよう躍やくして魔物の目を潰つぶそうと試みた。

　しかし、魔物は頭を振りながら甲高く嘶いななくと、前脚を高々と上げる。刃を思わせる角が滅茶苦茶に振られ、その攻撃をかろうじて蒼破斬で受け止めたイナミは、空中で均きん衡こうを崩して地面へ振り落とされた。

「……っ、天に御座す大御神へ乞う。彼かの者へ、汝なんじの守護を与えたまえ！」

　雪が緩しよう衝かん材ざいとなり、上手く地面へ着地したイナミは、態たい勢せいを立て直す間まもなく口くち早ばやに神術を唱えて鷹雅を指差す。鉄てつ槌ついのごとく振り下ろされる魔物の前脚は、突とつ如じよ生じた金色の魔法陣に阻はばまれた。その間に鷹雅は後方へ飛び退すさり、難を逃のがれた。

　どうにか防ぼう御ぎよが間に合ったことで、イナミは緩ゆるく息をつく。けれど彼は、すぐさま気持ちを引き締め、グレスと鷹雅に起きている異変を察した。

（こんな非常時にまで、カナイと揉もめたことを引きずるとは……）

　遠距離から魔物を攻撃すると共に、後方支援も担当すべきグレスは、仲間に防御系の神術をかけることもせず、ひたすら攻撃系の術を発動している。鷹雅の動きも、先日手合わせをした時よりも鈍り、魔物の動きすら見切れていない。

　仲間同士での連れん携けいが取れていない今、頼みの綱つなはカナイだけだ。彼女が神かみ鳥どりの力を解放すれば、グレスと鷹雅が本調子でなくとも、この魔物を倒すことができるだろう。

　しかし、どうにも様子がおかしい。神鳥の力を解放させるため、カナイはだいぶ前から精神統一をしているはずだが──彼女が戦闘に加わる気配は、いまだ感じられない。神鳥の本能と、本人格が入れ替わるにしては、あまりに時間がかかりすぎている。

　不審に思ったイナミが振り返れば、カナイは魔物から遠く離れた場所で、なぜか呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「カナイ、何をしている？　早く、神鳥の力を解放するんだ」

　一旦戦線から離脱したイナミは、棒立ちになっているカナイのもとへ駆け寄った。

　閉ざしていた目を開いたカナイは、青あお褪ざめた顔色で首を左右に振り、動揺に震える声でイナミに訴える。

「それが、駄目なの。さっきから、何度も呼びかけてるんだけど、神鳥の本能が目覚めてくれなくて……っ」

「なんだと!?」

「どうしよう、イナミ！　私──……」

「わかった、もういい。詳しい話は後だ」

　カナイの肩を左手で摑つかみ、紺碧の瞳をじっと見つめたイナミは、うろたえる彼女を落ち着かせるよう、はっきりとした口調で言う。

「神鳥の力を解放できなければ、仕方がない。魔物の始末はどうにか私達でつけるから、お前は安全なところへ避難していろ」

「で、でも……っ！」

「今は押し問もん答どうをしている暇などない。私はお前を、こんなことで死なせるわけにはいかないんだ。──頼むから、聞き分けてくれ」

　彼の否定を許さぬ眼差しに、カナイもそれ以上の強ごう情じようを張れなかった。

　泣きそうに歪ゆがんだ顔で、カナイは魔物に背を向けて走り出す。彼女が大人しく戦場から離れたことを見届けたイナミは、片手にぶら下げていた蒼破斬を構え直し、吹雪を吐き出す鹿の魔物へ向き直った。

「イナミ様、カナイはどこへ？」

　戦線復帰したイナミへ、地界から湧き出す悪あつ鬼きの相手をしていた鷹雅が、苛立ちを隠さず尋ねる。そんな彼に、イナミは魔物から視線を逸そらさず、唇だけ動かして答えた。

「神鳥の力の解放が困難になったらしく、安全なところへ避難を命じた。要するにこの魔物は、私達だけで倒さねばならないということだ」

「つまり我が主は、倒すべき敵に背を向けて逃げたということか……」

「──いい加減にしろっ！」

　切れ長の双眸を険けわしく眇め、吐き捨てるように呟いた鷹雅を、イナミは鋭く一喝する。

「今は無駄口を叩いている場合ではないだろう!?　一刻も早く魔物を倒すことが、我々守護者の役目だ！　余計な思考に気を取られ、命を落としても知らんぞ」

　苦々しい顔で押し黙った鷹雅を押し退け、イナミは群がる悪鬼を一刀の下もとに倒し、果か敢かんに魔物へ斬りかかっていった。







　魔物の討伐が完了した頃には、天頂にあった太陽は西の空へ傾いていた。

　地面の雪を巻き上げて吹き荒すさぶ風は、身を切るほど冷たい。一人だけ、離れた場所に避難していたカナイの手足は、すっかり感覚を失っていた。そんな彼女を、魔物を倒し終わった守護者達が、歩くだけでも精一杯という態ていで迎えに来た。

「みんな、大丈夫だった!?」

　棒になったような足で、カナイはつんのめるように仲間のもとへ駆け寄る。しかし、グレスはそんな彼女の脇を無言で通り過ぎ、鷹雅は伸ばされた小さな手を素そつ気けなく振り払った。

　自分の姿を視界に映そうともしないグレスと、触れられることも拒こばむ鷹雅の態度に、カナイは心臓を鷲わし摑づかみにされた錯さつ覚かくを抱く。

（どうして？）

　戦う前よりも、二人との間に生じた溝みぞが深くなっていることに、頭の中が白く染まった。

　すぐ側にいるはずなのに、グレスと鷹雅の存在だけが、手の届かない遠くに行ってしまった気がする。彼らだけでなく、神鳥の本能からも背を向けられ、カナイは胸中を虫に食はまれるような、言い知れぬ不安感に襲われた。

　その時、胸元を押さえて硬直するカナイの肩を、大きな手がぽんっと叩く。

「二人共、戦いを終えたばかりで気が立っているんだ。気にするな」

「イナミ……」

　肩越しに振り向いた先には、疲れたように笑うイナミが立っていた。

　ぽっきり折れそうになる自分を、彼だけが必死に支えようとしてくれる。だが、生なま半はん可かな励ましの言葉が逆に辛く感じられるほど、カナイの心は今、大きく均きん衡こうを崩くずしていた。

　氷よりも冷たい孤独感に、頭の奥がピリピリと痺しびれる。足元には、奈な落らくへ通じる穴がぽっかり口を開けているような気がして、意味もなく竦すくみそうになった。

「さぁ、神鳥の城へ帰るぞ。いつまでもこんな場所にいたら、冗談抜きで凍とう死ししてしまう」

　悲痛な面おも持もちで唇を嚙み締めるカナイの頭を、イナミは子供をあやすような優しい手付きで撫なでる。

　だが、カナイは人形のように動きを止めたまま、何の反応も見せなかった。
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　カナイが神鳥の力を扱えなくなり、彼女の守護者達のみで魔物を倒したという情報は、ロゼリア捕ほ縛ばく騒動の冷めやらぬ神殿に、更なる衝撃をもたらした。

　額に紅蓮の御印を持ちながら、魔物と戦えなくなった神鳥に、姫巫女のアルーナでさえかける言葉を失った。闇の勢力の行動が活発になり、神殿内部へ刺客まで放たれた今、戦力の要かなめである神鳥が無力になることほど、最悪な状況はないだろう。

　今こそ神殿に属する者達が団結して、強大な敵に立ち向かう必要があるというのに、現実は理想とは程遠い状態にある。突如として神鳥の力を失ったカナイに、不信感を露あらわにする者が続発し、神殿は内部から徐々に揺らぎ始めていた。

　守護者達との関係もひび割れ、カナイは次第に孤立してゆく。

　そんな彼女は未熟な自分を責せめ、ココシュカを亡くした時よりも過酷な鍛錬に、日々勤いそしむようになっていた──。







　ささやかな月明かりの差し込む、自室の窓辺に佇むカナイは、傍かたわらに置かれたウルトリアの鉢植えへ語りかける。

「ねぇ、ココ……どうして、こんなことになっちゃったのかしら？」

　戦いへ臨む気持ちは十分だったはずなのに、神鳥の本能を呼び覚ますことができなかった。

　今では、グレスや鷹雅だけでなく、神官や巫女までもがあからさまに自分を避さける。いつも世話をしてくれるメイドは、遠回しに励ましてくれるのだが──彼女達の態度もどこかよそよそしく、逆にカナイの心を傷つけた。

　辛つらくて泣きたいはずなのに、溢れるのは涙ではなく仄ほの暗ぐらい想い。

　どうすれば以前と同じく、神鳥の力を解放できるようになるだろう。姫巫女のアルーナやセレナからは、焦らず解決策を探ってゆこうと言われたが、今は悠ゆう長ちように構えている場合でないことは、カナイ自身が一番よく分かっていた。

　神術だけでなく、身体を動かす鍛錬も始めてみたが、今のところ確かな変化は感じられない。身体が鉛なまりになったような強い疲労だけが、日増しに苛立ちと共に募つのってゆく。

　こんな時ほど、何でも笑い飛ばしてくれるココシュカがいてくれたら、どんなに寂さびしい気持ちが癒いやされただろうか。彼がいなくなって初めて、あの朗ほがらかな笑顔に様々な面で救われていたことを、カナイは痛いくらい思い知らされた。

「私は、こんなに頑張ってるのに……なんでみんな、私のことを分かってくれないの？」

　これ以上大切な人を失いたくない一心で、厳しい鍛錬に励はげんでいるのに、その気持ちは鷹雅には届かない。ロゼリアにかけられた嫌けん疑ぎを晴らすため、自分なりに考えて行動を起こしても、グレスの心は固く閉ざされたままで。

　神鳥の力を解放できなくなった今では、誰もが自分を白い目で見ている気がしてならない。最近では、他者と接することが苦痛でしかなくなり、カナイは鍛錬以外で部屋から出ることを、次第に厭いとうようになっていた。

　抉えぐれるように痛む胸を搔かき抱いだき、カナイが小さく背を丸めたその時、部屋の扉を叩く音が静かに響いた。

「カナイ、少し話があるのだが──」

　そう言って扉を開けたのは、神しん妙みような面持ちをしたイナミだった。

　蠟ろう燭そくも灯ともさず、窓辺に立ち尽くしているカナイの姿を見つけ、彼は怪け訝げんに眉を顰ひそめる。

「おい、灯あかりも点つけずにどうしたんだ？」

　声をかけても、カナイは振り返ろうともしない。その様子を不審に感じたイナミは、無断でカナイの私室に足を踏み入れた。

　胸を押さえて俯うつむいているカナイの背後に立ち、イナミは手を伸ばして彼女の肩に触れようとした。けれど指先が触れる直前に、その手は乱暴に振り払われてしまう。

「触さわらないでよっ！」

「カナイ……？」

　イナミに向き直ったカナイは、真まっ向こうから彼の紺青色の瞳を睨みつける。

　何の前触れもなく怒鳴りつけられたイナミは、困惑の色を隠せず更に眉み間けんへ皺しわを寄せた。

「お前、本当に何があったんだ？　悩みごとがあるのなら、私でよければ相談に乗るぞ」

「──そんなこと言って、イナミだって陰では私のことを、役立たずな神鳥だとか思ってるんでしょう？」

　薄笑いと共にそう言ったカナイに、イナミの目がゆっくりと驚きに見開かれる。言葉もなく固まったイナミに、再び苦しげな表情に戻ったカナイは、語気も荒く叫びだす。

「ねぇ、私がいったい何をしたって言うの!?　強くなりたくて鍛錬に励はげめば、鷹雅さんから打ぶたれるし、ロゼリアさんが騎士団に捕まれば、グレスさんから責められる！　いくら努力しても、誰も私のことを理解してくれないし、挙あげ句くの果てには神鳥の本能からも見捨てられたわ！」

　長い髪を搔き乱し、カナイは苛いら々いらと床を蹴る。

　今まで心の中だけに留とどめていた鬱うつ憤ぷんが、ついに言葉となって溢れ出した。一度叫び出してしまえば、もう感情を自制することはできず──カナイは勢いに任せて、啞あ然ぜんとしているイナミの胸むな倉ぐらに摑みかかり、ひどい錯さく乱らん状態のまま怒鳴る。

「どうして私ばっかり、こんな辛い目に遭あわなきゃいけないの？　私が神鳥の力を解放できなくなったのは、私だけのせい？　神鳥の本能の臍へそを曲げさせたことなんて、身に覚えがないのに！」

「カナイ、少し落ち着け。誰もそんなことで、お前を責せめてはいないだろう？」

「口じゃ何も言わないだけで、みんな目で私のことを責めるのよ！　こうなったのは全部、お前のせいだって！　きっと、私が神鳥の力が解放できなくなったのは、みんなが私の力を疑ってるからよ！」

　摑まれていた胸元を突き飛ばすように離され、イナミは後方へ数歩たたらを踏む。その弾はずみで、彼の手が卓に置かれた鉢植えに触れ、ウルトリアの花弁が数枚はらりと散ってしまう。

　卓上へ舞い落ちた漆黒の花弁に、カナイは後頭部を強打されたような衝撃を受けた。

「ココのお花に、なんてことするのよ！」
















　イナミを押し退のけたカナイは、小刻みに震える手で、散った花弁を丁寧に拾い集める。

「毎日お水をあげて、部屋だってずっと暖かくしてたのよ。ココの代わりにずっと側にいてほしくて、大切に育ててたのに！」

「カナイ、お前……っ」

　神鳥の力を解放できなくなり、自らを責めて過酷な鍛錬に励むようになったかと思えば、花の花弁が散っただけで心を乱しているカナイに、イナミは頰の筋肉を強こわ張ばらせる。

　だがカナイは、イナミの表情が変化したことにも気づかず、半狂乱で叫ぶ。

「このお花は、ココなのよ？　それなのにあなたは、ココをもう一度殺すつもりなの!?」

「──っ、カナイ！」

　我を失って声を荒らげるカナイの細腕を、イナミの大きな手が摑む。カナイはその手を力任せに振ふり解ほどこうとしたが、逆に抗あらがい難がたい力で、彼の胸の中に抱き寄せられてしまう。

　あまりに唐突な抱ほう擁ように、カナイは呼吸を詰まらせたような顔で、しばし抵抗することを忘れた。胸の中で大人しくなったカナイに、イナミは切なさを滲にじませた声で囁ささやく。

「その花はココじゃない。あいつはもう、この世界のどこにもいないんだ。そんなことは、お前だってとうに承知しているはずだろう」

「……ッ」

「私では、お前の力になることはできないのか？」

　カナイを包み込むイナミの腕に、不自然な力が込められた。

「お前はなぜ私ではなく、何も答えを返さぬその花を選ぶんだ。花はただそこにあるだけで、お前を守ってはくれないんだぞ？」

「そ、そんなことないっ！　ココはいつも、私の話を黙って聞いてくれる。皆みたいに私の悪口を言ったり、冷たい目で見たりしないんだから！」

　声こわ高だかにイナミへ反論したカナイは、身を捩よじって彼の腕の中から逃れようとする。

　か弱い力で必死にもがくカナイの姿に、彼女の手首を痛いくらいに摑んでいたイナミの手から、不意に力が抜けた。背中に回された腕の力も弱まり、カナイはその隙を衝き、イナミの胸を突き飛ばして彼と距離を取った。

　身体が離れると、心まで離れてしまった錯さつ覚かくに捕らわれる。

「出て行ってよ」

「カナイ……」

「聞こえなかったの？　早く、この部屋から出て行って！　やっぱりあなたも、私の気持ちを理解してくれない。だったらもう、これ以上私にかかわらないでよ！」

　優しく抱き締めてくれたかと思えば、大事に育てているココシュカの花を貶けなされて──イナミの言動は、カナイの心を大いに搔き乱した。

　激げつ昂こうしたカナイから拒絶され、イナミは心底傷ついた様子で立ち尽くす。カナイの冷たい眼差しに、やがて彼は悔しげに歯嚙みすると、装束の裾を翻して足早に扉へ向かう。

「出過ぎた真似をして、悪かったな」

　去り際に呟かれた謝罪は、恐ろしく無感動なものだった。

　苛立ちを隠せず、乱暴に閉められた扉。イナミが出て行ったばかりの扉目掛けて、カナイは反射的に引っ摑んだ枕を投げつけたが、結局は届かずに途中で床へ落ちた。それと同時に、カナイも絨じゆう毯たんの敷かれた床の上に座り込み、ベッドに突っ伏してガシガシと頭を搔かき毟むしる。

　イナミだけは、自分の味方だと思っていたのに、所しよ詮せん彼も他のみんなと同じなんだ。この胸を満たす、激しい痛みや苦しみを理解してくれない。それどころかグレスや鷹雅のように、自分のもとから去って行った。

（もう、何も分からない……っ）

　今まで信頼してきた仲間達の心が自分から離れ、カナイは人を信じることが急に怖くなった。

　もしかしたら、セレナやアルーナも優しいのは上うわ辺べだけで、心の中では自分のことを、神殿を騒がすお荷物だと思っているかもしれない。これまでは、何の根拠もなく弁護してきたロゼリアのことも、安易に信用してはいけない気がしてきた。彼女は最初から、神殿を魔物に襲撃させることが目的で、自分に近付いた可能性だってある。

　一気に疑ぎ心しん暗あん鬼きの波に吞み込まれたカナイは、頭皮にきつく爪を食い込ませた。

　どうせ信じたところで裏切られるのなら、誰も信じずに生きた方が、傷つくことなく生きていけるんじゃないか。カナイがそんなことを思い、ギリッと奥歯を嚙み締めていると──城の外から、俄にわかに騒がしい声が聞こえてきた。

「何かしら？」

　だるい身体を起こして、ゆらりと窓辺へ立つ。見下ろした地上では、松たい明まつを持った騎士や兵士が、徒ただならぬ様子で走り回っていた。使用人ですら眠りに就つく夜よ更ふけにこの騒ぎようだ。きっと何か、大きな事件が起きたに違いない。

　しばらく地上の光景を眺めていたカナイは、やがて髪の乱れを手早く整えると、重い足取りで部屋を出た。

　最初は知らないフリを決め込んで、眠ってしまおうかとも考えた。しかし、騒ぎの原因が分からないままでは、どうせベッドに入ったところで一睡もできないだろう。

　それならば──と、騎士達が何を騒いでいるのか確かめるため、カナイは裸はだ足しで冷えた回廊を正面玄関方面へと歩き出した。







　毛並みの良い絨毯が敷かれた回廊を進み、大広間に辿たどり着ついたカナイは、柱の裏を見て回っている若い兵士を見つけた。

　中央階段を下り、刺すような冷たさを堪こらえて大理石の床を歩き、兵士の真後ろに立ったカナイは、その無防備な背中に声をかける。

「ねぇ。騒がしいようだけど、何があったの？」

「ひっ!?」

　探しものに気を取られていた兵士は、突如背後から響いた少女の声に、ビクリと大げさに肩を揺らした。慌てて振り返り、そこに立っているカナイに気付くと、再度驚いて悲鳴じみた声を上げる。

「か、神鳥様！　このようなお時間に、お一人でお部屋を抜け出しては──」

「お説教はいいから、今は状況を詳しく教えて！」

　ぴしゃりとカナイから一喝され、兵士は思わず敬礼すると、求められた答えを返した。

「実は先刻、地ち下か牢ろうを巡じゆん回かいしたところ、ロゼリア・リーベルの姿が牢の中から忽こつ然ぜんと消えていたのです」

「な、なんですって!?」

　思わぬ報告に、カナイは頓とん狂きような声を上げる。

（ロゼリアさん、どうして？　すべてを打ち明けるって、約束してくれたのに……）

　身体から急速に力が抜けて行き、カナイは氷のように冷えた床にへたり込みそうになる。

　苦境の連れん鎖さは、止とどまるところを知らず。新たに重く圧のしかかった信じがたい現実に、カナイの心は悲鳴を上げるように軋きしんだ。

（地下牢から脱獄するなんて、やっぱりロゼリアさんは、闇の勢力から送り込まれた刺し客かくだったの？）

　思えば彼女は地下牢に捕らえられてから、頑かたくなに口を閉ざしていた。自らの犯行を肯定することもなく、否定すらしたことがなかった。

　本当に彼女が無実、あるいはやむにやまれぬ事情があるのなら、口を閉ざす理由などなかったはずだ。一切弁解もせず、黙って牢屋に閉じこもっていたら、自分が犯人だと言っているようなものではないか。

　手鏡を持ってきたら、すべてを話すという自分との約束を破り、牢から姿を消したロゼリアの裏切りに、カナイの胃がずっしりと重みを増した。

「カナイ様、そこで何をなさっているのですか」

　その時、気まずい沈黙に包まれた中央広間へ、一人の騎士が甲かつ冑ちゆうを鳴らして現れた。

「このような夜更けに、お部屋を出られてはなりません。特に今こ宵よいは、収しゆう監かん中の囚しゆう人じんが脱獄し、いまだ発見にいたってはいないのです。私がお部屋までお送りいたしますので、行きましょう」

　部下の兵士に、ロゼリアの捜索を続行するよう目配せした騎士は、カナイを義務的に誘って歩き出す。

　ロゼリアが脱獄した衝撃から抜け出せず、茫ぼう然ぜん自じ失しつのカナイは、大人しく騎士の後について行く。そうして、ぼーっと足を前に動かしているうちに、いつの間にか自室の前まで辿り着いていた。

「あぁ、そういえば」

　部屋の中に入ろうと、カナイが扉の取っ手を摑んだ時、騎士の男が徐おもむろに腰元を探さぐった。

「実は私が、ロゼリア・リーベルの脱走を最初に発見したのですが──牢に、この品だけが残されておりました」

　そう言って騎士から手渡されたのは、古めかしい手鏡だった。

　木製の柄えの裏うら面めんには、繊細な植物の彫刻が施ほどこされているが、その意い匠しようは些いささか時代遅れに感じられる。鏡面も曇くもり、長いこと磨みがかれていないようだ。

「なんで牢の中に、手鏡が落ちてたのかしら？」

　不可解な落とし物にカナイは小首を捻ったが、「そう言えば──」と思い出す。

「ロゼリアさんが欲しがってたのも、手鏡だったわよね。それじゃあこれ、神官長と姫巫女様の許可が下りて、差し入れられたのかしら……って、あら？」

　手鏡について尋ねようと顔を上げたカナイは、ぱちくりと目を瞬またたかせる。

　それまで目の前にいたはずの騎士が、いつの間にか姿を消しているではないか。すぐに周囲を見回すと、中央広間へ戻って行く騎士の後ろ姿が、かろうじて回廊の先に確認できた。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　この手鏡は、私よりも姫巫女様に渡した方がいいんじゃないの？」

　慌てて叫んだが、騎士の背中は回廊の角を曲がって消えてしまう。

　ロゼリアの牢に残されていたということは、この手鏡はかなり重要な手掛かりである。それほどの品を、なぜあの騎士は自分などに託たくしたのだろうか。

　手鏡を見下ろし、カナイが途と方ほうに暮れていると──突然曇った鏡面が、薄ぼんやりと白はく銀ぎんに輝き出した。

「な、何が起こってるの？」

　驚きに見開いた紺こん碧ぺきの瞳で、淡く発光する鏡面を注意深く見つめる。次の瞬間、陽光を反射した時のように鏡が光り、カナイは思わず目を閉ざした。

『お前が、現げん今こんの神鳥か』

　白く眩くらんだ視界を元に戻すため、カナイがしきりに瞬まばたきを繰り返していると、至近距離から聞き慣れない男の声が響く。

　通常の視力を取り戻し、夜の回廊に視線を巡らすが、どこにも人影は見当たらない。幻げん聴ちようにしてはやけにはっきりとした声に、カナイが我知らず眉を顰めれば、今度はどこからか高笑いが聞こえてきた。

『どこを見ているんだ。こっちだ、こっち』

「……っ！」

　じっと耳を澄ましたカナイは、ようやく男の声が、自分の持っている手鏡から発せられていることに気がついた。

　生なま唾つばを吞み込み、カナイは恐きよう々きようと鏡を覗き込む。

　不思議なことに、先ほどまでは曇くもっていたはずの鏡面が、今では新品同然に磨き抜かれているではないか。そして、澄んだ鏡面には自分の顔ではなく、見たことのない男の顔が映し出されていた。

「あ、あなたは……？」

『初めまして、神鳥のお嬢ちゃん。部下からの報告で聞いていたよりも、ずっと俺好みの、可愛い顔をしているじゃないか。多少の危険は冒おかしてでも、騎士の男を操あやつって手鏡を届けさせただけの甲か斐いはあったな』

　口こう端たんを吊り上げ、どこまでも嫌いや味みっぽく笑う男に、カナイの背せ筋すじを冷たいものが走る。

　闇に溶とけるような長い漆黒の髪に、血を思わせる禍まが々まがしい赤眼。髪の合い間から見える耳は尖とがり、彼が人じん外がいの生き物であることを無言で語っていた。

　心しん中ちゆうの恐怖を思わず顔に出したカナイに、男の笑みが深くなる。

『そう怖がるな。今はまだ、お前に手を出したりはしない。ふむ、そうだな──まずは紳士的に、自己紹介をするとしようか。俺の名はオルディス。『常夜の教団』という、お前らが『闇の勢力』と呼ぶ組織で、教祖として崇あがめられている者だ』

「な……っ！」

『この前プレゼントした魔物達は、気に入ってもらえたかな？　どうやら全部倒せたみたいだし、なかなか有意義な暇ひま潰つぶしができたんじゃないか？　何といっても、奴らは俺が直じき々じきに改造してやった作品だからな。──まぁ、お前達にやられる程度だ。失敗作の処分をしてもらったようで、助かった』

　そう言って、オルディスと名乗った男は残ざん虐ぎやくに笑んだ。

　あっけらかんと告げられた内容に、カナイの目元に怒りから朱が走る。反射的に怒鳴りつけようとすれば、鏡の中のオルディスが、『しーっ』と人差し指を唇に当てた。

『大声を出したら、人ひと質じちを殺すぞ？』

　その時、鏡の中の映像が乱れ──やがて、薄暗い空間に両手足を拘こう束そくされて倒れている、ロゼリアの姿が映し出された。彼女のすぐ側にはもう一人、銀ぎん髪ぱつの瘦そう身しんの男性が横たわっており、彼も身体の自由を奪われている。

　意識を失っているのか、ぐったりしている二人の様子に、カナイの心臓が早はや鐘がねのように脈打ち出す。

「なんでロゼリアさんが、そこにいるの？　だって、さっきまで神鳥の城にいたはずよ」

『この手鏡は高度な妖よう術じゆつを使用して、俺自みずからが作り上げた最高傑作の品だ。神官程度には、普通の手鏡にしか見えないだろうが、こいつさえあれば人間一人くらい簡単に移動させることができる。要するに俺はその機能を使って、地下牢に閉じ込められていたこの女を、自分のもとへ召喚したってわけだ』

「どうしてそんなことをする必要があるの？　それに、ロゼリアさんの隣にいる男の人は、いったい誰？」

　矢や継つぎ早ばやに問うてくるカナイに、オルディスの顔が再び鏡面に映し出された。

　血を連想させる双眸を細めたオルディスは、底そこ意い地じの悪い笑みでカナイへ命ずる。

『これ以上、回廊で会話を続けるのは危険ではないか？　人質の身を案じ、俺の話を大人しく聞くつもりがあるなら、速すみやかに自分の部屋に入ることだな』

「……っ、分かったわよ」

　正直、蛇のように笑う男の言いなりになるのは、身が焦こげるほどの屈くつ辱じよくだった。しかし、ロゼリアの命がオルディスに握られている今、カナイは彼の命令に従い、素直に自室へ入ることを選んだ。

　薄く開いた扉から、滑るようにして室内へ入る。しっかりと閉ざした扉に背中を預け、鏡を覗き込めば、オルディスが満足げに口こう角かくを吊り上げていた。

『従順な娘は好きだ。褒ほう美びとして、お前の問いに答えてやろう』

　長い睫まつ毛げを伏せて語りだしたオルディスの言葉に、カナイは黙って聴ちよう覚かくを集中させる。

『ロゼリアといったか。あの、男の形なりをした女は、随分と扱いやすい手て駒ごまだったぞ。以前の奉ほう公こう先さきで恋仲だった主人を捕らえ、その男の名で神殿にこの手鏡を送りつけたら、簡単に俺の僕しもべへ成り下がったからな』

「まさか、ロゼリアさんの隣に倒れてた男の人は……」

『察しの通り、あの女の恋人だ。確か名は、ジュダ・ヴェルハーレンとかいったかな？　愛する女が突然屋敷から姿を消し、行方ゆくえを必死に探していた哀あわれな男だ。どうやらあの女にとって、この男の命は大陸の命運よりも重いらしいな。少し脅おどしただけで俺の言う通り動いてくれた』

　さも愉快だと言わんばかりに、喉の奥で低く笑うオルディス。彼の説明を聞いて、カナイはやっと事件の全容を理解することができた。

（ロゼリアさんは、大切な人を常夜の教団に攫さらわれて、無理やりこいつの命令に従わされていたのね……）

　神鳥の城にやって来る前に、ロゼリアがどのような生活をしていたのか、カナイはあまり多くを知らなかった。家宝の花か瓶びんを割り、勤めていた奉公先を追い出されたと言っていたので、気を遣って過去の話題には触れずにいたのだが──その配はい慮りよが、裏目に出てしまったようだ。

　まさか彼女が、追い出された奉公先の主人と恋仲だったなんて初耳だった。そして、その恋人を人ひと質じちに取られ、常夜の教団に服従させられていたことにも、気づいてあげることができなかった。

　毎日、顔を合わせていたというのに。いつからオルディスに脅されていたのか分からないが、騎士団に捕らえられるまで、ロゼリアはいつもと変わらぬ笑顔で仕事に励んでいた。

　たった一人で思い悩むことの辛さは、ここ数日でカナイの心に深く刻まれていた。だが、自分の感じていた心の痛みなど、ロゼリアに比べたら棘とげが刺さった程度だろう。

（どうして私は、ロゼリアさんが苦しんでいたことに気がつけなかったの？）

　一度でも、ロゼリアを裏切り者だと疑った自分のことが、猛烈に恥ずかしくなる。

『常にお前の行動を監視していると言えば、あの女はそんな噓をすんなりと信じた。そのお陰で、水盤の破壊をし損そこねて騎士団に捕らえられてからも、俺や教団の存在をバラさなかっただろう？』

「あんた、そんなひどい方法でロゼリアさんを脅してたの!?」

　どうりで地下牢に捕らえられてからも、ロゼリアが頑かたくなに口を割らなかったわけだ。少しでも口を滑らせれば最後、恋人の命は絶たれてしまうと信じ込まされていたのだから──。

「あんたの目的はどうせ、神鳥の私を殺すことなんでしょう？　それなら、回りくどいことなんかしないで、正々堂々と私を殺しにくればよかったじゃない！」

　あまりに傲ごう慢まんなオルディスの物言いに、恐怖心は自然と吹き飛ぶ。怒り任せに怒鳴ったカナイに、鏡に映るオルディスは、怯ひるみもせずに大たい笑しようした。

『お前は可愛い顔に似合わず、随分と勇いさましい性格をしているようだな。この俺に、自分を殺しに来いなんて言い切ったのは、お前が初めてだ。しかし、怖いもの知らずは身を滅ぼすぞ？』

「茶ちや化かさないで！　ロゼリアさんを脅して、神殿を魔物に襲わせるくらいなら、私が直接あんたと戦った方がマシだもの。言っておくけど、あんたみたいに卑ひ怯きようで人の痛みが分からない奴なんかに、私は絶対負けないんだから！」

『へぇー、言ってくれるな。それじゃあ、本当に直接対決でもしてみようじゃないか』

　カナイが綺麗に啖たん呵かを切ると、オルディスの赤眼が楽しげに細められる。

　こんなに誰かを殴りたいと思ったのは、初めてだ。低く冷たい声は、残ざん虐ぎやくな言葉ばかりを好んで紡つむぎ、苛立った神経を逆さか撫なでする。もし、相手が鏡の向こう側の存在でなければ、我を忘れて殴りかかっていただろう。

　今は、手鏡を叩き割ろうとする衝動を堪えるだけで、カナイは精一杯だった。

『手鏡の機能を使って、今すぐお前を俺の城へ招くのは簡単だ。しかし、それじゃあ面白くない。明日の夜まで時間をやるから、お前は一人きりで俺のもとへ来るんだ。俺の居場所なら、その手鏡が案内するから安心していいぞ』

「……明日の夜までにあんたのもとへ着かなかったり、私が仲間を連れて行ったりしたら、二人を殺すって言いたいの？」

『ご名答。そこまで分かってるなら、これ以上の説明は不要だな』

　爬は虫ちゆう類るいじみた笑みを浮かべたオルディスは、ひらひらと軽やかにカナイへ手を振る。

『それじゃあ、可愛くて愚おろかな神鳥のお嬢ちゃん、せいぜい俺に殺される恐怖を、今からじっくり想像して楽しんでくれたまえ。俺もお前と遊ぶのを、今から心待ちにしているぞ』

　最後に不気味な笑い声を残し、鏡の中からふっとオルディスの姿が消える。

　その代わりに映し出されたのは、窓辺から差し込む月明かりに照らされる、青白い色をした自分の顔だった。
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　羊よう皮ひ紙しにペンを走らせる音が、薄暗い室内に響く。

　真剣な面おも持もちで最後に自みずからの名を記しるすと、カナイは無意識に詰めていた息を長々と吐き出した。

「やっと、書けた……」

　足元には、失敗作の残ざん骸がいが無数に転ころがっている。一晩かけて、ようやく満足できる文章が書けたことに、カナイは目元を微かすかに和やわらげた。

　多少文字が不ぶ恰かつ好こうなのは残念だが、これでも精一杯丁てい寧ねいに書いたのだ。肝かん心じんなのは文字よりも、自分の気持ちをありったけ込めた内容の方で──この手紙を読んだ仲間達へ、この想いが通じるようにと、カナイは心の内で願った。

　丸めた羊皮紙を、手近な紐ひもで縛しばる。完成した手紙は分かりやすいよう、ベッド脇の卓に置き、カナイは部屋に常備されている戦いくさ装しよう束ぞくを出し、速やかに着替え始めた。

　着物の袖に腕を通すだけで、緊張感が膨ふくらむ。腰こし帯おびをキュッと結べば、気持ちも引き締まった気がして、胸を防御する鎧よろいを装着すれば、心の重圧も増した。

「しっかりしなさいよ、私。ロゼリアさん達を助けに行くって決めたんだから、今いま更さら怖おじ気けづくんじゃないわよ」

　うっかりすると弱気になる、情けない自分自身を叱しつ咤たするように頰ほおを叩き、カナイは大きく深呼吸する。

　ついに明確な姿を現した、闇の勢力。『常夜の教団』と呼ばれるその組織を統とう括かつする、教祖・オルディスの思おも惑わくに乗るのは癪しやくだったが、今こそが神かみ鳥どりとして剣を取るべき時だ。ロゼリアと、彼女の想い人であるジュダを救うためにも。そして、人々の脅きよう威いとなる闇の力を持つ常夜の教団を、この手で壊かい滅めつさせるためにも──この機会を、みすみす逃のがすわけにはいかない。

　鏡台の椅い子すに座り、戦いの邪魔にならないように、長い髪を高い位置で結ゆう。そしてカナイは、徐おもむろに机の引き出しを開けて、中から小さな布包みを取り出した。

　包みを広げれば、中から青い花を模した髪飾りが現れる。

「お願い、私に力を貸して」

　イナミから贈られた髪飾りの表面を、そろりと指先で優しく撫なで、カナイは最後の覚悟を決めた。

　髪飾りをつけ、教団の本拠地への導みちびき手となる手鏡を持ったカナイは、確かな足取りで窓辺へと向かい──いつの間にか夜が明け、眩まばゆい朝日の中で咲いているウルトリアの花へ、彼女は穏おだやかに微笑んで言う。

「ココ……私、立派な神鳥になるために行ってくるわ」

　自らの決意をココシュカの化け身しんに告げると、カナイは見上げるほど大きな一枚窓を開け、露台バルコニーへ出た。

　明け方の空気は、身を切るように冷えている。けれど、容よう赦しやがないこの寒さのお陰かげで、身も心もシャンとした。

　露台の縁へりに立ったカナイは、朝焼けに染まる空を映していた双そう眸ぼうを、静かに閉ざす。

「我が声よ、遙かなる虚こ空くうを越え、この身に宿りし紅ぐ蓮れんの炎と共鳴せし紅くれないの眷けん族ぞくへと届け」

　精神を集中させ、カナイが厳おごそかに朱あけ鳥どり召しよう喚かんの呪文を唱となえると、地上に巨大な紅に輝く魔ま法ほう陣じんが出現する。

「この身に流れる聖なる血の下もとに、我は命ずる。朱鳥よ、天空を裂き、汝なんじの主あるじたる我が下へ降り立て！」

　その刹せつ那な、地上に展開した魔法陣から、天を穿うがつ柱のように五つの光が噴き上がった。

　東しの雲のめ色に染まる天空へ、光の五ご芒ぼう星せいが形成されると同時に、甲かん高だかい鳥の鳴き声が早朝の静けさを破る。天の魔法陣を貫つらぬき舞い降りたのは、燃え上がる炎のごとき羽毛を持つ、巨大な赤い鳥──。

　カナイの立つ露台の高さで羽ばたき、朱鳥は清純な光を宿すつぶらな瞳で、じっと主の顔を見つめる。朱鳥が翼を動かす度たびに強い風が巻き起こり、城の窓ガラスが畏い怖ふするように細かく振動した。

　寒風に髪を舞い上がらせるカナイは、どこか不安そうにしている朱鳥の頰を撫でる。

「私のことを、心配してくれるの？」

　率そつ直ちよくに尋ねると、朱鳥は喉のどの奥でクルクルと鳴く。主の心境を機敏に感じ取る朱鳥の嘴くちばしへ頰を寄せると、カナイは自らに言い聞かせるよう、はっきりと言い切る。

「あなたは、優しい子ね。だけど、私はこの大陸に生きる人間を守る神鳥として、どうしても行かなくちゃいけないの。だからお願い、私のために飛んで」

　主の直ひた向むきな懇こん願がんに、やがて朱鳥は何も言わず彼女へ背を向けた。

　露台の手て摺すりへ立ち、差し出された朱鳥の背中に飛び乗ったカナイは、温あたたかな羽毛を抱き締めて頰ほお擦ずりする。

「ごめんね……ありがとう……」

　彼女の謝罪と感謝の言葉に、甲高い声で一鳴きした朱鳥は、ついに大きく羽ばたいて黎れい明めいの空へ飛び立った。
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　朱鳥の鳴き声によって目を覚ました守護者達が、着の身着のまま主の私室へ駆かけつけた時、すでに彼女の姿はどこにもなかった。

「あいつ、一人でいったいどこへ行ったんだ……っ」

　開け放たれた窓からは冷たい風が吹き込み、窓掛けカーテンが虚むなしく揺れている。露台へ出たイナミは、カナイが乗る朱鳥の姿を空に探すが、どこにも紅蓮に輝く翼は見当たらない。

「これは……っ！」

「どうしたんだ、グレス」

　上うわ擦ずったグレスの声を聞きつけ、室内へ戻ったイナミは、彼が紐で封のされた羊皮紙を持っているのに気がついた。

「グレス、それはどこにあった？」

「カナイ様のベッド脇の卓に置かれていたのですが、置き手紙でしょうか？」

「その可能性が高いな」

　羊皮紙を受け取ったイナミは、封をしている紐を乱暴に解ほどく。焦あせって広げた羊皮紙には、少し歪いびつなカナイの文字が書き込まれており──その所々は涙が落ちたのか、じんわりと儚はかなく滲にじんでいる。

　それは主の神鳥が残した、自分達守護者へ向けての別れの手紙だった。




『　私の大好きなみんなへ──。

　まずは、何も言わずに一人でいなくなってごめんなさい。

　きっとみんなのことだから、心配してくれていると思います。だけど今回は、どうしても私一人の力で、ある事件を解決しなければならなくなりました。

　神殿が魔物に襲われた一件は、すべて『常夜の教団』と呼ばれる、闇の勢力組織の企たくらみによるものでした。犯人として捕らえられたロゼリアさんは、常夜の教団を統すべる教祖に恋人を人質に取られ、無理やり言うことを聞かされていたのです。

　ロゼリアさんが地ち下か牢ろうからいなくなったのは、脱だつ獄ごくなんかではありません。常夜の教団の教祖が不思議な手鏡を使って、ロゼリアさんのことを連れ去ったのです。

　教祖の目的は、私と直接対決することです。ロゼリアさんと、彼女の恋人を救い出すためにも、私は一人で教団の本ほん拠きよ地ちへ向かいます。そうしなければ、二人は教祖に殺されてしまうから──だから、私の身勝手をどうか許してください。

　神かみ降おろしされたばかりの頃、沢たく山さんわがままを言ったこと、今でも反省しています。あの頃の私は、本当に自分のことしか考えていなくて──みんなが支ささえてくれなければ、神鳥としての使命を果はたすことができなかったでしょう。

　まずは、鷹たか雅まささん。

　初めて会った時、ずぶ濡れの私に羽は織おりを貸してくれたこと、覚えてる？　あなたの優しさはいつもさり気なくて、何かあるとほっぺたを摘つまんでくる癖くせも、私は大好きです。それなのに、私の身体からだのことを心配して、無茶な鍛たん錬れんを止めようとしてくれたあなたの気持ちを無む下げにしてしまって、本当にごめんなさい。

　私を叩いた手、痛かったでしょう？　あなたを怒らせてしまったこと、心から後悔しています。もしかしたら、黙って姿を消した私のことを、「また無茶をして……」と怒っているかもしれませんね。でも、これが私のする最後の無茶です。だから、許してください。

　そして、グレスさん。

　あなたは私が神降ろしされてから初めて会った、最初の守護者でした。時々意地悪になることもあるけれど、あなたは私に文字や色々なことを教えてくれた、最高の先生です。

　今回は、私がわがままを言ったせいで、あなたとロゼリアさんをひどく傷つけてしまいました。謝あやまって済むことではないけれど、本当にごめんなさい。ロゼリアさんは、私が命を懸かけて助け出します。だから、心配しないで待っていてください。必ず無事に、あなたとロゼリアさんを再会させてみせます。

　ちなみに、あなたの白い髪のこと、私は本当に綺麗だと思っています。だから、自信を持ってフードを外してください。その髪を悪く言うような人は、私が文句を言ってやりますから。

　最後に、イナミ。

　あなたはどんな時でも、間違ったことだけは絶対に言わない、私の最も尊敬する素晴らしい師し匠しようでした。

　あなたが叱しかってくれるから、私は正しい道を歩くことができた。それなのに、馬鹿みたいな八つ当たりしてあなたを傷つけて、本当にごめんなさい。もし、常夜の教団との戦いで私の身に何かあったら──私に与えられている神鳥としての権限を、すべてあなたへ譲じよう渡とするので、後のことはよろしくお願いします。

　それと、青い花の髪飾り、あれはあなたが贈ってくれたんでしょう？　いつも側そばで見守ってくれていたあなたの代かわりに、私はあの髪飾りを身につけて行きます。きっと、あなたのように私を守ってくれると、信じているから。

　他にも、色んな人に伝えたいことが山ほどあるけれど、私にはもう時間がありません。私が無事に帰ってこられたら、沢山叱ってください。私もみんなに叱られるために、全力で戦って、生きて戻ってきます。

　──それでは、行ってきます。


カナイ　』






　手紙を読み上げたイナミの声が途と絶だえると、耳に痛いほどの沈黙が室内に落ちた。

　鷹雅は目元を手で覆おおい、グレスは込み上げる感情を堪こらえるよう、表情を強こわ張ばらせて足元を睨にらんでいる。きつく奥歯を嚙み締めたイナミは、手にしていたカナイの手紙を、ぐしゃりと握り潰つぶした。

　慣れない文字で、ありったけの想いが綴つづられた手紙。彼女はいったいどんな気持ちで、この文章を記したのだろう。よく見れば机の周囲の床には、書き損じて丸められた羊皮紙が、いくつも転がっている。

　常夜の教団の教祖が、どのような手段を用いてカナイと接触したかはわからない。だが、こんな置き手紙だけ残して、たった一人で教団の本拠地へ乗り込むほど、彼女が追い詰められた状況にあったとは──今になって、カナイを突き放してしまった己おのれの行動を、イナミは責せめた。

「……僕、少し出かけてきます」

　誰も喋しやべろうとしない中、最初に口を開いたのはグレスだった。

　行き先も告げず、部屋から出て行こうとした彼を、イナミが咄とつ嗟さに呼び止める。

「グレス、どこへ行くつもりだ！」

「安心してください、イナミ様。カナイ様をお助けするために必要な道具を、借りてくるだけです。すぐに、戻ってきます」

　それだけ口くち早ばやに述のべたグレスは、今度こそ部屋から出て行ってしまう。そんな彼に続き、鷹雅までもが、開け放たれたままの扉へ歩いて行く。

「常夜の教団とやらには、人間から改造された傀かい儡らい人びともいる。とても俺達だけでは、相手にすることはできないだろう。俺は神殿騎士団に召しよう集しゆうをかけ、出陣の準備を整えますゆえ、イナミ様は姫ひめ巫み女こ様と神官長へ現状のお知らせを──」

　自らの意思で動き出した、グレスと鷹雅。カナイとの間に生じていた亀き裂れつも、彼女が残した手紙によって塞ふさがったようで──今の彼らは、主の神鳥を救いたいという一心で、行動を起こしていた。

「ならば私も、守るべき主のために一肌脱ぬぐとしようか」

　彼女を無事に城へ連れ帰り、膝ひざ詰づめで説教するためにも。

　今やるべきことのため、カナイの手紙を懐ふところへ突っ込んだイナミは、部屋から出ると無人の回廊を駆け出した。
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　朱鳥に乗ったカナイは、セレシェイアの王都トレス・ラーグリマの上空を通過し、その北東部にある山さん岳がく地帯の入り口へ降り立っていた。

「この鏡の案内って、なんだか分かりづらいのよね」

　教祖の居場所へ自分を導く手鏡には、セレシェイアの地図が映し出されている。目的地が近づくごとに、鏡面の地図は拡大されてゆくのだが──地図を見て移動することが初めてのカナイは、徒歩で移動するようになってから、度々立ち止まっては小首を傾かしげていた。

　現在地に青い点、目的地に赤い点が点滅しているのだが、鏡をぐるぐると持ち替えてしまったせいで、どちらへ進むべきかも分からない。目印となるものがあれば、ここまで迷うこともなかったのだろうが、残念なことに、辺あたりには半分雪に埋うもれた岩しか存在しなかった。

　似たような風景の中を、山頂を雪に覆われた山並みを目指して、とりあえず歩き出す。朱鳥から降りた時には東の空近くにあった太陽も、今ではかなり高い位置まで昇っていた。

「前から薄々気づいてはいたけど……私って、方ほう向こう音おん痴ちだったのね」

　額ひたいに滲にじむ汗を拭ぬぐい、げんなりとため息を吐く。

　だいぶ、目的地に近づいてきたが、本当にこんな岩石だらけの場所に、常夜の教団の本拠地があるのだろうか。昨夜の会話でオルディスが、「お前を俺の城へ招くのは簡単だ」と言っていたことから、教団の本拠地には城が建っているはずなのだが──そんなものは、どこにも見当たらない。

（っていうか、こんな岩だらけの場所にお城なんかあったら、かなり目立つわよね。王都から結構近いし、そんな怪あやしいものが堂々と建ってたら、教団の行方ゆくえを追ってるアークが気づかないわけないもの）

　この国の王おう太たい子しであり、国王軍第四騎士団の隊長を務つとめているアークライト・リンドグレーヴは、怪しい仮面をつけた人ひと攫さらい集団の行方を、女王の命で以前から追い続けてきた。その団体の本拠地が、よもや王都の目と鼻の先にあるとは、いくら切れ者の彼でも予想してないだろう。

　しかし、困ったことになった。これ以上道に迷っていては、約束の時間までにオルディスのもとへ到着できない。

「──きゃっ!?」

　その時、前方から頰を掠かすめるように、黒い物体が飛んできた。反射的に振り返って確認すれば、一羽のコウモリが遠くの空へ消えて行くのが見える。

　あのコウモリは、どこから飛んできたのだろうかと疑問を抱きつつ、カナイは無意識に止めていた歩みを再会させる。

　しばらく黙々と歩いていれば、ようやく山肌が間近に見えてきた。

（もう、目的地の側まで来てるはずなんだけど、それらしい建物はやっぱりないわよね）

　鏡に映る地図上では、現在地から目的地までの距離はだいぶ近くなっている。この時点で、建物の一部くらい見えてもよさそうだが、広がる景色は相変わらず自然物ばかりで、人ひと気けもまったく感じられない。

　もしや謀はかられたのだろうかと、カナイが一いち抹まつの不安を感じていた時──視界の端はしを、またしても黒い物体が掠かすめた。

（あれは、さっきのコウモリかしら？）

　森から戻ってきたのか、まっすぐ山肌の方へ飛んでいくコウモリの姿を、何となく視線で追う。するとコウモリは、山肌に生じた巨大な亀裂の中へ消えて行った。

「まさか、あれがお城への入り口なの？」

　白く染まる息と共に、意識せず声に出して呟つぶやく。

　目に見えるものがすべてじゃないと、思い知らされたような気がした。もし、この山の内部に教団の城が存在していたとしたら──目的地は最初から、眼前にあったことになる。

　雪が解けて凍りついた地面で滑すべりそうになりながらも、カナイは駆け足でコウモリの消えた地点へ急ぐ。

「……間違いない、ここが入り口だわ」

　岩がん盤ばんに走る巨大な亀裂の前に辿たどり着つき、鏡の地図を覗き込んだカナイは、ごくりと喉のどを上下させる。現在地と目的地の青と赤の点が重なり、今や毒々しい紫色の光を発していた。

　この亀裂が、常夜の教団の本拠地へ繫つながっていると思うだけで、歩き通しで火ほ照てっていた身体が急速に冷え始める。

「ここまで来たら、もう後には引けないわよ」

　不要になった鏡を、自らを奮起させるために地面に叩きつけて割ると、カナイは髪につけてきた、イナミから贈られた青い花の髪飾りに触れる。

　この髪飾りはきっとイナミのように、自分のことを守ってくれるはず。だから、何も恐れることなんてない──。

　彼に守られていると思えば、自おのずと恐怖心が薄れ、心の奥底から勇気が湧わいてくる。覚悟を決めたカナイは、自らの頰を引っ叩くと、ついに仄ほの暗ぐらい亀裂の内部へと踏み込んだ。

　亀裂の内部は濃密な闇が満ち、カナイは手て探さぐりで慎重に前へ進む。

（なんか、強烈な視線を感じるのは気のせいかしら？）

　もしかしたら天てん井じようには、先ほどのコウモリが、群れでぶら下がっているのかもしれない。そんな光景など見たくないので、カナイは視界を奪う暗闇へ密ひそかに感謝しながら、一歩ずつ足を前に踏み出す。

　次の瞬間──カナイの身体は奇妙な浮ふ遊ゆう感かんと共に、目も開けていられない白はつ光こうに包まれた。







　思わず顔を庇かばった腕を下ろし、恐るおそる目を開けると、ちろちろと揺れる蠟ろう燭そくの炎が目に入った。

「な、何が起こったの……っ？」

　忙せわしなく周囲を見回したカナイは、大きな目をぱちくりと瞬かせる。

　それまで、山肌に生じた亀裂の内部を進んでいたはずが、気がつけば漆しつ黒こくの絨じゆう毯たんの敷かれた広間に、ぽつんと佇たたずんでいた。等間隔に設置された燭しよく台だいには青白い炎が灯ともされ、がらんどうの広間を寒々しく照らし出している。

　物音一つしない不気味な静けさに、カナイの背筋がぶるりと震える。

　てっきり城では、妖よう魔ま人じんや傀儡人が大勢で待ち構えているかと思っていたが、広間には自分以外の誰もいない。

（乗り込んですぐ、戦闘にならなかったのはよかったけど、随分と無ぶ用よう心じんなお城ね）

　オルディスは、自分が一人でこの城へやって来ることなど、容易に見通していただろうに。それなのに、番ばん兵ぺいも配置していないということは、二人も人質を取っているがゆえの余裕だろうか。

　何にせよ、自分の力を軽かろんじられているようで腹が立つ。

「ようこそ、常夜の教団へ」

「ひゃ──っ!?」

　突とつ如じよ響いたのっぺりとした低い声に、カナイは小さな悲鳴を上げた。

　素早く振り向いた先には、執しつ事じと思おぼしき初老の男が、青白い炎の灯ともるランプを手に、影のごとく姿を現していた。

「あなた様が、教祖様に招かれし神鳥のお嬢様ですね？　お待ち申し上げておりました」

　老執事は折り目正しく会え釈しやくをすると、一見して好意的な微笑を浮かべる。だが、穏やかに細められた瞳は、禍まが々まがしい真しん紅くに輝いていた。

　以前に一度だけ、彼と同じ色をした瞳の男と遭遇したことがある。奴は地界を統すべる魔王を崇あがめる、人じん外がいの力を持った妖魔人だった。おそらく、この老執事も妖魔人なのだろう。その証拠に、過去に戦った妖魔人と、同じ雰囲気をかもし出している。

「ご心配には及びませんよ、お嬢様」

　警戒心を隠そうともせず、鋭く自分を睨みつけてくるカナイに、老執事はにこやかに言う。

「たとえ宿敵の神鳥であろうとも、決して手を出してはならないと、教祖様からきつく命じられております。それゆえ、私がお嬢様に危害を加えることはありませんので、どうぞご安心なさってください」

「そんなことを言われたって、すんなり信じられるわけないわ。どうせ私が少しでも隙すきを見せたら、一気に襲い掛かってくるつもりなんでしょう？　残念だけど私は、そんな姑こ息そくな手には乗らないんだからッ」

　カナイは更さらに眦まなじりを吊り上げ、できる限り強気に振る舞って見せる。

　右手には、いつでも剣を作り出せるように神気を溜め、決して視線は老執事から逸そらさない。目の前の男は人の姿をしてはいるが、魔物に匹敵する恐るべき力を秘めた妖魔人なのだ。騙だまし討うちくらい、平気で仕掛けてくるだろうし、安易に気を抜くことはできない。

　本格的に臨戦態勢を取ったカナイに、老執事は「ほっほっほ」と声を出して笑う。

「たとえお小さくとも、お嬢様は立派な神鳥でいらっしゃる。敵の言葉を鵜う吞のみにせず、いつでも武器を取れる準備をなさるとは──いやはや、ご立りつ派ぱです」

「見え透いたお世せ辞じなんて、聞きたくないわ。それよりも、教祖はどこにいるのよ？　私は別に、ここへ遊びに来たわけじゃないんだから。まさかこの期ごに及んで、さっさと逃げ出したとか言わないわよね？」

「ご冗談を。教祖様はあなた様がご到着されるのを、剣の手入れをなさいながら、今か今かと心待ちにしておられましたよ。それでは、無駄なお喋りはこのくらいにして、お嬢様を玉ぎよく座ざの間へご案内させていただきましょう。そこで、教祖様がお待ちになっておられますので」

　こちらです──と、老執事は踵きびすを返し、広間の中央にある大階段を上って行く。

　無防備に背中を晒さらして歩き出した老執事の後を、カナイも少し間を開けて追う。案内される場所が教祖のもとかどうかは不明だが、ここは相手の言うことに従うべきだと判断した。

（そう言えばオルディスとかいう教祖は、自分の手で私を殺したがってたわよね？　だったら、部下に私を殺させるようなマネはしないはず……）

　血ち腥なまぐさい行為を好みそうな、あの軽薄な笑み。教団の宿敵である神鳥を殺すことは、彼にとって最高の「遊び」なのだ。

　ならば今、自分は彼との遊び場へ誘われているのか。

　階段を上り、青白い炎にぼんやりと浮く窓のない回廊を、老執事に先導されて歩く。床に敷かれた絨じゆう毯たんだけでなく、壁も天井も黒一色なので、喉元を締めつけられるような閉へい塞そく感かんに襲われる。

　しばらく無言で黒の回廊を進んで行くと、不気味な化け物の石像に両側を守られた、見上げるほど巨大な扉の前に辿たどり着ついた。この城の主は、余よ程ほど黒を好んでいるらしく、扉まで闇を具現化したような墨すみ色いろをしている。そのせいか、扉に施ほどこされた金の彫刻がよく映はえた。

　扉の前で立ち止まった老執事は、深みのある声で室内へ声をかける。

「教祖様、神鳥のお嬢様をお連れいたしました」

　すると一秒と間まを開けず、固く閉ざされていた巨大な扉が、耳を塞ぎたくなる軋きしみを上げて開き始めた。

　扉が内側へ開き切ると同時に、室内から紫し黒こくの霧が流れ出す。それは魔物が出現する前に現れる、瘴しよう気きを孕はらんだ霧と同じものらしく、カナイは咄とつ嗟さに口元を手で覆おおった。

「思っていたよりも、お早いご到着だな？」

　瘴気の霧に満たされた室内から響いた低く冷たい声に、カナイの肩がぴくりと反応する。

　この声は、忘れもしない。手鏡越しに聞いた時よりも、幾いく分ぶん澄んだように聞こえるが、間違いなく教祖・オルディスのものだ。

「お前達は邪魔だから、部屋へ戻って大人しくしていろ。神鳥と遊び終わったら、また呼んでやるからな」

　オルディスが誰かに話しかける声が聞こえたかと思えば、部屋の奥から十歳から十五歳ほどの少女達が、ぞろぞろと列をなして出てくる。彼女達は一いち様ように暗い瞳をしており、傀かい儡らい人びとのように自我を奪われていることを、カナイは瞬時に察した。

　彼女達を先導するのは、すぐ側にいたはずの老執事で──カナイは巨大な扉の前に、ただ一人取り残されてしまった。

「さあ、邪魔者はいなくなった。いつまでもそんなところに突っ立っていないで、部屋に入ってきてはどうだ？」

「……っ！」

「おいおい、昨夜の威勢はどうした。怖くて足が竦すくんだのなら、俺が直じき々じきにエスコートしてやってもいいぞ」

　扉の前に立ち尽くし、いつまでも動こうとしないカナイを、オルディスは意地悪く揶や揄ゆする。

　彼の言葉にカチンときたカナイは、それまで感じていた恐怖心を吹き飛ばし、「結構よ！」と怒鳴り返す。そして彼女は、オルディスの待ち受ける瘴気の霧で淀よどんだ玉座の間へ、ずかずかと乱暴な足取りで入って行った。

　やはり室内は、広間や回廊と同じく黒一色で統一され、天井からは幾いく重えもの漆黒の紗しや幕まくが垂たれている。神殿の祈り場が黒かったらこんな感じかもしれないと、カナイが何となく思っていれば──背後で扉の閉まる重い音が響き、愕がく然ぜんとした。

（しまった……っ！）

　瘴気の霧が漂う部屋に、閉じ込められた。

　退路を絶たたれた焦あせりが表情に出たことで、オルディスの高笑いが上がる。

「よもやお前は、生きてこの部屋から出られると思っていたのか？　そんな勿もつ体たいないことを、この俺がすると思っているのだとしたら、残念だったな。お前はここで、俺の遊び相手となって死ぬんだ」

　冷酷なことを、子供みたいな無邪気さで語るオルディスは、部屋の最さい奥おうにある血の色をした玉座に、長い足を組んで座っていた。

　奥歯をきつく嚙み締めたカナイは、彼の冷めた紅の瞳を真まっ向こうから見み据すえると、高ぶりそうになる気持ちを必死で抑え、落ち着いた声を意識して問う。

「あんたと遊ぶ前に、人質を返してもらおうかしら？　約束の刻こく限げんは守ったんだから、二人共無事なはずよ」

「あぁ、そうだったな。俺にとっては、今や不要なゴミ屑くずでしかない。そこに転ころがっているから、好きなようにしろ」

　手にしていた長剣で、オルディスはスッと部屋の片かた隅すみを指す。そこには、昨夜鏡で見た時と同じ体勢で、ロゼリアとジュダの両名が倒れ伏していた。

　慌あわてて駆け寄ったカナイは、右手へ神しん気きを練ねって小こ刀がたなを作り出すと、二人の両手足を縛る縄を断たち切った。ぐったりと意識を失っているロゼリアの身体を揺すり、カナイは切羽詰まった声で呼びかける。

「ロゼリアさん、しっかりしてください！」

「……っ、う」

　カナイの声が届いたのか、ロゼリアの瞼まぶたが薄うっすらと開かれる。

　弟のグレスと同じ翡ひ翠すい色の瞳で、呆然とカナイの顔を見つめる彼女は、瘴気の霧によって何らかの影響を受けているのか、荒い呼吸の合い間に問う。

「カナイ、様……なぜ、このようなところへ？　私は、あなた様を、裏切って……っ」

「あなたは、好きで私を裏切ったわけじゃない！　そのことで、一番苦しんだのはロゼリアさんだってことはもう分かっているから、こうして迎えにきました。だから、ジュダさんを連れて、三人で神鳥の城へ帰りましょう？」

「あ……」

　その時、虚うつろだったロゼリアの瞳が急速に生気を取り戻す。自力で身を起こした彼女は、傍かたわらに倒れているジュダを抱き起こした。

　血の気を失った端たん整せいな顔を、ロゼリアの長い指先が撫でると、ジュダの睫まつ毛げが微かすかに震えた。

「……ロゼ？」

「ジュダ様、大丈夫ですか？」

　澄んだ菫すみれ色の瞳で、ぼんやりとロゼリアを見上げるジュダは、青白い頰を和なごませる。

「やっと、愛するキミと会えた。こんな再会でなければ、もっと嬉しかったのだけどね……」

「ご安心ください、ジュダ様。カナイ様が私達のことを、助けに来てくださいました。これできっと、無事に外の世界へ帰ることができましょう」

「カナイ様とは、現今の神鳥様のご尊そん名めいじゃないか……」

　それまでロゼリアのみ映うつしていた眼差しが、ふいに自分へ向けられ──憔しよう悴すいし切った様子のジュダを安心させるよう、カナイは微笑んで見せる。

「二人共、無事でよかった。とにかく今は、一刻も早くこの悪趣味な城から逃げ出しましょう」

　カナイが力強くそう言うと、不意に、緩かん慢まんに手を叩く音が響いた。

「これは愉ゆ快かいだな。お前達はまだこの状況で、俺のもとから逃げ出す幻想に縋すがっているのか？」

　黙って事の成り行きを眺めていたオルディスは、血色の玉座から三人を見下ろし、片側の口こう端たんを吊り上げ嘲ちよう笑しようする。

　膝をついていた床から立ち上がり、ロゼリアとジュダを背中に庇かばったカナイは、眼光鋭く壇上のオルディスを睨む。右手に神気の剣を作り出した彼女は、嫌味な笑みを浮かべるオルディスへ刃やいばの切っ先を向け、凜りんとした声音で宣言する。

「私はこの大陸に生きる人達を、魔物の侵しん略りやくから守る神鳥として、あんたと決着をつける必要があるから逃げないわ。だけど、この二人は私達の戦いには関係ないんだから、逃がしてあげてもいいでしょう？　そもそも、私が一人でここに来たら、二人を助けてくれる約束だったはずよ」

「はて、お前は何を言っているんだ？　俺はそんな馬鹿げた約束、交わした覚えはないぞ」

「しらばっくれるんじゃないわよ！　だってあんた、昨夜確かに──っ」

「お前が命令に従えば、そこの二人を助けてやるなど、俺は一言も口にしていない。ただ、俺の言うことを聞かなければ、人質を殺すと脅したまでだ。この俺が、捕らえた獲物をみすみす逃がすような、愚おろか者に見えるか？」

　傲ごう然ぜんと言い放ったオルディスの赤眼が、仄暗い闇の中で妖しい光を灯す。かと思えば、黒い大理石の床に紫し紺こんの魔法陣が数あま多たに展開し、カナイは悔しさに表情を歪ゆがめて剣を構えた。

　この魔法陣は、妖魔人が地界から魔物や悪鬼を召喚する時に使用するものだ。

「人形遊びにも、そろそろ飽きてきたところだ。お前は俺好みの愛らしい顔をしているから、すぐには殺さず、じっくり甚いた振ぶってやるとしよう」
















　狂気に支配されたオルディスには、もう何を言っても無駄だろう。彼とは、あまりにも考え方が違いすぎる。操あやつる言語は同じでも、いくら言葉を交わしたところで、会話は一方通行にしかならない。

　こうなったら、選ぶべき道は一つ。死を覚悟で戦いに臨み、オルディスに勝利することだけが、ロゼリア達を救える唯一の方法だ。

「ロゼリアさんは、ジュダさんをしっかり抱き締めて、私の後ろから絶対に出ないでください」

「しかし、カナイ様……！」

「大丈夫です。あなた達のことは、私が必ず守りますから」

　紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうを眇すがめてカナイが見み据すえる先では、悪鬼が魔法陣からボコボコと生まれていた。

（悪鬼くらいなら神鳥の力に頼らなくても、私の力だけで倒せるわ！）

　地界から湧き出る悪鬼は、魔物に似て非なるもの。神鳥がその力を発揮できる相手は、魔物のみと定められているため、たとえ悪鬼が相手だろうと、現時点でカナイが神鳥の力を解放することはできない。

　半年前までの自分なら、悪鬼が出現した時点で抵抗する術すべもなく、生きることを諦あきらめていただろう。けれど、今は違う。あれから必死で神術の勉強をして、神気を練って武器を生み出すこともできるようになった。

　手元に剣つるぎさえあれば、あとは守るべき者のために戦うのみだ。

「さぁ、悪鬼共。この俺がお前らのために、極ごく上じようの餌えさを用意してやったぞ。最後の血の一滴まで、ありがたく味わうがいい」

　妖よう艶えんな輝きを放つ赤眼で、高らかに命じたオルディスに、悪鬼達が耳みみ障ざわりな喊かん声せいを上げた。

　研とぎ澄すまされた牙きばと爪を剝むき出し、ついに悪鬼が大群で襲い掛かってくる。きつく剣の柄つかを握り締めたカナイは、先陣を切って突っ込んできた悪鬼を、まずは一いつ刀とう両りよう断だんに斬きり捨てた。

「──っ」

　剣を通して両手に伝わる生々しい感触に、カナイは眉を顰ひそめる。これまで、何度も魔物の討とう伐ばつを経験して、悪鬼の相手もしてきたが──実際に戦っていたのは神鳥の本能で、自分はその最中、意識もなく魂の奥底で眠っていた。

　自らの意思で初めて悪鬼を斬ったカナイは、思わず怯ひるみそうになる気持ちを振り切るように、勇ましい声を上げて再び剣を振るう。

　今は、迷っている時ではない。悪鬼は本気で、自分達を喰らおうとしているのだ。一瞬でも太た刀ち筋すじが狂えば、こちらが命を落とすことになる。それに、もう一人の自分は、いつもこの感覚を堪こらえて戦っていたのだ。

　今までは彼女にだけ背負わせてきた業ごうだが、これからは違う。自分も同じ神鳥として、たとえどれほどの重圧に苛さいなまれようとも、彼女と同じものを背負う覚悟はついていた。

　キィキィと硝子ガラスを引っ搔くような奇声を上げ、次から次へと飛び掛かってくる悪鬼。二匹同時に刃で貫き、その間にカナイは、口内で神術の呪文を唱える。

「天に御お座わす大おお御み神かみへ乞こう。彼かの者達へ、裁さばきの鉄てつ槌ついを下せ！」

　カナイが呪文を唱え終わると凄すさまじい雷鳴が轟とどろき、十体あまりの悪鬼が、天井付近から落ちた稲妻によって灰かい燼じんと化した。だが、いくら倒したところで、悪鬼は床の魔法陣から止とめ処どなく湧いてくる。

（これじゃあ、いっこうに埒らちが明かないわ。悪鬼を完全に消し去るには、床の魔法陣をどうにかしないと……っ！）

　おそらく、悪鬼を召喚しているオルディスを倒せば、魔法陣と共に悪鬼も消え去るはずだ。しかし、背後にロゼリアとジュダの二人を庇った状況では、動ける範囲が制限されてしまっていた。

　残された手は、遠方からでも放つことができる神しん術じゆつで攻せめることだ。

　周囲の悪鬼を剣で勢いよく薙なぎ払はらい、カナイは僅わずかな隙をつき、オルディスを真まっ直すぐ指差して叫ぶ。

「天に御座す大御神へ乞う。烈れつ風ぷうは百の刃となり、彼の者を切り裂け！」

　澄んだ魔ま導どう音おんが響くと、玉座に座るオルディスの周囲に、轟ごう音おんを立てる竜巻が生じる。だが、百の刃となった烈れつ風ぷうが彼の身体を切り裂く前に、内部から弾はじけるように風の渦うずが消失した。

「可愛いだけが取り得かと思っていたが、お前も少しは頭が回るようだな？　だが、残念だったな。この程度の低級な神術では、俺に傷一つ付けることはできんぞ」

　風に舞い上げられた漆黒の髪を、気けだるげに撫で付けるオルディスは、相変わらず玉座の上で薄笑いしている。彼に傷を負わせるどころか、髪の毛一本すら切り落とすこともできず、カナイは舌打ちして再び剣を振るう。

　自分が扱える中で、もっとも威力のある神術を放ったというのに、こうも簡単に無効化されてしまうとは。

（駄目だわ、他に打つ手が見つからない……っ）

　神術が効かないとなれば、高みの見物をしているオルディスに、打撃を与える手立てはない。

　事態はすでに八はつ方ぽう塞ふさがり。今や攻め込んでくる悪鬼の攻撃を防ぐだけで、カナイは精一杯になっていた。

「どうした、神鳥のお嬢ちゃん。もう降参か？」

　オルディスの挑発に、カナイは怒鳴り返す余裕もない。

　必死の態ていで悪鬼と戦う神鳥の姿に気をよくしたのか、オルディスは血を湛たたえたかのごとき瞳を楽しげに細める。

「そうだ、お前達に生き残る最後の機会を与えてやろうじゃないか。神鳥のお嬢ちゃんが、俺の従順な人形になると誓えば、そっちの人間二人の命は助けてやろう。たとえ神鳥だろうと、体内に瘴気を注いでしまえば、俺の可愛い人形になるだろうからな」

「……くっ！」

　この薄情な男にとって、約束など破ることを前提としたものであることは、カナイもすでに気がついていた。だが、彼の提案に従えば、ロゼリアとジュダだけは助かる可能性がある。

　このままでは、遅かれ早かれ全員が悪鬼に喰い殺される運命だ。それなら一か八かで、オルディスの提案を受け入れるべきなのではないか──。

　悪鬼の猛攻に押し切られかけ、焦あせるカナイは思わず後ろ向きなことを考えた。

「いけません、カナイ様！」

　カナイの思考を察したのか、悲痛な声でロゼリアが叫ぶ。

「その男の言葉に、惑まどわされてはなりません。もし、傀く儡ぐつにされたあなた様のお力を、教団に悪用されでもしたら、大陸の破滅に繫がりかねません！」

「でも……っ」

「私達は、カナイ様が助けに来てくださっただけで、もう十分です。生き残ることなど、もとより諦めておりましたから、最期までお供ともさせていただきます」

　痛いほど真剣なロゼリアの想いに、カナイの揺らいでいた心も冷静さを取り戻す。

　落ち着いて考えれば、オルディスの思惑など見抜けたはずなのに。一瞬でも、彼の計けい略りやくに乗せられそうになった自分を、カナイは心中で責せめた。

「オルディス、あんまり私を甘く見るんじゃないわよ！　あんた、二人の命は助けるって言ったけど、逃がしてやるとは言ってないじゃない。どうせ私を洗脳した後に、この二人も傀儡人へ改造するつもりなんでしょう？」

　言葉巧たくみに人を騙す、捻ひねくれた根性の持ち主だ。二人の命は助かっても、生かされる状況までは明言されていない。たとえ命が助かったとしても、二人がこの城から無事に逃げることができなければ無意味だ。

　攻め入る悪鬼を剣の腹で押し返し、白はく刃じんを幾度も閃ひらめかせて怒鳴ったカナイに、オルディスは軽い口く調ちようで答える。

「ご明答！　よく分かったな。同じ手に引っかからないなんて、お前はなかなか賢いじゃないか」

「やっぱり、私を騙そうとしたのね？　あんたみたいな、救いようのない最低な奴の言いなりになるなんて、死んだってお断りよっ！」

「ふーん、それは残念だ。しかし、何事も無む理り強じいはよくないからな。どうしても、俺の人形になりたくないって言うのなら、いくら愛らしい顔をしていたとしても、お前を存在させておく必要性がない」

　それじゃあ──と続け、オルディスは残忍な笑顔で告げる。

「お前達が甚いた振ぶられる姿も、丁度見飽きてきたことだし、そろそろ死んでもらおうか」

　主が口にした「死」という単語に反応してか、悪鬼が揃って甲高い鳴き声を上げた。そして、今までとは比べ物にならない勢いで、攻撃を仕掛けられたものだから堪たまらない。

（まさかこいつら、今まで手加減してたの!?）

　突然動きが素早くなった悪鬼に、カナイは完全な受け身へ回ることしかできず、じりじりと後退する。

　振り下ろされた爪に頰を引っかかれ、流れ出た血が顎から滴したたり落ちる感覚に、忘れていた恐怖心が蘇よみがえる。

（まずい、なんとかしなきゃ殺されちゃう……っ！）

　咄嗟に神術を唱えようとするが、胸きよう中ちゆうを小虫が這はうような不快感に、意識が散漫となって呪文が出てこない。

　もう駄目だ──と、カナイが死を確信した時。重く閉ざされていた玉座の間の扉が、城が揺らぐほどの爆音を立てて吹き飛んだ。

「カナイ、ここにいるのか!?」

　自分の名前を呼ぶ声に、カナイは思わず泣きそうになった。

　最後の力を振り絞り、剣を滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回して悪鬼の動きを牽けん制せいしていると、遠くから駆けてくる数人の足音が耳に届く。やがて、悪鬼の上げる断末魔の絶叫が幾多に響き、カナイに群がっていた悪鬼達も、背後から一刀両断にされて消滅した。

　そして、目の前に現れたのは予想通りの人物で──。

「やっと見つけたぞ、この馬鹿者が！」

「あだっ!?」

　神じん器ぎ・蒼そう波は斬ざんを携たずさえ、悪鬼の軍勢を蹴け散ちらしてやって来たイナミは、激しい戦いでボロボロになったカナイを、まずは拳げん骨こつ付きで叱りつけた。

　危機的状況を救ってくれた仲間との再会に、目元までせり上がっていた感動の涙が、瞬時に痛みによる生理的なものへ変わる。剣を振り通どおしで痺しびれた手で、疼とう痛つうを訴える頭を撫でるカナイは、反射的に怒鳴った。

「ちょっとイナミ、痛いじゃないの！　この状況で普通、開口一番に人のこと馬鹿呼ばわりして、頭を殴ったりする!?」

「うるさい！　お前らしくないしおらしい置き手紙を読まされて、私達がどれほど心配したと思っている!?　言っておくが、髪飾りなんぞが私の代わりになると思ったら大間違いだ。そんなもので代用しなくても、私がしっかりお前を守ってやる」

「──っ」

　どこまでも実直な男らしい眼差しで宣言され、カナイは全身を支配していた恐怖心が薄らぐのを感じた。

　急に気抜けした顔になったカナイの頭を、今度はふんわりと優しく撫で、悪鬼の群れへ再び斬り込んで行く際に、珍しくイナミは冗談交じりに言う。

「殴られて痛いと感じられるなら、それはまだお前が生きている証拠だ。今はその痛みを、ありがたいと思うことだな」

　イナミが撫でた髪に触れ、感かん慨がいに浸ひたりかけたカナイは、ようやく現状の違和感に気がつく。

　悪鬼に喰われかけていたところに、間かん一いつ髪ぱつで駆けつけてくれた仲間達。だが、彼らはどうやって自分の居場所を知ったのだろう。置き手紙は残してきたが、行き先の手がかりとなるようなことは、一いつ切さい書かなかったはずだ。

「無事だったか、カナイ」

　イナミと入れ替わるようにやって来たのは、いつになく切羽詰まった容相をした鷹雅だった。

「まったくお前は、無茶ばかりしてくれる。俺達や神殿騎士団だけでなく、国王軍第四部隊まで出陣させるとは──今回ばかりは、明らかにやり過ぎだぞ」

「えっ！　神殿騎士団や、アークの軍まで助けに来てくれたの？」

「グレスがお前の居場所を探し出すため、王おう太たい子し殿下に失しつ踪そう者しやを探し出す羅ら針しん盤ばんを借りに行った際、事情を話したら強引についてきたのだ。無論、セレナ様達も来ているぞ」

　そこで一いつ旦たん口を閉ざした鷹雅は、カナイの頰へ手を伸ばし、その柔らかな肉をふにりと摘つまむ。

　久ひさ方かた振ぶりに鷹雅から頰を摘まれ、カナイはぽかんと彼の顔を見返す。自分を見つめる夜よる色いろの瞳は、数多の感情がない交ぜとなり、その表情はどこか苦しげに映った。

「お前をここまで追い詰めて、すまなかった。本当は、お前を支えてやらねばならなかった俺の方が、自らの役目を放棄していたんだ。嫁入り前だというのに、お前の頰を叩いてしまったことを、今は心底後悔している。──こんな不ふ甲が斐いない俺のことを、お前は許してくれるか？」

　今にも死にそうな顔で、いったい何を言い出すかと思えば、鷹雅はたった一回のビンタの許しを請こうてきた。そんな答えなど、聞かなくても分かりそうなものだが、生き真ま面じ目めな彼には、言葉にして伝えなければ届かないようだ。

　カナイは頰を摘まれたまま、にこっと笑う。

「許すもなにも、私は最初から鷹雅さんのことを怒ってないわ。むしろ、無茶ばかりした私の方こそ、許してもらえる？」

　彼女の返答に意表を突かれ、鷹雅は僅わずかに瞠どう目もくしたが、すぐさま普段の凜り々りしい顔つきに戻って頷く。

「お前は、俺の仕つかえるべき大切な主だ。天てん地ち神しん明めいに誓って、これからもお前のことを守り続けよう」

　固い誓いを結んだ鷹雅は、カナイの頰から手を離すと、神器・蒼そう黒こく月げつの柄つかを両手で握り締め、悪鬼との戦闘へ戻って行った。

　──と、次の瞬間。耳を劈つんざく雷鳴を轟とどろかせ、網膜を焼くような閃せん光こうが薄暗い室内に降り注ぎ、殆ほとんどの悪鬼を炭に変えた。耳を塞ぎ、思わず背中を小さく丸めていたカナイは、悪鬼の消えた先に立つグレスを見つけ、強こわ張ばらせていた肩から力を抜く。

　フードを外し、白しろ妙たえの髪を堂々と晒さらしているグレスは、彼女の視線に気がつくと、懐ふところから見覚えのある手鏡を取り出した。

「グレスさん、それ……っ！」

「カナイ様が城の入り口に、この手鏡を落としておいてくださって、とても助かりました。お陰で、妖よう術じゆつによって隠されていた入り口を、どうにか見つけることができましたよ」

　邪魔になって捨てた手鏡が、まさか城の入り口を見つけ出す手がかりになったとは。それ以前に、自分が通った後に城の入り口が隠されていたなんて、教祖・オルディスはどこまでも抜かりのない男だ。

「ヴィルファイド様を筆頭に、先々代の守護者様達も、妖魔人と戦っております。セレナ様も戦いくさ装しよう束ぞくを纏まとい、騎士団の陣じん頭とう指し揮きを取っておりますし、誰もがカナイ様をお救いするため、必死でここまで辿り着きました。──もちろん、それは僕も同じです」

　神器・白はく銀ぎん雷らいの水晶飾りを涼やかに鳴らし、カナイの前まで歩いてきたグレスは、彼女の背中に守られている姉の姿を視界へ収める。姉弟が視線を交わしたのは、ほんの一秒足らずのことで、グレスはすぐさまカナイへ向かって深々と頭こうべを垂れた。

「カナイ様、先日は理り不ふ尽じんな私情をぶつけてしまい、申し訳ありませんでした。それなのにあなたは、命を懸かけて姉とその大切な人をお救いくださって……感謝の言葉も、ありません」

　次に顔を上げたグレスは、ずり落ちた眼鏡の位置を直し、一いち分ぶの隙すきなく白銀雷を構える。

「この御恩は、僕の生涯すべてを懸けてお返しいたします。まずは手始めに、この魔法陣を無効化させてみせましょう」

　いつもは優しげな翡ひ翠すい色の瞳へ剣けん吞のんな光が宿り、膨ぼう大だいな神気を注がれた白銀雷は、淡い白銀に輝き出す。グレスが口くち早ばやに長い呪文の詠えい唱しようを開始すれば、彼の足元に同色の魔法陣が展開し、白銀雷を包む輝きも増してゆく。

　今までに見たことのない、神術だ。イナミと鷹雅が悪鬼を引きつけているうちに、グレスは確実に呪文を紡つむぎ──彼は白銀雷の柄で強く床を打ち、最後の一節を鋭く叫んだ。

「聖なる波動よ、悪あしき波動を相そう殺さいせよ！」

　水晶同士が触れ合う澄んだ音が鳴り、グレス渾こん身しんの高等神術が発動した。

　湖面へ波は紋もんが広がるかのごとく、白銀の魔法陣が漆黒の床を一気に駆け抜ける。すると、悪鬼を召喚し続けていた紫し紺こん色の魔法陣が、硝子ガラスが砕けるような音を立てて搔き消えた。

「ほう、お前達が神鳥の守護者か。主の神鳥を救うため、俺の城へ乗り込んでくるとは麗うるわしき忠誠心だな。あれほど厳重に隠した城の入り口を見つけただけでも、十分称しよう賛さんに値あたいするぞ」

　紫紺の魔法陣が破壊されると、それまですし詰め状態でひしめいていた悪鬼までもが、黒い靄もやとなって消滅する。

　たちまち静せい寂じやくを取り戻した室内には、今のいままで高みの見物を決め込んでいた、オルディスの人を小馬鹿にした声が響く。

「だが、神鳥のお嬢ちゃん。援軍が来るなんて約束が違うじゃないか」

「私も今まで、みんなが来てくれるなんて思ってなかったけど──でも、よく思い出してみなさいよ。仲間を連れて行ったら、ロゼリアさん達は殺されるのかって確認はしたけど、私は一度も『仲間が来ない』とは約束してないわ」

　先ほどオルディスが使った屁へ理り屈くつを真ま似ねて、カナイは不敵に笑って見せる。

　仲間が側にいてくれるだけで、不思議と強い自分を演じることができた。オルディスが、強大な力を持っていることは変わらないのに、仲間の存在が折れかけた心を支えてくれる。

　詭き弁べんを弄ろうするカナイに、オルディスの赤眼が凶悪な光を放つ。

「へぇー、お前も大たい概がいいい性格をしているじゃないか。この俺を相手に、そんな大口を叩くとは、呆あきれを通り越して感心するぞ」

　喉の奥で低く笑うオルディスが、ゆっくりと血色の玉座から立ち上がると、彼の口元から牙きばが伸び、頭からは黒い角つのが二本生はえる。彼が背中に垂れる髪を搔き上げれば、上着の生き地じを突き破り、青みがかった黒の翼が現れた。

　ついに、妖魔人としての本性を現したかと思いきや──どうにも、様子がおかしい。

「手て駒ごまにだって、この姿を見せることは滅多にないんだ。ここまで楽しませてくれた礼と、冥めい途どの土産みやげとして、俺の本来の姿を見せてやろうじゃないか」

「な……っ!?」

　優雅に後ろ髪を払ったオルディスから、挑発的な流し目を送られたカナイは目を疑った。彼の顔の右半分には、御印を思わせる漆黒の模様が、くっきり浮かび上がっているではないか。

「神鳥とその守護者諸君、改めて自己紹介をしようか」

　柄つか頭がしらに髑どく髏ろの飾りがあしらわれた、暗あん黒こく色しよくの刀身を持つ剣を鞘さやから抜き放ち、オルディスは艶えん然ぜんと微笑する。

「俺の名は、オルディス。この城の地中奥深くに存在する大地の歪ひずみから、人間界を支配するために現れた魔族だ」

　無造作に鞘を放り、オルディスが剣の切っ先で部屋の中央を指し示せば、床が何の前触れもなく陥かん没ぼつする。側に立っていたイナミと鷹雅が咄嗟に飛び退のくのと、床の陥かん没ぼつ規模が拡大したのは同時で──もっとも窪くぼんだ部分から、床は地下へ向ってガラガラと崩れだした。

　床に開いた大穴からは、濃い瘴気の波動が勢いよく噴き出す。退魔の力を授さずかった守護者達は、ある程度の耐性はあったが、只ただ人びとのロゼリアとジュダにとって、これほど濃密な瘴気は毒でしかない。

「グレス、二人を部屋の外へ避難させるんだ！」

　瘴気の噴出する大穴を隔へだて、即時にグレスへ叫んだのはイナミだった。彼の指示に従ったグレスは、姉とジュダに肩を貸して立たせると、急いで二人を玉座の間の外へ連れ出す。

　その間、カナイは瘴気の波動を堪えて歩みを進め、床に生じた穴の縁へりに立った。

　落ちないように注意して中を覗き込むと、奥底に赤紫に輝く魔法陣が見えた。その向こうには、どこまでも続く闇の渦が広がっている。

「死し臭しゆうに満ちた地界の片隅で、年々拡大するこの歪ひずみを見つけた時から、俺は人間界を支配することだけを夢見てきた。だから、この通路を使って、俺以外の魔族が人間界に出てこられると困るんだ」

「つまり貴様は己おのれの野望を実現するために、この歪を封じているのか？」

　カナイと同じく、穴の中を覗いていたイナミが問えば、オルディスは「あぁ、そうだ」と狂ったように笑む。

「人間界は、俺だけのものだ。他の誰にも──たとえ、魔王にだってくれてやるものか。こうして俺が歪を封じている限り、地界からの邪魔は入らない。地上の妖魔人は魔族の俺に平ひれ伏ふし、脆ぜい弱じやくな人間も、少し瘴気を注ぎ込めば従順な兵隊に成り下がる」

「そうして戦力を増強して、一気に地上を制圧するつもりだったのだな？」

「俺も最初は、そうしようと考えていたさ。しかし、邪魔者は人間界にも存在した。それはもちろん、お前達のことだ」

　ゆったりとした足取りで、玉座の置かれた壇上から下りてくるオルディスは、赤々とギラつく眼差しでカナイを見つめる。

　濃密な瘴気に、激しい憎悪と殺意が混ざり、カナイの肌が一いつ斉せいに粟あわ立だつ。

「俺が地上に現れて、二年の月日が流れた。最初の頃は、神殿にも存在を気け取どられず、着実に地上侵略の準備は進んでいたが──新たな神鳥が神降ろしされてから、俺の計画は途端に狂くるった。神殿側に妖魔人と傀かい儡らい人びとの存在が知られ、新たな神鳥も、通常の二倍近い力を持っているというじゃないか」

　オルディスの発する負の気配に、大気が慄おののくように震える。床に開いた穴から噴き出し続ける瘴気は、緩やかに渦を巻き始め、やがて巨大な塊を三つ形成した。

　繭まゆを思わせる瘴気の塊は、次第にボコボコと不ふ穏おんに動き出し、内部では急速に魔物が産うみ出されようとしている。その最中にも、オルディスの唇くちびるは滑なめらかに動く。

「半年前に、部下を一人潰された時につくづく思った。俺が人間界を征服するためには、まずこの大陸を守る神鳥を殺すべきだ──とな。だが、俺の力をもってしても、聖なる力に守られた神鳥の城を、外部から攻撃することは到底不可能なことだった」

「だからあんたは、ジュダさんを誘拐して、ロゼリアさんを利用したのね!?」

　嚙みつくように問うたカナイに、オルディスは平然と首しゆ肯こうする。

「外部から手を出せないのなら、内部から崩壊させるまでだ。しかし、その計画も失敗に終わり、直接神鳥を罠わなにかけて殺そうとしても、肝心なところで邪魔が入る。……お陰で、俺が本気を出して戦うことになったじゃないか。こんな面倒なことになるくらいなら、さっさと殺しておくべきだったな」

　そう言ってオルディスが冷れい笑しようすれば、瘴気の塊から三体もの魔物が産み落とされた。

　墨すみ色いろの肌をした、巨大なコウモリの羽を持つ魔物達は、牙をガチガチと嚙み合わせ、超音波のような鳴き声を上げる。まるで、この城へ来る途中に見かけたコウモリが、人の姿を手に入れたかのごときおぞましい姿だ。

「守護者一人につき、魔物一体をくれてやろう。そしてお嬢ちゃんは俺と二人きりで、命を懸けた楽しいお遊びをしようじゃないか」

　背中の翼を大きくはためかせ、舞い散る黒い羽根の中で、オルディスは高らかに笑う。

　──だが、彼の声はカナイの耳に、一言も届いてはいなかった。

　魔物の出現によって、身体を流れる血が熱くなる。心臓は大きく脈打ち、神経が研ぎ澄まされ、流れる時間が遅くなるのを感じた。

（戦いたい……）

　耳を澄ませば、聞こえてくる。神殿騎士団や国王軍第四部隊の騎士達が、強大な敵を相手に戦っている音が。きっと、セレナやヴィルファイド達も、激戦を繰り広げていることだろう。

　目の前では早速、イナミと鷹雅が魔物と戦っている。姉とジュダを避難させ、再び室内へ戻ってきたグレスも、すぐさま状況を判断して戦闘に加わった。

　胸が締めつけられるほど強く、自分のために戦ってくれる仲間の存在に感謝したことが、果たして今まであっただろうか。大勢の人々から守られていると実感すれば、自おのずと芽め生ばえる、炎のように激しく熱い想い──。

（私は、みんなを守るために戦いたい！）

　胸の奥で弾はじけた、切実な願い。

　その時、深い眠りに就いていたもう一人の自分が目覚める気配に、カナイの両目が大きく見開かれた。

『ようやく、神鳥が戦う理由を思い出したようね？』

　欠伸あくび交じりの、生意気な声が懐かしい。

『あんたって本当に、馬鹿よね。魔物の殺さつ戮りくから人間を救いたいという、神族達の想いが込められた涙の卵から、神鳥は生まれてくるでしょう？　だからその力は、人間を守るためだけにしか使えないの。それなのにあんた、この前の戦闘で私になんて願った？』

（魔物のせいでみんなとバラバラになるのが怖くて、自分を守るために、神鳥の力を使おうとしたわ）

　正直に答えたカナイに、久方振りに目覚めた神鳥の本能は、相変わらずの高たか飛び車しやな態度で笑った。

『そう。あんたは人間のためにある神鳥の力を、私し欲よくで使おうとしたの。だから私は、あんたがどれだけ喚わめこうが、寝たフリを決め込んで全部無視してやったわ』

（……ごめん）

『あら、今日は随分と素直ね？　まぁ、本気で反省してるようだし、神鳥の使命を思い出してくれたんだから、もう昔のことは忘れてあげるわよ。そんなことよりも今は、倒さなきゃいけない敵がいるんでしょう？』

　時間感覚が狂い、色しき彩さいを失った視界には、静止したオルディスの姿が映る。

『だけど、相手は地界からやってきた〈魔族〉よ？　魔物なんかより、遙はるかに強大な力を持ってるし──こいつを倒すと、大地の歪ひずみを封印していた術も効力を失うわ。それでもあんたは、自分以外の人間のために戦いたいって言うの？』

（大事な人達を傷つける存在なら、たとえ魔王が相手だろうと、私は迷わず戦うわ）

『でも、今回ばかりは本当にヤバイ相手よ。いくらあんたが大口叩いたって、私が制限時間内で倒せる相手じゃないわ。それに、封印から解放された大地の歪も、塞ふさがなきゃならないでしょう？』

（え……。もしかしてあんた、大地の歪を塞げるの？）

　いくら通常の二倍近い神鳥の力を誇る、もう一人の自分が全力で挑いどんでも、視覚に捉とらえられるほど巨大な大地の歪など、塞ぐことはできないと思っていた。だが、その口振りからして、彼女はオルディスを倒すだけでなく、大地の歪をも塞ぐつもりでいるようだ。

　驚きの声を上げたカナイに、神鳥の本能は『フンッ』と鼻で笑う。

『人間、もちろん、普通の神鳥にだって到底不可能だろうけど、なんたって私は優秀な神鳥だもの。こんな歪、今より完全な状態で塞いでやるわよ。だけど、こんなにやることが一杯だと、この一戦にすべての力を懸ける必要があるわね』

　一秒が何十倍に感じられるほどの、この上ない極限状態に自分達は置かれている。

　軽い口振りは変わらないが、それでもカナイには、もう一人の自分が重い決断を下したことを知った。

（あんた……この戦いで、消えるつもりなのね）

『魔族を倒すだけでも精一杯なのに、大地の歪まで塞がなくちゃいけないのよ？　神鳥の力をすべて発揮しないと、そんな無理が通るはずないでしょうが。もちろん、そんなことをしたら私は消滅するし──一気に神鳥の力を解放したあんたの身体にも、今までにない大きな負担が掛かって、命を落とすことになる』

　いつになく真剣な本能の忠告に、カナイは即答する。

（みんなは私を助けるために、こんな危険な場所まで駆けつけてくれた。だから私は、そんな優しい人達が生きるこの世界を、命に代えても守りたい）

『……その選択で、後悔はしないのね？』

（今ここで戦わなかったら、私は一生自分を許せない。それにね、神鳥は新しく神降ろしすることができるけど、大陸は一度滅べばそれで終わりなの。大好きな人達の生きる場所のためなら、この命を丸ごと全部、あんたに預けられる。──だからお願い、力を貸して！）

　神降ろしされた当時の自分なら、己おのが命を懸けてまで、誰かのために戦おうとはしなかっただろう。けれど、地上で心通じ合う仲間達と出会ったことで、自分は神鳥の過か酷こくな運命を受け入れることができた。

　戦いで命を落とすことに、恐怖を感じないわけではない。しかし、オルディスと大地の歪ひずみを放置などすれば、世界が圧倒的な脅威に晒さらされてしまう。

　たとえ命と引き換えても、守りたいと思える大切な存在と出会えたことに、カナイは深く感謝する。自分のためでなく、仲間を守りたいと願うからこそ、どんな敵にも立ち向かって行ける勇気が湧いた。

　揺るぎないカナイの意思を受け、心臓が燃えるような熱を持つ。

『それじゃあ今から、私達の精神を一つに融合させる。そうすると一時的にだけど、天界にいる初代様と同じ完全なる神鳥として、全力で戦うことができるわ。──さぁ、いくわよ』

　激しい鼓動に合わせ、全身に力がみなぎってゆく。魂の奥底から伸ばされた本能の手を摑つかめば、脳のう裏りが一瞬白く染まった。

　灼しやく熱ねつに支配された小さな身体。背中合わせだった二つの精神が、本来あるべき一つに溶け合い、新たな自分へ生まれ変わってゆく。

「これは……いったい、何が起きているんだ？」

　いきなり眩い真紅の光に包まれたカナイに、さしものオルディスも戸と惑まどいの声を漏らす。

　その刹せつ那な、カナイの身体は激しく燃え上がる紅蓮の炎に包まれた。──否いな、彼女を包み込んだのは、紅蓮に輝く巨大な三対の翼だった。

「あら、驚いたりしてどうしたの？」

　カナイの身体を包み込んでいた翼が、バサリと広がる。

　真紅の羽根が舞い散る光景は、あたかも天から火の粉が降り注ぐようで。神鳥の力を解放させてなおも、生気に満ち溢あふれた澄んだ紺こん碧ぺきの瞳を細め、カナイは余裕の態度で微笑む。

「私と楽しいお遊びをするんでしょう？　相手になってあげるから、どこからでもかかってきなさいよ」
















　濃密な神気を練り上げ、先ほど扱っていた剣の二倍はある大たい剣けんを、右の手中へ生み出す。

　本能と精神が一体となったことで、自我を残して戦うのは初めてだというのに、自然と神鳥の力を扱うことができた。身の丈ほどもある大剣も、片手で軽々と持つことができ、己の発する言葉に宿る特殊な力も感じられる。

　一度は怯んだオルディスも、好戦的なカナイの眼差しに、再び口元へ冷れい淡たんな笑みを刻む。

「その生意気な顔を、恐怖と苦痛に歪ませるのも面白そうだな」

「フンッ、やれるもんならやってみなさい。逆に、返り討うちにしてやるわよ」

　憎悪と殺意に赤眼をギラつかせるオルディスへ、いつも心中で会話する本能のように、カナイは傲ごう慢まんな言葉を返す。

　赤と蒼あお──相あい反はんする眼差しが交こう錯さした瞬間、二人の身体が微かな残像を残して同時に消えた。

　何もない空中で、幾度も鮮烈な火花が散る。光速で移動するカナイとオルディスは、目に見えぬ勢いで激しく切り結び、本気で互いの命を奪い合った。

「──っ、大気は我を守りし盾たてとなれ！」

　剣けん戟げきの合間に、オルディスが何事か唱える声が聞こえ、カナイは咄嗟に言こと霊だまの力を使う。すると、カナイの正面へ雪の結晶のような魔法陣が出現し、オルディスの右手から放たれた闇色の炎を、完全に防ぎ切った。

　炎が消え、役目を終えた魔法陣も砕くだけ、再度激しい斬り合いが始まる。

　水平に突き出された剣を弾はじき、カナイは身体を回転させると、手にした大剣を渾身の力で真横に薙なぐ。だが、その一撃は容た易やすく剣で受け止められ、カナイの身体は凄まじい力で払い飛ばされてしまう。

　宙返りで勢いを殺し、壁際にひらりと着地した彼女は、天井近くに浮かび、見下すような視線を投げてくるオルディスを見つめ──なぜか、ニヤリと口角を吊り上げた。

「なんだ、まだ笑える余裕があったのか？　いや──俺の強大な力が肌身に沁しみて、自や棄けになって頭でもおかしくなったのかもしれんな」

「あんたこそ、笑っていられるのは今のうちよっ！」

　気き炎えんを吐き大剣を両手で構えるや否いなや、カナイは力強く床を蹴り、オルディス目掛けて飛ひ翔しようする。

「どうした、もう最後の悪足搔きに出たのか？　そんな雑な太刀筋では、俺に傷一つ付けることはできないぞ」

　弾だん丸がんのような勢いで飛んできたカナイを、薄笑いと共に避けたオルディスは、右手に作り出した瘴気の塊を、彼女の無防備な背中へ投げつける。その気配を察してか、カナイは天井付近の壁を蹴って瘴気の塊を避けると、急降下して着地した地点から再びオルディスに向かって飛ぶ。

　今度は刃同士が激しくぶつかり合い、過酷な鍔つば迫ぜり合あいが繰り広げられる。やがてカナイは、一度体勢を立て直すために壁かべ際ぎわまで飛び退き、そして彼女はまたも姿を捉えさせぬ光の速さで、空中を移動し始めた。

「この我が武む者しや羅らな攻め方──どうやら、相当追い詰められているようだな」

　驚異的な動体視力で、壁だけでなく天井や床を蹴り、素早く刃を繰り出すカナイの攻撃を、オルディスはすべて軽々と受け流す。

　さすがに攻撃をかわすだけでは飽きたのか、オルディスは喉元を狙う刃を弾くと、目の前を通り過ぎようとしたカナイの髪を、鋭い爪の生えた片手で摑んだ。

「ぐあっ!?」

　強引に髪を引かれたカナイは、くぐもった呻き声を漏らして動きを止める。

「ようやく捕まえたぞ、神鳥のお嬢ちゃん」

　長い牙を口の端から覗かせ、狂乱の笑みを浮かべるオルディス。

「貴様、カナイを離せ──っ！」

　髪を摑まれ、胸へ漆黒の刃を宛あてがわれたカナイの危機を感じ取り、すでに二体の魔物を倒していたイナミが、血相を変えて彼女の救出に向かおうとする。

　だが、カナイは顔色を変えず鋭く叫ぶ。

「来るな！」

　畏い怖ふの念すら覚える一いつ喝かつに、イナミがハッと息を吞んで立ち止まる。その際、オルディスに生じた一瞬の隙をつき、カナイは密かに左手へ作り出していた短刀で、摑まれた髪を断ち切って姿を消した。

「チッ、しぶとい娘だ」

　断ち切られた髪を握り締め、カナイの姿を探すオルディスはまだ、自らの置かれている現状に気がついていなかった。

「我わが肉体より流れし鮮血は、彼かの者を捕らえし聖なる檻おりとなれ！」

　どこからともなく、凜りんとした声こわ音ねでカナイの言霊が紡がれると、玉座の間ま全体が淡い紅くれないに輝き出す。その異様な光景に、オルディスが目を見開いて固まっていれば、天井から床に緋ひ色いろの光線が伸びた。

　その光線は、いつの間にか部屋中につけられていた赤い染みから発せられ、壁から天井、天井から床へと連れん鎖さして走る。

「な、何が起きているんだ……っ？」

　自分の周囲を取り囲むように張り巡らされた、緋色に輝く幾多の光線へ触れたオルディスは、全身を駆け抜けた激痛に絶ぜつ叫きようする。

　彼の手を離れたカナイの髪が、ハラハラと床に開いた大穴へ落ちて行く。剣まで取り落としたオルディスは、焼け焦げた手を妖よう術じゆつで治療しようとするが、その拍子に右足まで緋色の光線に触れ、更に苦く悶もんの呻き声を上げた。

「それは私の血が作り出した、聖なる力を秘めし檻。闇の世界の住人であるあんたにとっては、触れるだけでも大怪我を負うわ。だからそのまま、じっと動かない方が身のためよ」

　そう言って、緋色の光線に包囲されたオルディスの頭上に現れたカナイは、僅かに刃物で傷つけられた、今もなお鮮血が滴る左手の親指をぺろりと舐める。

　まともに戦ったところで、力が互ご角かくではいっこうに勝負がつかない。だからこそカナイは、こっそりと自分の指を傷つけ、攻撃の合い間に流れ出た血を部屋中に擦すりつけていた。

「この一撃で、あんたの醜い野望を粉々に打ち砕く──っ！」

　しっかりと両手で大剣の柄を握り締め、切っ先の狙いをオルディスに定める。刃の周囲にはカナイの神力が紅蓮の炎へと具現化され、螺ら旋せん状に絡みついた。刃先には真紅の輝きが灯り、やがてその光は純白へと色を変え、眩まばゆい閃せん光こうを放ち巨大化してゆく。

　剣にありったけの神力を注ぎ込んだことで、強烈な聖なる波動が生じ、カナイの前髪が後ろへと流される。露あらわになった彼女の額でも、紅蓮の御印が炎のごとき苛か烈れつな輝きを宿し──三さん対ついの翼を大きく羽ばたかせたカナイは、絶望一色の表情で固まるオルディスへ、決然とした声音で叫ぶ。

「紅蓮の劫ごう火かにて、悪しきを滅めつする！」

「ぐっ、が、あぁぁぁぁああ────ッ！」

　剣先に集中した白光が膨張し、紅蓮の波紋を幾重にも生じさせ、轟音と共にオルディスの身体を吞み込み、床に開いた大穴の底へ一気に神力が放出される。

　獣のような咆ほう哮こうを上げるオルディスは、己の術で封印した大地の歪ひずみへ叩きつけられた。あまりに強大な神力を浴びる彼の身体は、手足の先から徐じよ々じよに石せき化かし始め──オルディスが完全に石化すると、大地の歪の周囲に突如として紅蓮の魔法陣が出現した。

「邪よこしまな魂を持ちし者よ、我はここに汝なんじを封印の要かなめとして、地上に害がい成なす諸悪の根源を封ずる！　大地の歪よ、永久の眠りに就け！」

　カナイの唇から紡がれた言霊に反応し、紅蓮の魔法陣が火柱を思わせる閃光を逬ほとばしらせる。その光は、穴の底から静かに石化していき、最後には巨大な石柱へと変貌した。

　床に開かれた大穴が石柱で塞がれ、カナイは手にしていた大剣を消す。すると、それまで室内に張り巡らされていた緋色の光線も、自然と消え失うせた。

「どうにか、勝てたわね……」

　羽音を立てず床へ降り立ったカナイは、薄く微笑む。

　精神が融合した状態にあっても、今の言葉が本能の呟いたものだと、カナイ自身には分かった。持てる力を出し切った彼女は、喋ることすら辛い疲労感に全身を支配されながらも、あくまで高こう慢まんな態度を崩さない。

　部屋を満たしていた瘴気の霧は、先ほどカナイの放った神気の波動によって浄化され、守護者達が相手をしていた魔物も、三体すべてが無事に倒されていた。

　壮絶な戦いが静かに幕を下ろしたのを感じ、深く息をついていると、遠くから駆け寄ってくる足音が聞こえ、カナイは足元に落としていた視線を上げた。

「やりましたね、カナイ様！」

　久しぶりに見る、邪気のない満面の笑みを湛たたえているのは、白妙の髪と装束を薄黒く汚したグレスだった。彼の後ろから歩み出た鷹雅は、ふにりとカナイの頰を摘み、すっかり短くなった彼女の髪を見てどこか複雑そうに笑う。

「まったくお前は、本当に無茶ばかりしてくれるな。しかし、命があるだけで十分だ。髪などすぐに伸びてくるからな。……よくやった」

　以前と変わらぬ態度で接してくれるグレスと鷹雅に、ひび割れていた絆きずなが完全に修復されたことを知り、カナイの口元が自然と和む。

（よかったぁ。二人と喧嘩したままじゃ、死ぬに死ねないものね）

　頰を摘む鷹雅の手が離されると、視線は自おのずとイナミへ吸い寄せられた。

　グレスや鷹雅同様、満まん身しん創そう痍いの態ていを晒さらしている彼は、なぜか表情を強こわ張ばらせたまま、ジッとカナイを見つめている。

「どうしたの、イナミ？　戦いは終わったんだから、いい加減肩から力を抜いたらどう？」

「……お前は、〝どちら〟だ？」

　様子のおかしいイナミを心配して、カナイが何気なく声をかけると、彼は喉の奥から絞り出すようにして、掠れた声で問うてきた。

　その質問だけで、カナイはすべてを悟る。

（イナミには、私がいつもと違うってことがバレてるみたいね……）

　今や自分の守護者となった彼も、過去二年間は神鳥して魔物と戦ってきたのだ。本人格と、神鳥としての人格が別物だということを、彼は身をもって知っている。

　本能と精神が融合したことで、神鳥の力を解放している最中も、カナイの意識ははっきりとしていた。戦いを終えてなおも、カナイの背から紅蓮の翼は消えることなく──それでも彼女は生せい気きのある澄んだ瞳で、普段通りに振る舞っている。

　彼がそのことに疑念を抱いたのは、至し極ごく当然のことだった。

　黙って見つめ合うカナイとイナミに、事態を吞み込めずにいる他の二人は、怪け訝げんそうに眉を顰ひそめている。そんな彼らを尻目に、やがてカナイは穏やかに微笑む。

「ねぇ、イナミ。どっちの私だろうと、私が〝私〟であることに変わりないでしょう？」

「しかし、お前……っ」

「そんなことよりも今は、騎士団のみんなやセレナさん達と合流することが先決よ」

　イナミの追求をさらりとかわし、カナイは改めて緩んだ気持ちを引き締めた。

　教祖のオルディスは倒したが、それだけで常夜の教団が無力化したわけではない。妖魔人や傀儡人は、教祖が倒されたことも知らず、騎士やセレナ達と戦い続けているはずだ。

「グレスさんは、部屋の外に避難しているロゼリアさんとジュダさんに、適切な治療を施ほどこしてあげて。特にジュダさんは、長くこの城に捕らえられていたみたいだから、衰すい弱じやくが激しいと思うわ」

「わ、分かりました。すぐに治療へ向かいます」

　常になく冷静に指示を出すカナイに、グレスはやや面食らいながらも、慌てて姉とジュダのもとへ走る。

　残ったイナミと鷹雅を振り返ると、カナイは毅き然ぜんとした態度で告げる。

「さぁ、私達もあと一頑張りしましょう」
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　広間全体を見渡すことのできる、二階の踊り場へ現れたカナイは、階下に広がる光景に啞あ然ぜんとした。

「これは、どうなっているの……？」

　床に倒れて絶命しているのは、魔物に近い姿をした妖よう魔ま人じんばかり。その中に紛まぎれて倒れている、傀かい儡らい人びとと思われる人々は気絶しているだけのようで、胸が規則正しく上下している。

　特殊な手段で体内に瘴しよう気きを注そそぎ込まれ、人じん外がいの力を与えられた傀儡人は、死ぬまで命令を忠実に果たそうとし、気絶してもほんの数秒で回復してしまう。だが、現在の彼らは誰一人目覚める気配もなく、カナイの目には穏おだやかに眠っているように見えた。

　背はい後ごにイナミと鷹たか雅まさを従え、カナイは長い階段を下りていく。

「やあ、私の可愛い小鳥ちゃん」

　階段を下り切って、周囲を見回していたカナイの鼓こ膜まくを震ふるわす、砂糖のように甘い声。振り返った先には、汚れた甲かつ冑ちゆうを装備した金髪碧へき眼がんの青年──セレシェイア国の王おう太たい子しであるアークライトが、場違いなほど華やかな笑顔で、こちらにひらひらと手を振っていた。

「久しぶりの再会が戦場なんて、なんだか運命を感じないかい？」

「しばらく会わなかったけど、あなたは相変わらず気き障ざっぽいわね。まぁ、そこがアークらしいって思えるようになったから、別にいいんだけど」

　それにしても──と、カナイは速すみやかに話題を切り変える。

「戦闘は終了したようだけど、傀儡人はどうしちゃったの？　なんか、普通に気絶してるみたいだけど……」

「それが、私にもよく分からないんだよ。最初は、妖魔人が束たばになって襲い掛かってきたから、一体につき騎士五人がかりで相手をしていたんだ。でも、先々代の神かみ鳥どりと守護者さん達が、かなり頑張ってくれてさ。殆ほとんどの妖魔人を、倒してくれたんだよね」

「こ、これだけの数をセレナさん達が倒したの……？」

　人間でありながら魔物の力を持つ存在が、妖魔人と呼ばれる者達だ。

　彼らは、神鳥の守護者でも苦戦を強しいられる相手なのだが──果たしてセレナ達は、何人の妖魔人を倒したのだろうか。広間内には、数え切れないほどの妖魔人が息絶えている。

「それでさ、途中から援軍として傀儡人が呼ばれたんだけど、いざ戦闘開始ってところで、なぜか勝手に倒れ始めたんだよね」

　やれやれと肩を竦すくめたアークライトに、カナイは解げせない思いで眉を顰ひそめる。

「だけど傀儡人は、気絶したってすぐに起き上がる化け物なのよ？　勝手に倒れるなんて、そんなのありえないわ」

「私も、傀儡人がバタバタと倒れ出した時は驚いたよ。もしかしたら新あら手ての罠わなかと思ったけど、どうやら本当に気絶しているみたいでさ。ついさっき、最後の妖魔人を倒してから、赤毛の大神官さんが原因を調べてるみたいだけど──うわっ！」

　その時、涼しげな顔で説明をしていたアークライトを押し退のけ、カナイの小さな両手を握り締めた人物がいた。

「カナイ様、ご無事だったのですね!?」

「セレナさん！」

　紺こん青じよう色いろの瞳を潤うるませ、感かん極きわまった様子で自分を見つめてくるのは、普段の淑しとやかな装しよう束ぞく姿ではなく、勇ましい戦いくさ装しよう束ぞくを身に纏まとったセレナではないか。日頃は、幾いく多たの簪かんざしによって優ゆう美びに結ゆわれている髪も、今日に限っては頭の高い位置で一つに纏められていた。

　戦に臨のぞむ仲間を見守る立場にあったセレナが、自みずから鎧よろいをつけて戦場に立つことなど、カナイが神降ろしされてから初のことだった。彼女も妖魔人と戦ったのか、墨すみ色いろの体液で戦装束を汚している。

「あぁ、お労いたわしい……。随分と御お髪ぐしが短くなられたようですが、お身体の方は大事ありませんか？」

「さすがに無傷じゃないですけど、掠かすり傷ばかりですから。あと、髪なんてすぐに伸びるんで、私は短くなっても全然気にしてませんよ。──これはこれで、似合ってると思いませんか？」

　短くなった髪を見て、悲しそうに表情を曇らせたセレナに、カナイはわざと茶化すように笑って見せる。するとセレナも、控えめにだが笑ってくれた。

「カナイ嬢ちゃん、元気そうで何よりだ」

　背後から声をかけられ、カナイが振り返ろうとしたところ、いきなり頭を乱暴にガシガシと搔き混ぜられた。軽く目を回したカナイを見て、大口を開けて闊かつ達たつに笑っているのは、神じん器ぎの剣を肩に担かついだヴィルファイドだった。

「まぁ、今回は運良く無事で済んだかもしれないが、次も上う手まくいく保証はない。だから、こんな無茶はこれっきりにしてくれよ？　じゃないと、危険に飛び込むお前さんを追いかけて、うちの奥さんまで無茶するからさ」

「あ、う……ごめんなさい」

　カナイが素直にペコリと頭を下げれば、またもヴィルファイドは豪快に笑い、彼女の髪をぐしゃぐしゃと撫なで回す。

「神鳥の城に帰ったら、姫ひめ巫み女こ様や神官長だけじゃなくて、他のみんなにも謝あやまれよ？　特に、神殿で療養中のダリアは、自分も戦いに行くって最後まで暴れてたからなぁ。──今から、あいつに怒ど鳴なり散らされること、覚悟しといた方がいいぜ？」

　最後にポンポンと、カナイの頭を軽く叩いたヴィルファイドは、負傷した兵士達のもとへ向かってしまう。

　去り行く大きな背中をぽかんと見送ったカナイは、ハッと我に返ると、忘れていた肝かん心じんなことをセレナに尋ねる。

「それはそうと、セレナさん。死傷者はどのくらい出ているんですか？」

「ご安心くださいませ。負傷者はそれこそ全員ですが、誰もが治ち癒ゆ術じゆつで完かん治ちする程度の傷で済んでいます。死者は幸さいわい出ていません。これも、日々の過か酷こくな鍛たん錬れんの賜たま物ものですね」

「本当ですか!?」

　よかった──と、カナイが安あん堵どの息をつこうとした時、「もう一つ喜ばしい報告がある」と、いきなり背後から声がして、ビクッと肩を震ふるわせた。

　神しん力りき不足なのか、ユージィに支えられて歩いてきたのは、目の下に濃い隈くまを浮かべているルイーズだ。今にも眠りに落ちそうな彼は、低く掠かすれた声で淡たん々たんと、新あらたに判明した事実をカナイへ伝える。

「意識を失った傀儡人を調べた結果、全員が普通の人間に戻っていることが判明した」

「噓っ！　そんなこと、ありえるんですか!?」

　一度体内へ瘴気を注がれ、傀儡人にされた人々を救う手段は存在しないと、カナイは教わっていた。けれどルイーズは、彼らが完全に元の人間に戻っているという。

　うつらうつらと船を漕こぐルイーズは、驚嘆の声を上げたカナイへ、あくまでも落ち着いた声で続ける。

「体内の瘴気が完全に消滅したことで、人間に戻ることができたのだろうが、これから何らかの副作用が現れるかもしれん。当分は全員、王都の神殿で保護されることになるだろう……」

　その直後、疲労で限界まで達していた眠気に負けたのか、ついにルイーズはユージィに凭もたれかかり、意識を失うように寝入ってしまった。

「あらあら、ルイーズったら。歳としは取っても、疲れるとすぐ眠ってしまうところは、若い頃からまったく変わりませんわね」

「仕方ありませんよ。ルイーズは、騎士達を防ぼう御ぎよ系の術で庇かばいながら、妖魔人と戦っていたんですから。戦いの最中に昏こん倒とうしなかっただけ、よかったですよ」

　つい先日、怪け我がが完治したばかりのユージィは、そう言って苦笑する。そして彼は、軽い寝息を立てるルイーズを器用に背負うと、壁際の方へ歩いて行ってしまう。

　何の前触れもなく、突然眠りに落ちたルイーズに驚いていたカナイは、大きく見開いていた目元を緩ゆるめ、ようやく心から安堵した。

　教祖・オルディスと、教団本部に駐ちゆう屯とんしていた妖魔人を倒し、地界へ続く大地の歪ひずみも塞ふさいだ。もしかしたら、大地の歪を封じる際に放出された神鳥の聖なる波動が、傀儡人の体内に注入された瘴気を、完全に浄化したのかもしれない。

　何にせよ、これで『常夜の教団』は崩壊した。

（これで、私の役目も終わるのね……）

　神鳥として、命を懸かけて挑いどんだ一いつ世せい一いち代だいの戦いが終わり──もうすぐ、自らの魂たましいに宿る紅ぐ蓮れんの炎が燃え尽きる。

　オルディスとの戦いに加え、大地の歪を封じたことで、カナイの力はあと僅わずかしか残されていなかった。むしろ、今もこうして動けるだけの力が残されていたことが、奇跡のように思える。背中に生はえていた三さん対ついの翼も、力の減退を示すように、いつの間にか一対になっていた。

　もうすぐで、神鳥の本能と共に、自分の命も終しゆう焉えんを迎える。一気に神鳥の力を解放したことで、すでに身体は鉛なまりのように重たく感じているし、仲間の無事を確認できたことで、ピンと張り詰めていた気持ちも緩んでしまった。

　猛烈な倦けん怠たい感かんに襲われたカナイは、立ち眩くらみを起こして倒れかけ──ふらりと後ろへ傾かしいだ彼女の身体を、黙って側に控えていたイナミがすかさず抱き留めた。

「おい、大丈夫か？」

「ごめん……あんまり、大丈夫じゃないかも」

　本当はみんなに心配をかけるまいと、無理をして強がろうとした。けれど、身体が言うことを聞いてくれなくなった今、噓をついたところで、体調の異変はすぐにばれてしまうだろう。

「ねぇ、イナミ。お願いがあるんだけど……」

　イナミの胸に身体を預けていると、口が勝手に動き出してカナイは驚いた。けれど、存在が消えかけている神鳥の本能が、必死にイナミへ語りかけているのだと知り、彼女の好きなようにさせることにした。

「私を連れて、今すぐ神鳥の城に戻ってほしいの」

「今すぐに、か？」

「あなたなら、朱あけ鳥どりを召しよう喚かんできるでしょう？　私は与えられた時間のうちに、やらなきゃならないことが、最後に一つだけあるのよ……」

　精神が融合した今でも、もう一人の自分が考えていることは、よく分からないことが多い。何となく、彼女の気持ちは伝わってくるのだが、鮮明に考えを読み取ることは、さすがに不可能だった。

　常夜の教団との戦いに終止符が打たれ、これで神鳥としての役目を終えたと、カナイはすっかり安心していた。けれど神鳥の本能は、最後に一つだけやり残したことがあるらしく、城へ戻ることを切望した。

　目的を成し遂とげるまでは、決して消えたりしないという想いだけが、一つに混ざり合った魂を通じて、カナイの心に流れ込んでくる。

「イナミ様。ここは俺達に任まかせて、あなたはカナイを連れて城へ戻ってください」

　意味深なカナイからの願いに、怪け訝げんそうに眉を顰ひそめるイナミの背中を押したのは、真剣な面おも差ざしをした鷹雅だった。

「主あるじの願いを叶えることも、守護者の役目であると俺は心得ています。どうか、カナイの望み通りにしてくださらぬか？」

「鷹雅……」

「あなたが拒否したところで、無茶が十八番な俺達の主は、大人しく諦あきらめはしないだろう。雪で凍りついた地面を這い出す前に、城まで送り届けてやってください」

　深々と頭を下げた鷹雅に、イナミの瞳から迷いの色が消える。

　ぐったりと弛し緩かんしたカナイの身体を、軽々と横抱きにしたイナミは、去り際ぎわに一言だけ鷹雅へ告げる。

「すまない、後を任まかせる」

　次に鷹雅が顔を上げた時には、イナミはカナイを抱かかえて駆け出していた。

　遠ざかっていく後ろ姿を眺め、鷹雅は一人ごちる。

「こういう時は〝ありがとう〟と言うものだと、以前にグレスから教わったのだがな……」

　そして彼は、どこか切ない微笑を口元に刻きざんだ。
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　常夜の教団の城から外に出たイナミは、自らが召喚した朱鳥にカナイを乗せ、神鳥の城を目指して飛行していた。

「カナイ、大丈夫か？」

　肌を刺す凍いてつく向かい風から庇かばうように、イナミはしっかりと、カナイの身体を胸に抱き込む。ぐったりと脱力しているカナイは、薄く開かれた唇で浅く呼吸する合い間に、「平気よ」と強がって答えた。

　本当は今にも神力が尽きて、神鳥の本能が消滅しかけていた。もはや視力も頼りにならず、冷たい空気を吸い込む喉のどが焼けるように痛む。身体の方などとうに限界を超え、自分の意思で動かそうとしても、指一本すら言うことをきかなくなっていた。

（私、本当に死ぬのね……）

　薄うす靄もやに包まれた意識で、カナイはぼんやりと思う。

　間ま近ぢかに迫る人生の終幕を前にして、今こん生じようにまったく未練がないわけではない。やりたいことや、知りたいことは山ほどあるし──正直、できることなら死にたくないと思っている。けれどカナイは、自分の下した選択に後悔だけはしていなかった。

　常夜の教団を壊かい滅めつさせ、大地の歪ひずみを封じたことで、人間界が魔族に侵しん略りやくされる危機は去った。大切な人達の生きる世界を守れただけで、満足しなければならない。それ以上を望むのは、欲張りというものだ。

　不思議と、死の恐怖は感じられない。それよりも、神鳥としての使命を果たした達成感の方が、遙かに勝っていた。

「今にも死にそうな顔をして、強がったりするんじゃない」

　その時、顎に大きな手が添えられ、顔をそっと上うわ向むかされた。

　霞かすんだ視界が、イナミの輪りん郭かくを捉とらえる。何をするのか尋ねようと、カナイが口を開こうとした刹せつ那な──冷えた唇を、柔らかな温ぬくもりに塞ふさがれた。

　触れ合った唇から、優しい熱が全身へ広がる。ぼやけた視力も回復し、呼吸も少し楽になった気がした。

「……イナミ、どうして？」

　突然の口付けから解放され、カナイは掠れた声で問う。しかし、イナミは何も言わず、再びカナイの唇を塞いだ。

　浅い呼吸しかできないカナイを気き遣づかった、小鳥の啄ついばみのごとき口付け。ゆっくり、何度も唇を重ね合い──やがてイナミは、風鳴りに搔き消されぬよう、カナイの耳元で囁ささやく。

「どうだ。少しは、身体が楽になったか？」

「え……」

　最初は、何を言われたのか理解できなかった。けれどカナイは、すぐに彼の意い図とを察して、気落ちした様子で視線を伏せる。

　神気を消費して動けなくなった時、以前にもイナミと口付けを交わしたことがあった。今回もあの時と同じように、彼は自分に神気を分け与えてくれたのだろう。

（なんだ、そういうことだったのね）

　最さい期ごくらい、甘い気持ちに包まれて死にたかったのに。どうして現実は、こうもほろ苦いのだろうか。

「これが、恋人からの口付けだったらよかったのに……」

　思わず零こぼれた、本音と涙。

　カナイの呟つぶいた言葉に、イナミは僅かに目を見開く。だが彼は哀切な微笑を湛たたえると、カナイの目元に浮く雫しずくを吸い取ってやる。

「何もこれが、最後の口付けというわけでもないだろう。恋人なんて、これから見つければいい。生きてさえいれば、お前は自由に恋をすることができるんだ。だから──頼むから、私よりも先に死んでくれるな」

　身体の脇に垂らしていた手を力強く握られ、カナイは呆ぼう然ぜんとイナミの顔を見返す。

「私が神鳥としての御み印しるしを失った時、魔物に喰われかけているところを、お前に助けられたのを覚えているか？」

「……えぇ」

「あれから──いや、お前と出会った時から、私の人生は変わった。最初は、神かみ降おろしされた当時の自分と似ているお前のことを、ただ世話しているつもりだったのに、なぜこんな想いを抱くようになったのだろうな」

　今まで見たことがないくらい、真剣な面おも差ざしをしているイナミから、もう一度温あたたかな口付けが落とされた。

　ひどく切ない唇の感触に、新たな涙がこめかみを伝う。

　言葉もなく、静かに泣いているカナイと額ひたい同士を重ね、イナミは想いを言葉に乗せて紡つむぐ。

「神気を分け与えるにしても、他に方法はいくらでもある。けれど私は、あえてこの方法を選んだ。その理由が、お前に分かるか？」

「そ、そんなの……分からないわよ……」

　血の気が失うせていた頰を、カナイはほんのりと淡たん紅こうに染める。そんな彼女の様子に、イナミはどこか悲しげに微笑み、短い答えを返した。

「私がお前に、口付けをしたかったからだ」
















　それはまるで、愛の告白のようで──。

　伝えたい言葉が胸中に溢れ出すが、どう頑張っても、唇が上う手まく動いてくれない。イナミの瞳を見つめることしかできず、カナイはもどかしさから切なげに眉まゆ根ねを寄せた。

　その時、朱鳥が甲かん高だかい鳴き声を上げ、緩ゆるやかに降下を始める。

　どうやら、目的地が近いらしい。

　想いを言葉で伝えられない代わりに、カナイは懸命に表情を綻ほころばせ、最後にイナミへ精一杯微笑んで見せた。







　イナミの朱鳥は、神殿の中庭に降り立った。

　この時点でカナイは、喉をヒューヒューと鳴らして苦しそうな呼吸を繰り返し、目を開けている気力すらなくなっていた。それでも彼女は重い口を開け、自分を横抱きにするイナミへ、「私の部屋に行って」と吐と息いきのような声で伝えた。

　息も絶たえ絶だえなカナイのため、イナミは心配顔で集まった神官や巫み女こを押し退のけ、形なり振ふりかまわず彼女の部屋へと急いだ。

「カナイ、着いたぞっ！」

　乱暴に扉を蹴けり開けたイナミの声に、ぴくりとカナイの睫まつ毛げが震える。

　意識を失う寸前だった彼女は、薄っすら目を開けると、震える指先で窓辺を指差した。そこには、ココシュカの忘れ形がた見みである、ウルトリアの鉢植えが置いてあり──イナミは黙って、カナイを鉢植えの側そばまで連れて行った。

「……イナミ、ありがとう……。私を下ろして、ココの花を取ってくれる……？」

　青白い顔色でカナイが頼めば、イナミは彼女の身体を絨じゆう毯たんの敷かれた床に下ろし、言われた通りウルトリアの鉢植えを手渡す。

　最後の力を振り絞り、ウルトリアの鉢植えを両手で抱えたカナイは、漆しつ黒こくの花弁を三枚だけ残した花を見て、ふっと目元を緩めた。

「間に合って、よかった……」

　音にならない声で呟つぶやくと、カナイは鉢植えをぎゅっと抱え込む。

（ねぇ、何をするつもりなの？）

　いまだカナイは、もう一人の自分が何をしようとしているのか分からなかった。

　不安そうなカナイの問いに、神鳥の本能は何も答えようとはせず──次の瞬間、カナイはそれまで一つに融ゆう合ごうしていた精神が、再び二つに分かれるのを感じた。

『短い付き合いだったけど、私達もこれでお別れね』

　そんな声が脳のう裏りで響いたかと思えば、身体からずるりと何かが抜け出る感覚に、カナイは鉢植えを抱えたまま、ゾクリと背筋を震わせる。霞かすむ眼で見上げた先には、神降ろしされて間もない頃、継けい承しよう式しきの最中に精神世界で対面した、もう一人の自分が浮いていた。

　珍しく彼女は邪気のない笑顔で、呆ぼう然ぜんとしているカナイへ笑いかける。

『馬鹿みたいに正義感が強くて、無理難題ばかり押し付けられたけど、私の半身があんたでよかった。私は役目を終えたら消える運命だけど、あんたはきっと死んだりしない。──この私にここまで言わせて、この後ポックリ死んだりしたら、ただじゃおかないんだからね？』

（あんた……本当に、何をするつもりなのよ？　そんなしおらしいこと言い出すなんて、いつものあんたらしくないじゃない）

『だって、ただ消えるだけじゃ面白くないでしょう？　それなら最後に、後世に語り継がれるような超特大級の奇跡ってヤツを、一発派手に起こしてやろうと思ってね』

　茶目っ気たっぷりに片目を閉じた本能は、カナイの抱き締めるウルトリアの鉢植えに、薄く透けている両手を添えた。

　彼女が触れた部分から、鉢植えに温かな力が流れ込む。すると、枯れかけていたウルトリアの花が、淡い紅ぐ蓮れんの光を発し始める。やがて光は輝きを増し、鉢植えを中心にゆっくりと拡大してゆき、カナイの身体をすっぽりと包み込んだ。そして、光の周囲には真紅の魔法陣が浮かび上がり、静かに旋せん回かいを始めた。

「カナイ！　お前、いったい何をしているんだ!?」

　咄嗟にイナミは、光に包まれたカナイのもとへ駆け寄ろうとする。だが、彼の身体は鮮烈な光の壁に弾はじき飛ばされ、絨毯敷きの床に倒れ込んだ。

　強かに打った頭を左右に振り、すぐさま立ち上がったイナミは、凄すさまじい熱を持った光の壁を素す手でで叩く。

「カナイ、やめろ！　やめてくれっ！」

　皮膚が焼け焦こげ、激痛を訴えても、イナミは声の限りに叫び続けた。

　光の向こうから聞こえてくるイナミの声に、カナイは大丈夫だと返事しようとしたが、今や声を出す余力もなく──光の洪水に包まれたカナイは、きつく目を閉じ、鉢植えを抱えて身を固めていることしかできなかった。

　そんな彼女の脳のう裏りで響いたのは、本能のどことなく寂しげな声。

『私が全身全霊で起こした奇跡、あんたは生きて、その目でしっかり見届けなさいよ。あんたは、もう一人の私なんだから──幸せになりなさいよね？』

　高たか飛び車しやで高こう慢まんちきな神鳥の本能が、この世から消え去る間ま際ぎわにカナイへ託した想いは、痛いくらいの優しさだった。

　彼女の言葉が心へ染しみ渡るのを感じながら、ついにカナイは深い闇へ意識を落とした。
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　濃い緑の草原に囲まれた小道を、小柄な少女が裸足はだしで歩いていた。

（私、これからどこへ行くのかしら？）

　白い着物姿で、短い髪を風になびかせ、ただ無心で歩みを進め続ける。

　自分がどこへ向かっているのか、ここがどこなのかも分からない。しかし漠ばく然ぜんと、前へ進まなければいけない気がして、足を止めることはできなかった。

　硬い地面を踏み締めているはずなのに、あたかも雲の上を歩いているかのような感触を、ふわりふわりと足裏に感じる。風が吹いているのに、周囲の草原はそよともせず、じっと沈ちん黙もくを貫つらぬいている。

　無音の世界の空は、目に痛いほど蒼あおい。

　そんな空を見上げていると、無む性しように何か大切なことを忘れているような気持ちになる。

（どうして空を見ているだけで、こんなに胸が切なくなるの？）

　着物の上から、得え体たいの知れない感情で一杯になった胸を押さえると、紺碧の瞳から溢れた涙が、乾いた地面を濡らした。

（な、なんで？　涙が、勝手に……っ）

　自らの意識とは関係なく、ボロボロと零れ落ちる涙に、淡々と進められていた少女の歩みが初めて止まる。

　着物の袖で、躍やつ起きになって目元を擦こすっていると、遠くから誰かの声が聞こえてきた。

『そんな風に目を擦ると、後で赤く腫はれてしまうぞ？　まったく。そんな風に泣くのなら、大人しく俺達のもとへ戻ってこい』

　深みのある低い声に、心臓がトクンと脈打つ。

　聞き覚えがあるはずなのに、誰の声なのか思い出せない。けれど一瞬、夜よる色いろの瞳で薄く微笑む青年の姿が、頭の中に浮かんで消えた。

　彼の正体が分からず、少女が呆然と立ち尽くしていると、今度は別の声が響く。

『お一人で泣くなんて、水みず臭くさいじゃありませんか。辛いことがあるのなら、僕が相談に乗らせていただきますよ？』

　聞いているだけでホッとする、優しい声だ。白しろ妙たえの髪を持つ青年が、穏おだやかに手招きする姿が脳裏に浮かび、カナイの頰を新たに溢れた涙が幾筋も伝う。

（あなた達は、誰なの？　私は、いったい……？）

　忘れている「何か」を思い出そうとすれば、頭の芯がズキズキと痛む。この時になってようやく、自分が何者なのかさえ忘れていることに、少女は気がついた。

　忘ぼう却きやくの彼方かなたに消えた、多くの記憶。今まで、自分がどのような人生を送ってきたのか、想像することもできないが──失った記憶は、どれも消し去りたくはない、とても大切なものだったような気がしてならない。

「駄目だろ、カナイ」

　草原の真まっ直ただ中なかに突っ立ち、涙を流している少女の手を、いきなり大きな手が摑んだ。

　泣き濡ぬれた瞳で見上げた先では、青せい碧へきの髪の青年が、太陽のように晴れやかな笑顔を浮かべていた。

「お前は、この先に来ちゃいけねぇ。まだあっちの世界で、やるべきことが山ほどあるだろうし、みんなお前のことを待ってるぞ？」

（みんな……？　誰か、私のことを待ってるの？）

「あぁ。お前が戻ってくるのを、大勢の仲間達が待ってるんだからさ、オレと一緒にあっちの世界に戻ろうぜ？　オレはだいぶ前からこの道を歩いてたけど、いつまで経っても目的地には着かねぇんだよな。つーか、目的地があるのかも、お前だってよく分からねぇだろ？」

　青年から朗ほがらかに問われ、少女はコクリと頷うなずく。

　自分はいつから、この道を歩いていたのだろう。ただ足を前に進めていただけで、道の先に何があるのか、考えようともしなかった。

　だったらさ──と、青年は少女の目の端はしに浮いた涙を親指の腹でぬぐい、しっかりと繫いだ彼女の手を引いて、草原の小道を後戻りし始める。

「こんな草しか生はえてねぇ、だだっ広いだけの場所を歩いてるよか、みんなのトコに戻って楽しく生きようぜ？　ほら、耳を澄ましてみろよ。お前の名前を呼ぶイナミの声が、聞こえてくるだろ？」

　言われた通り耳を澄ませば、遠くから微かすかに、何かを叫ぶ青年の声が聞こえてきた。

　高くも低くもない、耳に心地ここち良よい声だ。この世界に広がる空のように、深い蒼の瞳を持つ彼は、いつだって自分の側にいてくれた。

（イナミ……）

　彼の名を、音として響かない声で口に出す。

　歩いてきた道を戻る度たび、失くしていた記憶が、再び鮮あざやかに蘇ってゆく。

（鷹雅さん、グレスさん──私、もう一人で泣かないよ）

　零れそうになる涙を、ぐっと堪こらえる。そして少女は、本来帰るべき道の出発点を真まっ直すぐに見据え、確かな足取りで歩き出す。

　どうして、こんな大切なことを忘れていたのだろう。辛つらいこと、悲しいことは沢山あったけれど、それでも忘れたいと思った記憶なんて、今まで一つもなかったはずなのに。──もし、この大きな手の持ち主に導かれなければ、自分は当あて所どない旅路を歩み続けたかもしれない。

『私が全身全霊で起こした奇跡、あんたは生きて、その目でしっかり見届けなさいよ。あんたは、もう一人の私なんだから──幸せになりなさいよね？』

　そう言って消えた、もう一人の自分との約束を守るために、何もかも忘れて大人しく死ぬことはできない。

　生きて幸せになることが、これからの自分に与えられた最大の使命なのだ。

「さぁ、ここからはオレと進む道が違う」

　やがて道の分岐点に辿たどり着つき、青年が繫いでいた手を離した。

　左右に分かれた道の真ん中に立ち、少女は青年の金色の瞳を見つめ、泣いて赤らんだ目元を和なごませる。

（ココ、忘れていてごめんね？　あと、私を連れ戻してくれてありがとう）

　死後の世界に旅立ってからも、彼は自分を助けてくれた。

　頰を朱に染めてはにかむ少女の笑顔に、青年は豪快に大たい笑しようする。

「オレは一生、カナイの守護者だからな。お前を守るためなら、地獄にだって駆けつけるぜ？」

（失礼ね。私、地獄になんて落ちないわよ）

　わざと怒ったふりをして、プクッと頰を膨ふくらませると、青年は「それもそうか」とケラケラ笑う。久しぶりに交わす、微妙に頓とん珍ちん漢かんな会話が嬉しくて、少女はつい我慢できずに噴き出してしまった。

　二人で一ひと頻しきり笑うと、青年は右側の道を指差して言う。

「そんじゃあ、オレはこっちの道だから。お前は自分の道を、しっかり戻れよ？」

（ちょ、ちょっと待って！）

　あっさり手を振って、右の道を歩き出そうとした青年を、少女は慌あわてて呼び止める。

（ココはこれから、どこに行くの？）

「さぁて、どこに辿り着くもんかなぁ？　実は自分でも、よく分からねぇんだけど──今のオレ達にできることは、自分の道をしっかり歩くことだ。ここで一旦別れても、いつかまた同じ道に出るかもしれねぇだろ？　それまでの、さよならだ」

（それじゃあ私達、また会えるのね？）

「会えるに決まってんだろ。オレはこの道を歩きながら、お前達と再会すんのを楽しみにしてるぜ。……あ、だけどそん時は、みんな皺しわくちゃの爺じじ婆ばばになっててもらわねぇとな。お前みてぇに、あんま早くこっちの世界に来られても困るしよぉ」

　大口を開けて笑った青年は、「んじゃ、またな！」と爽さわやかに手を上げて去ってしまう。

　再び独ひとりぼっちになった少女は、自分に与えられた左の道に向って真っ直ぐ立つ。

（イナミが、私のことを呼んでる……）

　道の先から聞こえる自分の名を呼ぶ声に、少女は裸足で地面を蹴って走り出す。

　自分の居場所は、こんな草と空しかない世界じゃない。大勢の仲間達が待つ場所こそ、安心して過ごすことのできる、自分に与えられた絶対唯一の居場所なのだ。

　あの、優しくて温かな場所へ戻りたいと強く願う。

　すると、周囲に広がっていた景色が突とつ如じよとして変化した。

（この場所は……っ！）

　立ち止まり、上がった呼吸を整えつつ辺あたりを見回し、愕がく然ぜんとする。

　ここは一年ほど前まで、自分が暮らしていた天界の屋敷ではないか。板張りの外廊下に、松やつつじが植えられ、整然と管理されている中庭。当時と何一つ変わらぬ景色に、少女の胸に言い知れぬ懐なつかしさが込み上げた。

（思えば全部、ここから始まったのよね）

　あの日と同じく、朝あさ露つゆにしっとりと濡れた下草を踏み締め、少女は庭の奥へと歩き出す。

　やがて辿り着いたのは、庭の隅すみで滾こん々こんと湧く小さな泉。その縁ふちへ膝ひざをつき、水面を覗き込むと、紅蓮の御印が消えた自分の顔が映る。

（戻らなくちゃ、私の居場所に）

　泉からは水の湧く音と共に、イナミの声が聞こえてくる。静かに立ち上がった少女は、一切迷うことなく、自ら泉の中へ飛び込んだ。

　中身を失った自分から、本来の自分に戻るために──。
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　果たして、どのくらいの時間を眠って過ごしたのだろう。

　長い眠りから目を覚ますと、まずは見慣れぬ高い天てん井じようが見えた。ここは、いったいどこなのだろう。顔を傾け、自分の置かれている状況を確認しようとしたところ、窓辺から差し込む日差しで視覚が眩くらんだ。

「カナイ？」

　微かな身じろぎにベッドが軋きしみ、その音が聞こえたのか、儚はかなく掠れた声が室内に響く。何度か瞬きをして、視界がはっきりすると、自分を見下ろす紺青色の瞳と目が合った。

　草原の小道を歩いていた時、見上げて涙した空と同じ色だ。

「……ただいま、イナミ……」

「──っ！」

　殆ほとんど吐息の声で呟き、ふんわりと微笑みかければ、イナミの顔が泣きそうに歪ゆがむ。

　次の瞬間、ベッドに力無く沈んでいた身体を強引に抱き起こされ、カナイは驚いて僅かに目を瞠みはる。声を出すこともできず、じっと互いの顔を見つめ合い──イナミは最後まで何も言わず、苦しげな表情のまま、カナイの小さな身体を力強く抱き締めた。

　男らしい広い胸の温ぬくもりに、生きている喜びと実感が溢れる。

　背中に回された腕は、痛いくらいに身体を締めつけてくるが、今のカナイにはその痛みですら、喜ばしく感じられた。

「もう、目を覚まさないかと思った……っ」

　もしかしたらイナミは、本当に泣いているのだろうか。肩口に顔を埋うずめてそう言った彼の声は、微かに震えていた。

　カナイは懸命に、力の入らない腕をイナミの背中に回して、彼の身体を抱き締め返す。

「あなたが、私の名前を呼ぶ声が聞こえたから……こうして、戻って来られたの。あなたが呼んでくれなかったら、私はきっと、目を覚ますことができなかったわ……」

「お前は丸一ひと月つきも昏こん睡すい状態で、生死の境を彷徨さまよっていたんだぞ!?　その間に私が、何度お前の名前を呼んだと思っている！　その声がお前に届くのは、当然だ！」

　悲痛な声で思いの丈たけを素直にぶつけてくるイナミに、カナイの目頭も自おのずと熱くなる。

「グレスや鷹雅だって、何度もお前の様子を見に来ていた。他の者達も、お前のことを案じて、日に何人も見舞いに訪れていたんだぞ？」

「……うん」

「頼むから、もう二度とこんな無茶はしないでくれ。この一月の間、私はお前の側を離れることができなかった。夜、自室に戻って眠っている間に、お前の身に何かあったらと考えるだけで、自分でもおかしいと思うくらい怖くなるんだ」

「……うん、ごめんね……？」

　草原の小道を、自分が一カ月も当て所なく歩き続けている間、イナミはどれほど心を痛めてくれたのだろう。

　彼の気持ちを考えるだけで、涙が溢れて止まらなくなった。

「お前を失わずに済んで、本当によかった……っ！」

「……私も、またあなたと会えて……とっても、嬉しいわ……」

　寝巻き越しに感じる、イナミの温ぬくもりが心地良い。

　彼にこうして抱き締められていることが、まるで夢のように思える。けれど、痛いくらいに身体を締め付けられているので、これが現実であることがすぐに分かった。

　イナミの肩越しに見える窓からは、フレイムローズ神殿のすぐ側にある中庭が見える。淡い色合いの花々が、柔らかな陽光を受けて花開いている光景に、カナイは泣きながら微笑む。

　どうやら自分が眠っている間に、長い冬は終わっていたようだ。

　初めてこの世界へやって来た季節に、こうして目覚めることができたことが、カナイにとって大きな奇跡に感じられた。
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「なんだか、急に気が抜けちゃったわね……」

　生死の境さかいを長いこと彷徨さまよっていたせいか、それとも、額の御印が消えて神鳥の力を完全に失ったせいだろうか──カナイは目が覚めて七日が経過してなお、神殿の特別病室で絶対安静を言いつけられていた。

　少し前までは、いつ魔物が出現するかと常に気を張り続けていたのに。自分から魔物と戦う力が消えたことで、胸にぽっかりと穴が開いてしまったような、言葉にできない虚むなしさを感じてしまう。

　今のところ、魔物の討とう伐ばつは先々代達と自分の守護者で、どうにか協力して行っているらしい。最初はあれほど嫌だったのに、いざ魔物と戦えない身体になると、妙に悔くやしい気持ちになった。

「平へい穏おんな日常って、こんな感じだったかしら？」

　天界にいた頃は勉強と戦いの訓練ばかりで、こんな風に穏やかな時間を過ごしたことは、一度もなかった気がする。

　せめて、歩けるくらい体力が回復したら、春の花が咲き乱れる中庭を散歩できるのに。それが無理なら、本だけでも読ませてもらいたい。一日中ベッドの上で、ぼんやりと窓の外を眺めているなんて、退屈すぎて逆に病気になりそうだ。

　けれど生き真ま面じ目めな女官は、絶対安静の指示が解除されるまで、何もせずに寝ていろと言う。

「退屈ってこの世の贅ぜい沢たくかと思ってたけど、実は人生にとって最大の敵だったのね……」

　長いため息をつけば、前髪が疲れたように揺れた。

　その時、病室の扉を叩く音が響くと同時に、虚うつろだったカナイの瞳へ生気の光が灯ともる。

　暇を持て余した彼女にとって、見舞いに訪れてくれる人達と対話する時間が、何よりも楽しみだった。絶対安静というカナイの立場上、見舞い客はあまり長居をしてくれないが、それでも誰かと言葉を交わせるだけで十分だ。

　今日は誰が来てくれたのだろうかと、胸を弾はずませるカナイが「どうぞー」と返事すれば、扉が静かに開かれる。

「カナイ様、ちゃんと安静にされていますか？」

　ひょっこり姿を現したのは、グレスだった。

　彼は自分の残した置き手紙がきっかけで、常夜の教団との決戦後も、髪を隠すフードを被かぶらなくなっていた。本日も、堂々と白しろ妙たえの髪を晒さらしているグレスは、明らかに喜き色しよく満まん面めんで終しゆう始しにこにこしている。

「どうしたの、グレスさん。すごく嬉しそうだけど、何かいいことでもあった？」

「カナイ様が無事に目を覚まされてから、僕はいつでも上機嫌ですよ。けれど今日は、別件でもいいことがありましたので、更に機嫌がいいんです」

「へぇー、そうだったの。だけど、グレスさんがそこまで喜ぶくらいいいことって、いったい何かしら？　難しい古代書を読み解とけたの？　それとも、大神官の称号を貰もらったとか？」

　ベッドから身を乗り出し、興きよう味み津しん々しんで尋ねてくるカナイに、グレスは「違いますよ」と苦笑いした。

「カナイ様にご無理をさせないため、今日まで厳重な箝かん口こう令れいが布しかれていたのですが、それも先ほど解除されたので、真っ先にお知らせに参りました」

「か、箝口令？」

「このことをお知らせすると、カナイ様がベッドから抜け出しかねないため、姫巫女様が発令していたんです。──あ、決して悪いお知らせではないので、不安にならないでくださいよ？　カナイ様に心的負担をかけないという条件で、面会を許可されているので」

「それは、分かったけど……姫巫女様から口止めされてたことって、何なの？」

　自分がベッドから抜け出すこと確実で、しかも良い知らせであるという。

　いくら考えても、心当たりが見つからない。小難しい顔で、似合わない皺しわを眉間に刻むカナイに対し、グレスの笑顔は更に輝く。

「僕が説明するよりも、実際にお会いしていただいた方が早いので、早速入室していただきますね」

　そしてグレスは、開けっ放しの扉へ向かって、「もういいですよー」と呼び掛ける。すると、毛もう布ふの塊かたまりを背負った鷹雅が、無言で部屋の中に入ってきた。

　無論、カナイの視線は彼の背負っている毛布の塊へ、がっちりと釘づけになる。

「た、鷹雅さん……その背中に背負ってるのって、もしかして人？」

　戸惑いがちにカナイが問えば、鷹雅は毛布の塊をベッド脇の椅子へ降ろし、うんざりした様子で首しゆ肯こうする。

「まだ外を出歩ける状態でもないのに、どうしてもお前に会いたいと言い張ってな。あまりにもうるさいので、風邪を引かぬよう毛布で包み、仕方なく俺が背負って連れて来たんだ」

「事情は分かったけど、毛布の中身はいったい誰なの？」

「それは、自分の目で見て確かめることだな」

　鷹雅が凝こり固まった肩を叩き、深いため息をついていると、毛布の塊が不ふ穏おんに蠢うごめき出す。

　まるで蓑みの虫むしのように、外側から厳げん重じゆうに毛布で包まれているため、顔を出すのにも苦労しているようだ。それでも、しばらく内側での奮闘が続くと、毛布の端がはらりと捲めくれ──中からにょきっと、青せい碧へきの物体が飛び出した。

「よっ、カナイ！」

「ひ……っ、ぎ、ぎゃあぁぁぁあ──っっっ！」

　毛布から首だけ覗かせ、ニカッと笑っているのは、死んだはずのココシュカではないか。

　盛大に絶ぜつ叫きようしたカナイに、ココシュカは剝むくれ顔で抗議する。

「なんだよー。せっかく見舞いに来てやったのに、化け物でも見たような悲鳴を上げやがって。いくらオレでも、そんな反応されると普通に傷つくぜ」

「ど、どうして？　なんでココが生きてるのよ？」

　彼はウルトリアの呪いで、命を落としたはずなのに。どうして目の前に──しかも、子供だった頃のような元気な状態で、平然と存在しているのだろう。

　まさか、自分はいまだに長い夢の中にいるのだろうか。あの世界で彼は、死の旅路を歩む自分の手を取り、もとの世界へ戻る手助けをしてくれた。即すなわち、死後の世界へ旅立った彼が存在しているこの世界は、現実でないということだ。

　蒼そう白はくの顔色で、自分の頰を抓つねっているカナイの反応に、なぜかグレスと鷹雅が同時に怪け訝げんそうな顔をする。

「あの、カナイ様──倒れる直前にご自分がなさったことを、覚えていらっしゃらないのですか？」

「俺達はイナミ様から、お前がココを生き返らせたと聞いたのだが……」

「わ、私がココを生き返らせたですって!?」

　二人の言葉に、カナイは本日二度目の素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　そして思い出したのは、消滅する寸前にもう一人の自分が残した台詞せりふ。彼女は自信たっぷりに、「超特大級の奇跡」を起こしてやるとか言っていたが──その奇跡とやらが、ココシュカの復活だったのだろう。

（これって、超特大級どころか、史上最高の奇跡じゃない……）

　驚きに目を白黒させている自分を見て、高笑いしている彼女の声が、空の上から聞こえてくるような気がする。

「それにしても、案外すぐ同じ道に辿り着いたな？」

「え？」

　意味深なココシュカの問い掛けに、カナイはきょとんと目を丸めたが、すぐに彼が何を言わんとしているのか気がついた。

「もしかしてココ、あの世界でのことを覚えてるの？」

「忘れるわけねぇじゃん。実はお前と別れた後、すぐに赤い鳥が飛んできてよぉ。そいつを追いかけてったら、いつの間にか生き返ってたんだよな。しかも、病気まで綺麗さっぱり治ってるんだから、二度びっくりだぜ」

「それじゃあ、また前みたいに元気に生活できるのね？　よかったじゃない、ココ！」

　カナイがやっと笑顔になれば、ココシュカも後ろ頭を搔いて、照れたように笑う。

「当分は生き返ったばっかで、安静にしてなきゃ駄目らしいけど、二ふた月つきもすれば走り回れるくらいには回復するってさ。オレ、一生子供の姿のままで、大人になれないで死んでいくのかと思ってたけど──お前のお陰で、これからは歳とし相そう応おうの人生が送れそうだ。ありがとな、カナイ」

　ぽむぽむと、大きな手で頭を優しく叩かれる。

　すっかり大人びてしまったココシュカの顔を見つめ、カナイは「それはお互い様よ」と言って、柔らかく微笑む。

　彼が引き止めてくれなかったら、自分は今頃死んでいただろう。その大きな手で、自分の小さな手をしっかりと握り、帰り道を一緒に辿ってくれたから──再びこの世界へ、戻ってくることができた。

　何度も命を助けてくれるココシュカには、どれほど感謝しても足りないくらいだ。

「だけどオレ、守護者の力を御印ごと全部イナミに譲ゆずっちまったから、もう魔物と戦えねぇんだよなぁ。それだとやっぱ、この城に居続けたら不ま味ずい……よな、やっぱ」

　頰を搔き、「たはは……」と乾いた笑い声を漏らすココシュカ。そんな彼に、カナイが何事か言いかけた時、彼女よりも早くグレスが興奮気味に叫んだ。

「何を言っているのですか、ココ！　あなたは代々古代術を守ってきた、特別な一族の出身なのでしょう？　ならば、古代語を読み解とくこともできるはずです！　違いますか？」

「ま、まぁ……古代語は、ばっちゃんからみっちりと叩き込まれたから、読み書きは完璧にできるけど？」

「それだけで十分です！　現在のフレイムローズ神殿で、古代語の完璧な読み書きができる者など、神官長と姫巫女様のみなのです。しかし、日頃からご多忙なお二人が、古代書を読み解くようなお時間など取れるはずもなく──私達神官が、地道に一文字ずつ解読する作業を行っているのですよ」

「つまりグレスは、オレにその作業を手伝えって言いたいのか？」

　神妙な顔つきでココシュカが尋ねると、グレスは鷹おう揚ように頷うなずく。

「未読の古代書は、かなりの数が遺跡などから発掘されていますからね。ココには翻ほん訳やくの仕事をしながら、神官や巫女に、古代語を教える教師役もお願いしたいのですが……」

「オレが教師!?」

　裏返った声で叫んだココシュカに、傍はたから成り行きを見守っていたカナイと鷹雅は、ついつい噴き出してしまう。

　揃って笑い出した二人に、ココシュカは情けない顔で訴うつたえる。

「なんだよぉ～、二人して笑わなくてもいいじゃねぇか」

「す、すまない。しかし、神殿内を泥だらけで駆けずり回っていたお前が、いきなり勉学を伝授する教師役に選ばれるなど……些いささか、予想外でな」

　笑いに震える声でそう言った鷹雅に、ココシュカは不機嫌な半眼でぶすくれる。

「悪かったな、似合わなくて。どうせオレは、野山を駆け巡るだけが能の野生児だよ」

「だから、すまなかったと謝っているだろう。しかしココ、教師役を引き受ければ、今まで通り神鳥の城で生活できるのだぞ？　──たとえ守護者の力を失ったとしても、俺達は共に戦場を駆け抜けてきた仲間だ。たとえ御印が消えても、この絆だけは消えんぞ」

　ようやく笑いを収めた鷹雅は、節ふしくれ立った指先で己おのが右目の下をなぞる。

　神鳥の力が失われ、カナイの額から紅蓮の御印が消えるのと時を同じくして、彼女の守護者達からも御印が消えていた。だが、御印など無くとも、彼らがカナイの守護者だった事実は永遠に変わらない。

　出会ってから、いまだ一年の月日しか経っていないが、仲間同士の絆はすでに固く結ばれていた。

「ココがお城に残ってくれたら、きっと神官や巫女は大助かりね。それに私、ココが古代語の先生をしている姿、見てみたいわ」

「カナイ、それマジで言ってんのか？」

「えぇ、大マジよ。だけど、神殿でお仕事するようになるんだから、ココも神官服を着なくちゃいけなくなるわね。グレスさんのことだから、そっちの準備は万ばん端たんに整えてあるんでしょう？」

　猫のようににんまりと笑うカナイに、ずれた眼鏡めがねの位置を直すグレスは、「当然です」と答えた。予想通りの返事を得たカナイは、今度はココシュカへ満面の笑顔を向ける。

「そんなわけだから、これからもよろしく。ココシュカ先生の授業、私も楽しみにしてるわ」

　花咲くようなカナイの微笑みに、ココシュカは僅かな逡しゆん巡じゆんの間まを置いた後──何かを諦あきらめるように嘆たん息そくして、「よろしくな」とだけ返した。
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　カナイの体調が日常生活を送れるまでに回復した、春も半なかばに差しかかった頃。

　その日、国王軍第四部隊の隊長として、二名の人物を連れたアークライトが、神鳥の城を訪れていた。

「お久しぶりです、カナイ様」

　客間の長椅子に座り、正面の席のカナイへ深々と頭を下げたのは、普通の町娘らしい格好をしたロゼリアだった。彼女の隣には、厚手の肩掛けを羽は織おったジュダが座っている。

　軽く咳せき込んでいるジュダが、ロゼリアに倣ならって頭こうべを垂たれようとするのを止め、カナイは柔らかな笑顔を浮かべた。

「ロゼリアさん、頭を上げてください。せっかくこうして会えたのに、顔を見てお話ができないのは寂さびしいです」

「し、しかし……」

　常夜の教団との戦いを終えてから、王都の神殿に身み柄がらを引き取られ、国王軍の監視を受けながら治療を受けていた二人。

　自らが犯おかした罪の重さから、カナイに合わせる顔が無いと、ロゼリアは頭を上げることを渋しぶる。そんな彼女の行動を、扉脇の壁に身を預けて眺めていたアークライトが、苦笑交じりにやんわりと諫いさめた。

「あまり強ごう情じようを張っていると、面会時間が終わってしまうよ。キミはなんのために、この城に戻ってきたんだい？　頭を下げるためだけに、ここへやってきたわけじゃないだろう？」

　アークライトの言葉を受け、ロゼリアは微かすかに肩を揺らし──やがて意を決したように、伏せていた顔を上げた。

　やっとまともに顔を合わせたロゼリアは、以前にも増して、だいぶやつれたように見える。

「ロゼリアさん、ご飯をしっかり食べてますか？　そんなに瘦やせちゃったら、今に病気になって倒れちゃいますよ」

「……私の身体など、もうどうでもよいのです」

　気まずさから視線を卓上へ落とし、己の腕に指を食い込ませるロゼリアは、抑よく揚ようのない口調で続ける。

「私は愚おろかにも、カナイ様を裏切ったのですよ？　それなのになぜ、今も変わらず私のような者にも、お優しく接してくださるのですか？　本来ならば私にはもう、あなた様と言葉を交わす資格などないのに……っ」

　最後の方は声が震え、必死で堪こらえていた涙の雫が、ロゼリアの瞳から零れ落ちた。

　かつては男装の麗人として、多くの女性陣から慕したわれていたロゼリアの面おも影かげは、どこにも見られない。常に一つに編まれていた三つ編みも、今日は無む造ぞう作さに垂らされているだけで──微かな嗚お咽えつを漏もらして涙する彼女は、どこにでもいる平凡な娘に戻っていた。

「カナイ様……ロゼは、何も悪くありません」

　泣き出したロゼリアを、さり気なく自分の胸元へ抱き寄せたジュダが、一いつ片ぺんの曇くもりもない菫すみれ色いろの瞳で、真まっ直すぐにカナイを見つめて言う。

「見ての通り、私の身体は病魔に侵おかされております。家族からも、使用人からも、病やまいがうつることを恐れられ、孤独な幼少期を過ごしました。けれど、ロゼが私専属のメイドとして、屋敷に奉ほう公こうへやってきてから、苦痛でしかなかった日常が変わったのです」

　細いけれど大きな手で、か細く震えるロゼリアの肩を撫なでるジュダの姿からは、とても深い愛情が伝わってくる。

　胸が切なく痛むのを感じ、カナイは我知らず、卓の下で両手をきつく握り締めた。

「病がうつるのも恐れず、一人の人間として私と接してくれたのは、今までの人生でロゼだけでした。高熱を出して寝込めば、夜よを徹てつして看病をしてくれる。情けない弱音を吐いても、まるで自分のことのように、親身になって励ましてくれました。そんな、強くて心優しいロゼのことを、私は愛さずにいられなかったのです」

　病びよう床しようで芽め生ばえた恋はどこまでも純粋で、ジュダがロゼリアを愛する想いは、強くカナイの心へ響く。

「ようやくお互いの気持ちが通じ合った矢先に、親が勝手に私の婚約者を決めていたことが発覚し、ロゼは黙って屋敷を去りました。その後ロゼは、家か宝ほうの花瓶を割って屋敷を追い出されたと噓をつき、こちらでメイドとして雇やとわれたそうですが──そのことを知らぬ私は、どうしてもロゼのことを諦あきらめきれず、独自に彼女の居場所を探していました」

「……その最中に、常夜の教団へ捕まってしまったんですね？」

　カナイが控ひかえめに問えば、ジュダは沈痛な面おも持もちで首しゆ肯こうする。

　それから後のことは、説明されずともカナイには分かった。教祖オルディスは、人質のジュダを使ってロゼリアを脅おどして操あやつり、神鳥の城と神殿の内部崩壊を企くわだてたのだ。

「ねぇ、アーク」

　重い沈黙を破り、カナイがその名を呼べば、アークライトは閉ざしていた目を開ける。

「この二人は、これからどうなるの？　やっぱり、無罪ってわけにはならないんでしょう？」

「ジュダ君の方は、完全に被害者なんだけど、ロゼリアちゃんは神殿に、大きな被害をもたらしてしまったからね。だけど、事情が事情だったからさ。本当は打ち首になるところだけど、どうにか二人で罪を半分こして、辺へん境きようにある神殿で一生奉仕活動をすることで、罪を償つぐなってもらうことになったよ」

「それじゃあロゼリアさんとジュダさんは、これからずっと一緒にいられるんじゃない。二人共、よかったですね」

　カナイの口から発せられた想定外の言葉に、ロゼリアとジュダの両名は、揃って彼女を呆然と見返す。

　二人分の視線を注がれたカナイは、徐おもむろに一つ質問を繰り出した。

「ねぇ、ロゼリアさん。どうして私が二人のことを、教団の本ほん拠きよ地ちまで助けに行ったと思いますか？」

「え……」

「せっかく二人共、同じ想いでいるのに、擦すれ違ったままじゃ悲しすぎますよ。これからは二人で幸せに生きてほしいと思ったから、私はあなた達を助けに行ったんです」

　だから──と、カナイは泣いて目元を赤く腫はらしたロゼリアへ、柔らかく微笑む。

「もうこれ以上、自分のことを責めないでください。はっきり言って、私はロゼリアさんから謝あやまられても、嬉しくなんかありません。だって私は、あなたを苦しめるために助けたわけじゃない。あなたとジュダさんを幸せにしたかったから、私は常夜の教団と戦ったんです」

「カナイ様……っ」

「どうかこれからは、二人で幸せに生きてください。罪を償うことは大変かもしれないけれど、きっとジュダさんと一緒なら、ロゼリアさんは大丈夫ですよね？　ジュダさんだって、ロゼリアさんが側にいるだけで、幸せになれるんでしょう？」

　穏やかなカナイの問いかけに、ロゼリアとジュダは共に頷く。そんな二人に、カナイは優しく目を細める。

「それなら二人共、これからは力を合わせて、幸せな生活を送ってください。私にとって、何千回の謝罪よりも、あなた達が幸せになってくれることの方が、とても嬉しいことですから」

　深く愛し合い、互いのことを思い遣やっていたからこそ、背中合わせになってしまった悲しい恋人達。けれど、これからは二人で手を取り合い、同じ道を歩いて行くことができるのだ。

　それはカナイにとっても、喜ばしいことであった。

「隣の部屋に、グレスさんを待たせてあります。今回の件で一番傷ついたのは、私ではなくグレスさんだと思うから──彼にだけは、謝ってあげてください。そしてこれからは、一カ月に一度でもいいから、グレスさんに手紙を書いてあげてくれませんか？　どんなに遠く離れた場所にいても、ロゼリアさんはグレスさんにとって、今ではたった一人の家族なんです。だから、気持ちだけはいつまでも、彼の側にあり続けてください」

　言うべきことを言って満足したカナイは、静かに長椅子から立ち上がる。

「待ってください、カナイ様っ！」

　隣室に待つグレスを呼びに行くため、扉の前に立ったカナイを、ロゼリアが焦あせりを含んだ声で呼び止めた。

　短くなった髪を揺らし、カナイが肩越しに振り返ると、椅子から立ち上がった彼女から、ゆっくりと頭を下げられる。

「どうかこれからも、弟のことをよろしくお願いします。──今まで、ありがとうございました」

　涙交じりの感謝の言葉に、カナイはただ微笑んで部屋を後にした。







　グレスとロゼリアが、最後の別れを惜おしんでいる最中。カナイは、気を遣って席を外はずしたアークライトと、陽ひの当たる回廊で肩を並べていた。

「やっぱり、アークはすごいわね」

「なんのことだい？　キミから褒ほめられるのは嬉しいけど、残念ながら身に覚えがないな」

「もうっ、またそうやってしらばっくれるんだから！　ロゼリアさんに下された刑のことよ。あなたが色々な人を説得してくれたから、ロゼリアさんは打ち首にならなくて済んだんでしょう？　それくらい、私にだって分かるわよ」

　相変わらず、飄ひよう々ひようとした人物を装うアークライトに、カナイはプクッと頰を膨ふくらます。けれど、すぐに神妙な顔つきに戻った彼女は、窓の外を眺めているアークライトへ、深く頭を下げた。

「あなたが頑張ってくれたお陰で、ロゼリアさんとジュダさんだけじゃなく、グレスさんも悲しい思いをしなくて済んだわ。本当に、ありがとう」

「駄目じゃないか、私の可愛い小鳥ちゃん」

　白い手袋に包まれた手が、カナイの顎あごに添えられ、伏せられていた彼女の顔を上うわ向むかせる。

　自分を見上げる大きな紺碧の瞳へ微笑み、アークライトは甘い声で言う。

「頭なんて下げたら、キミの可愛らしい顔が見えなくなってしまうよ。それに──私もキミと同じで、愛し合う恋人達には、幸せがよく似合うと思ったからさ。好き合っている者同士を引き離しても、そこからは悲劇しか生まれないからね」

「アーク……」

　普段はわざと好こう色しよく者ものを演じ、破は廉れん恥ちな問題ばかり巻き起こしている、セレシェイア国の困った王太子。しかし、本来の彼は誰よりも思し慮りよ深く、聡そう明めいな頭脳を持つがゆえに、カナイの危機を以前から救ってくれた。

　窓辺から差し込む日差しに、金色の髪をきらめかせている今のアークライトは、一国の王太子に相応ふさわしい面差しをしている。

　彼の優しさに胸を打たれ、泣きそうになっていたカナイだったが──素直な感動に浸ひたらせる間まを、アークライトが作らせるはずもなく。彼は真剣な表情を崩すと、急に艶つやっぽくカナイへ笑いかけた。

「それじゃあ、私達の式はいつ挙げようか？」

「は？　式って、なんのことよ？」

「またまた、とぼけちゃって。好き合っている者同士は、共にあるべきだってキミも思っているのだろう？　それなら、お互いに好き合っている私達も、一緒になるべきだよ。だから、一刻も早く結婚式を挙げようと思うんだけど──」

「あ、あんたって人はっ！　人が素直に尊敬してる時に限って、どうしてそうやって茶化してくるのよ!?　そんなに結婚式を挙げたきゃ、一人で挙げればいいでしょう！」

　目の端に滲にじんでいた涙もすっかり引っ込み、カナイは真っ赤な顔で怒鳴る。だが、これしきのことで応こたえるほど、アークライトの神経は柔やわでない。

　彼はカナイの髪を一房掬すくい、いつかの時と同じように軽い口付けを落とす。

「王家と神鳥の関係は、常に良好であらねばならない。そのためなら私は、いつだってキミに力を貸すよ」

「……っ」

「私と式を挙げたくなければ、早く自分の気持ちに気がつくことだね。そうじゃないと、少女から女性へ成長してゆくキミのことを、私以外の男達も本気で狙ってくるだろうからさ。──人間、本当に好きな人と人生を共にすることが、一番の幸せだよ」

　瑠る璃り色の瞳で色っぽく笑むアークライトの言葉に、胸の奥で心臓がトクンと脈打つ。

（私が本当に、好きな人……）

　脳裏に自然と思い浮かんだのは、泣きたいくらい澄んだ空と同じ色の瞳を持つ、優しくも厳しい〝彼〟のこと。

　その人のことを思うだけで、胸が痛いくらい切なくなる。けれど、それは決して不快な感覚ではなく、胸の高鳴りを更に熱くさせた。

「アーク、ごめんね。私、行かなきゃいけないところがあるの」

「うん。後のことは私に任せて、行っておいで」

　先ほどまでふざけていた人物とは思えない大人の表情で、アークライトは爽やかに背中を押してくれる。

　アークライトに礼を言い、光に溢れた回廊を駆け出したカナイ。

　その際、彼女の髪に留められた青い花の髪飾りが、陽光を反射して微笑むように輝いた。
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　神殿の中央広間にやってきたカナイは、目当ての人物を早速見つけることができた。

「イナミ！」

　名前を呼んで、小走りで彼のもとへ向かう。柱に寄り掛かっていたイナミは、小動物のように駆け寄ってくるカナイに、柔らかな微笑を口元に浮かべた。

「ロゼリアさん達と、最後の別れは済んだのか？」

「えぇ。私なりに、自分の気持ちは全部伝えたつもりよ。──それより、イナミはこんなところで何をしてるの？」

「休憩がてら、〝あれ〟を見ていたんだ」

　イナミの長い指が示した先には、一体の真新しい銅像が飾られていた。

　それは、神殿に属する職人が丹たん精せい込めて作り上げた、この世に二つと無い珠しゆ玉ぎよくの作品。優美な彫刻が施ほどこされた台座の上では、三対の翼を悠然と広げ、巨大な剣を天へ掲かかげる少女の像が、威い風ふう堂どう々どうと立っている。

　その銅像を視界に収めたカナイは、ボッと頰を赤らめた。

「やだっ！　恥ずかしいから、あんなの見ないでよ！」

「別に、恥ずかしがらなくてもいいだろう。自分の銅像が作られるなんて、名めい誉よなことなんだぞ？　ほら、お前もよく見てみろ。立派な出来じゃないか」

　イナミから肩に手を回され、再び銅像へ視線を向けさせられる。

　常夜の教団を壊かい滅めつさせ、命を懸かけて地界へ通じる大地の歪ひずみを塞いだカナイは、今や魔族の侵しん略りやくから地上を救った救世主として、多くの人々から厚く崇すう拝はいされていた。この銅像も、彼女の功績を讃たたえるため、姫巫女のアルーナが特別に作らせたもので──製作対象は言うまでもなく、戦いに臨のぞむカナイだった。

　自分の銅像が飾られているだけでも、顔から火が出るほど恥ずかしいというのに。イナミとその銅像を眺めるなど、これはどんな罰ばつなのだろうか。

　羞しゆう恥ちから顔を真っ赤にしたカナイは、むっすりと頰を膨らませる。

「この銅像、美化しすぎよ。私はこんなに綺麗じゃないわ」

「そうか？　まぁ、今のお前より少し大人びて見えるが、美化はしていないと思うぞ。私としては、銅像よりも実物の方がずっと魅力的だと思う」

「えっ!?」

　何気ないイナミの一言に、裏返った悲鳴のような声を上げたカナイは、更に頰を赤くして目を見開く。咄とつ嗟さにカナイが振り返ると、イナミはしまったと言いたげに口元を押さえ、徐々に頰を赤らめている最中だった。

　どうやら今の発言は、無意識に口から転ころがり出たようだ。

「そ、それはそうと……女の衣装選びになど、男が付き合うものではないな」

　カナイとの間に気まずい沈黙が流れかけ、イナミはわざとらしい咳せき払ばらいをして、強引に話題を変える。茹ゆでダコのような顔色になったカナイも、大人しく彼の話題に乗ることにした。

　この状況でイナミと無言でいられるほど、激しく鼓こ動どうする心臓に余裕がなかったからだ。

「衣装選びって、ダリアさんのよね？」

「あぁ、そうだ。業者から五十着も婚礼衣装を取り寄せて、朝からセレナ様と共に、どれにするか大騒ぎしていてな。たまたま部屋の前を通りかかったせいで、男の意見も聞かせろと、私まで衣装選びに付き合わされたんだ」

「それで結局、どの衣装を着るか決まったの？」

　カナイが小首を傾かしげて尋たずねると、凝こり固まった肩を揉もみ解ほぐしていたイナミは、心底辟へき易えきした様子で頭を振る。

「ダリアのやつが、すべて試着してからでないと、どれにするか決められないと言い出したんだ。私は隙を見て逃げ出してきたが、今も衣装の試着は続いているはずだぞ？」

「そ、そうだったの。なんか、その……お疲れ様」

　同じ女性だから、カナイには婚礼衣装選びにはしゃぐダリアの気持ちがよく分かった。しかし、婚礼衣装に人生を賭かける女性の想いは、男性のイナミには理解できない範疇のものだったのだろう。

　新郎のルイーズなど、当日の衣装はすべて業者の見立てに任せたらしく、彼は本日も眠たげな眼で通常業務に励んでいた。

「だけど、ルイーズさんとダリアさんが結婚するなんてねぇ……」

　瀕ひん死しの重傷から完全回復したダリアが、困り顔のルイーズを連れて結婚の報告をしに来た時は、大いに驚かされたものである。

　勉強と睡眠が趣味だと豪語しているルイーズは、独特の色気をかもし出してはいるが、これまで不気味なほど女っ気がなかった。そんな彼が結婚するだけでも驚きよう愕がくなのに、その相手がダリアであることが、更にカナイへ大きな衝撃を与えた。

　二人がいつ恋人関係になっていたのかは、いまだに不明だ。そのため、野次馬気質なヴィルファイドが執しつ拗ようにルイーズを追い掛け回している姿が、最近の神殿内でよく見受けられた。

「ねぇ、イナミ。ダリアさんが着る婚礼衣装が、〝ウエディングドレス〟っていう、真っ白なドレスなんでしょう？」

「まぁな。多少施ほどこされている意い匠しようは違うが、基本的に生地が白いのはどれも一緒だ。しかし、それがどうかしたのか？」

「実はこの前、ウエディングドレスがどんなものか、セレナさんに頼んで衣装の絵を見せてもらったの。そうしたら、そのドレスがとっても綺麗で……なんか、私も着てみたくなっちゃって」

「な、なんだと……？」

　両頰に手を当て、うっとりとため息をついたカナイに対し、イナミは口元を押さえて噴き出す。そんな彼の態度に、夢見がちだったカナイの表情は、すぐさま険けん悪あくなものへと変わった。

「ちょっとイナミ、いくらなんでもその反応は失礼じゃない？　どうせ、私がウエディングドレスを着たって、全然似合わないと思ってるんでしょう？」

「いや、そんなことは思っていないぞ？　お前が洋装もよく似合うことは知っている」

「それじゃあ、どうして笑ったりしたのよ？」

　むくれ顔のカナイからじと目で睨まれるが、イナミは余裕の態度を崩さず、逆に問い返す。

「お前は、ウエディングドレスが婚礼衣装だと分かっているのか？」

「おあいにく様。いくら私が地上の文化に疎うとくたって、それくらいのことは知ってるわよ」

「それではお前には、ウエディングドレスを着せてくれるような相手がいるのか？　よもや、一人で結婚式を挙げるつもりではないだろうな？」

「……なっ！」

　ぼふんと、カナイの頰が朱に染まる。同時に、意地悪な揶や揄ゆをしてくるイナミに、ふつふつと怒りが込み上がってきた。

　もしやこの男、自分が仕出かした所業を忘れたのだろうか。乙女にとって特別な意味を持つ、初めての接せつ吻ぷんを許可なく奪い、あまつさえ常夜の教団壊滅後に朱鳥の上で、更に何度も口付けを交わしたというのに──。

「まさかあなた、責任取らずに逃げるつもり!?」

「責任？　それはいったい、なんのことだ？」

「いやーっ、この薄はく情じよう者ものぉ！　あなたは男だから、こんなこと理解できないかもしれないけど、女の子にとって接吻は特別なのよ!?」

　声こわ高だかに叫んだカナイは、両手で顔を覆ってなおも喚わめく。

「一度だけじゃなくて、その後何度も口付けしたクセに、今更白しらを切ろうとするなんてひどいんじゃない？　あぁー、もうお嫁に行けないじゃないのよ！」

　本気で嘆なげき出したカナイに、さしものイナミも困り顔になった。だが彼は、すぐに笑みを零し、すっかり短くなってしまったカナイの髪へ触れる。

「どうしてお前は、勝手に物事を自己完結しようとするんだ。少なくとも私は、女の気持ちがわからないような薄情者ではないぞ」

「それじゃあどうして、白を切ったりしたの？」

「誰だっていきなり、責任がどうのこうのと言い出されたら混乱するだろう？　最初から詳くわしく理由を話してもらえたら、私もそれなりの対応をしたさ」

「それなりの対応って、なによ？」

　顔を隠していた両手の位置をずらし、カナイは上うわ目め遣づかいで問う。

　そんな彼女の髪をさらりと撫で、イナミは急に色いろ香かの滲む微笑を湛たたえる。突然雰囲気を変えられたカナイは、トクンと心臓を熱く脈打たせた。

「いくらなんでも、今すぐにというわけにはいかないが──いつか私が、お前にウエディングドレスを着せてやろう」

「……え？」

「あぁ。勘違いされる前に言っておくが、ウエディングドレスを着せるといっても、着付け役を買って出るという意味じゃないぞ？　要するに、結婚式でお前の隣に私が──……」

　カナイがドキドキと胸を高鳴らせながら、イナミの言葉に耳を傾かたむけていた時だった。

　肝心な場面で、神殿の奥から慌あわただしい足音が近づいてくるのに気付き、イナミはぴたりと口を閉ざす。やがて、一人の巫女が広間に姿を現し、彼女はカナイとイナミの姿を見つけると、甲高い悲鳴じみた声で叫んだ。

「お二人共、大変です！　天界の神より、新たな神鳥様降こう臨りんのお告げが下されました！　至急、儀式のお支度を済ませ、祈り場へ籠こもられますようにとのことですっ！」

　神鳥不在の大陸に、新たな神鳥が降臨する。

　巫女の知らせを受けたカナイは、緩んでいた気持ちを素早く引き締め、黙ってイナミと視線を交わす。彼女の毅き然ぜんとした眼差しに、すでに表情を改めていたイナミが小さく頷くと、二人は身支度を整えるため、無言で各自の更衣室へと向った。

（新しい、神鳥の降臨か……）

　イナミと別れ、神殿の回廊を足早に歩くカナイは、一年前の自分が巻き起こした事件の数々を思い出し、苦笑を漏もらす。

　イナミに先ほどの言葉の真意を問い詰めるのは、どうやらしばらく先になりそうだ。
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　白一色で統一された、神秘的な雰囲気の漂ただよう祈り場。

　幾いく重えにも純白の紗しや幕まくが垂たらされた室内を、儀式用の装しよう束ぞくに着替えたカナイが、背はい後ごに後こう見けん人にんとしてイナミを伴ともない、静しず々しずと最さい奥おうの祭壇を目指し歩いて行く。

「お前、緊張しているのか？」

　水すい盤ばんの置かれた祭壇の前に辿たどり着つき、大きく深呼吸しているカナイへ、イナミが労いたわるように微笑みかける。

　そんな彼の問いに、強こわ張ばっていた頰ほおを綻ほころばせ、カナイは「少しだけ」と言って笑う。

「一年前に神かみ降おろしされたばかりなのに、私はもう、新しい神かみ鳥どりのお師し匠しよう様にならなきゃいけないのね……。イナミみたいに、しっかりやれるかしら？」

「これから師匠になるお前が、そんな弱気でどうする。新あらたに神降ろしされる神鳥の方が、遙はるかに大きな不安と恐怖に直面するんだ。せっかくこの世に産うみ落とされた雛ひな鳥どりを、親鳥であるお前が育てて行かねば、巣立ちの季節はいつまで経たっても訪れないぞ？」

　イナミからくしゃりと頭を撫なでられ、カナイは胸中の不安が小さくなるのを感じた。

「そうよね。新しい神鳥は、たった一人で知らない世界に放り出されるんだもの。一人立ちできるまで、私がしっかり守ってあげないとね」

　自分が神降ろしされた時の気持ちは、今でも鮮明に覚えている。

　まったく知らない世界で、いきなり魔物と戦えと強要されるあの恐怖は、実際に経験した神鳥にしか理解できないだろう。右も左も分からないどころか、文化の違いにも戸と惑まどわされ、最初の頃は正直地獄のような日々が続く。

　しかも先代の神鳥は、煩わずらわしい慣例に従う必要があった。

「だけど、教え子になる神鳥に、先代の神鳥だけ優しくしちゃ駄目だなんて──この慣例、改めて嫌いになったわ」

「そればかりは、親鳥の試練だと思って耐えるしかないな。最初は辛つらいかもしれないが、いつかきっと分かり合える時がくる。私とお前だって、今では固い絆きずなで結ばれているだろう？　だから、大丈夫だ」

「イナミ……」

　次から次へと頭を出す不安の芽を、イナミは一つ残らず摘つんでくれる。そのお陰で、揺らぎかけるカナイの心は、安定を保つ事ができた。

　一つの時代が終わりを迎え、今まさに、新たな時代が幕を開けようとしている。

「よしっ、覚悟は決まったわ！」

　自らを鼓こ舞ぶするよう、カナイはぴしゃりと頰を叩き、装束の長い裾に注意して、祭壇の階段を上っていく。

　壇上に安あん置ちされている水盤には、無色透明な聖せい水すいが満たされている。この水盤が、天界と地上を結び、新たな神鳥をこの世に授さずけるのだ。

「儀式を始めましょう」

　厳おごそかに宣言したカナイは、静かに水盤の前へ膝をつく。胸の前で両手を組み、ゆっくりと目を閉ざせば、遠い天界にいる新たな神鳥の想いが、水盤を通して直じかに心へ伝わってくるような気がした。

（怖こわがらなくても、大丈夫よ）

　暗がりで膝ひざを抱え、震ふるえている子供を包み込むかのごとく。カナイは水盤へ向けて、優しい気持ちを送る。

（この世界は、恐ろしい場所なんかじゃないわ。かけがえのない仲間と出会える、とても素敵なところよ）

　魔物となんか戦えないと、わがままを言って泣いていた一年前の自分は、もうどこにもいない。仲間と巡めぐり合い、共に様々な困難を乗り越えてきたことで、ここまで成長することができたのだと思う。

　願わくば、新たな神鳥が良き仲間と出会えるように。

　この世に魔物が存在する限り、神鳥に与えられた戦いの運命さだめは、永遠に終わることはない。

　すべては、地上に生きる人間を守るため、天の神が創り給たもうた悠ゆう久きゆうの輪りん廻ね。親を亡なくし、幼い子供が悲しみの涙を流さないよう。村一つが、跡あと形かたもなく滅ほろぼされないためにも──。

（私があなたを守るから、あなたは私の愛する世界を守って）

　魔族の侵しん略りやくから、命を懸かけて守り抜いたこの世界の命めい運うんは、すでに自分の手元を離れた。

　太たい古この昔より、歴代の神鳥達の守り継いできたものを、次代の神鳥へ託すべく。

　カナイはいつまでも水盤の前で、地上に生きる人々の安あん寧ねいを、ただ一心に天界へ向けて祈り続けた。
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　麗うららかな春の良りよう日じつ。その日、フレイムローズ神殿では、ルイーズとダリアの結婚式が盛大に執とり行われた。

　二人の新たな門かど出でを祝福するよう、風に乗って楽しげに舞まい踊おどる薄うす桃もも色は、中庭の隅すみに植うわる桜の花か弁べんだった。

「ダリアさん、綺き麗れいだったなぁ～」

　爛らん漫まんと咲さき誇ほこる桜の幹みきに寄り掛かり、カナイはうっとりと呟つぶやく。そんな彼女の夢見るような眼まな差ざしは、自然と両手で持ったブーケに落とされた。

　純じゆん白ぱくのウエディングドレスを纏まとい、ルイーズの隣となりに立っていたダリアは、今まで見たことがないくらい綺麗だった。まるで、女性として人生で一番美しい瞬間を、愛する人に捧ささげているかのようで──そんな彼女を見つめるルイーズも、普段の無表情が噓うそのように、とても優しい表情を浮かべていた。

　最愛の人と一生を添そい遂とげることを誓ちかい、口付けを交かわした二人の姿が、いまだ頭に焼き付いて離れない。

「なんだか、すっごく羨うらやましい……」

　自分にはまだ早いと思いながらも、やはり憧あこがれずにはいられない。

　春の淡あわい色合いの花を集めたブーケから、甘い香りがする。もし恋に香りがあったら、きっとこんな感じだろうと、カナイは無意識に思った。

　その時、一いち陣じんの風が吹き抜け、桜の花弁と共に短い髪が舞い上がる。

「姿が見えないと思えば、こんなところにいたのか」

　風が収おさまり、蒼そう天てんへ昇のぼった花弁が雨のように降り頻しきる中、聞こえてきたのは苦笑交じりの低い声。乱みだれた髪かみを整ととのえ、顔を上げたそこには、いつの間にかイナミが佇たたずんでいた。

　色とりどりの花で作られた冠かんむりを持つ彼は、ゆったりとした足取りでカナイに歩み寄る。

「それ、お花の冠よね？」

「式で使われた花から、作ってみたんだが──これくらい、簡単に作れると思っていたが、意外と難むずかしいものなんだな」

　そう言ってイナミは薄く笑えみ、カナイの頭へ花冠をぽすっと載せた。

「不ぶ恰かつ好こうで悪いが、貰もらってくれるか？」

「え……私に、くれるの？」

「初めから、お前にやるつもりで作ったんだ。他に贈る相手などいないぞ」

　蒼そう穹きゆうを思わせる瞳ひとみが、穏おだやかに細められる。そんなイナミの微び笑しように、頰ほおを赤く染そめ上げたカナイは、照てれたような笑みを返した。

　頭に花の冠を載せ、ブーケを持って嬉うれしそうにしているカナイに、イナミの笑みは深くなる。

「そうしていると、まるで花はな嫁よめのようだな」

「──っ!?」

　長い装しよう束ぞくの裾すそが、薫くん風ぷうに大きく膨ふくらむ。舞い散る桜吹雪ふぶきに包まれ、世界に二人きりになった気がして、もとから熱い頰が更に熱くなった。

　イナミの熱っぽい眼差しが、ダリアを見つめるルイーズのものと重なる。

　これではまるで、隠れてこっそり結婚式を挙あげているみたいだ。

「なぁ、知っているか」

　真っ赤な顔で俯うつむいたカナイへ、何食わぬ顔でイナミが問う。

「花嫁からブーケを貰った者は、次に結婚することができるそうだ」

「え、えぇっ!?　そ、それって本当なの？」

　イナミからもたらされた豆知識に、カナイは勢いよく顔を上げた。

　困るべきか喜ぶべきか分からず、赤面したままオロオロするカナイに、イナミは「そう言えば……」と続ける。

「セレナ様がヴィルファイド様と結婚した時、ダリアがブーケを貰っていたな。そのダリアが、セレナ様に続いて結婚したとなれば、あながち迷信も馬ば鹿かにできないぞ？」

「それじゃあ、私みたいなチビでも──いつかは、結婚できるかしら？」

「チビって、お前なぁ……。御み印しるしが消えたら、神かみ鳥どりは普通の人間になるんだ。これからは肉体も成長を始めるから、いつまでも小さいままではいられないぞ」

「あ……」

　自分の額ひたいに刻きざまれていた御印は、すでに神鳥の力と共に消えていた。

　生まれてからずっと、小さな姿で生きてきたせいだろうか。普通の人間になってしまった今、これから身体が成長を始めることを、カナイはすっかり失しつ念ねんしていた。

　止まっていた時間は、とうに動き出している。

「そう言えばお前、少し顔立ちが大人おとなびてきたか？　この分だとすぐに身長も伸びだして、あっという間に大人になってしまいそうだな」

「……イナミは、私が大人になるのはイヤ？」

　突然、複雑そうな表情になったイナミに、カナイは困こん惑わく顔がおで尋たずねた。

　眉まゆ根ねに皺しわを寄せたカナイから、じっと上うわ目め遣づかいで見つめられ、ようやくイナミは陰かげのない笑顔に戻る。

「嫌いやどころか、お前には早く大人になってもらいたいと思っているぞ」

「だったらどうして、さっき変な顔をしたのよ？」

　どうにも得とく心しんできず、カナイは更に問う。

　困ったようにくしゃりと前髪を握にぎったイナミは、薄桃色の花弁が踊る宙ちゆうへ視線を逸そらす。

「お前が大人になったら、今まで以上におかしな虫が付きそうだから、ほんの少しだけ心配だったんだ」

「おかしな虫？　もしかして私、知らないうちにいつも装束に虫を引っ付けてた？　だったら、取ってくれたらいいのに……」

「いや、その虫とは意味が違う。私が言っている虫は、普通の虫よりも格かく段だんに厄やつ介かいな虫だ」

「普通の虫と意味が違う虫って、いったい何なの!?　私、ただでさえ虫が嫌いなんだから、そんな虫追い払ってよ！」

「言われなくとも、追い払ってやるさ。しかし──」

　得え体たいの知れない虫を怖がり、涙目になっているカナイの様子に、イナミは微苦笑する。

「お前がそんな風に鈍にぶいから、いくら私が追い払っても、性た質ちの悪い虫が次から次へと寄ってくるんだ。……こうなったら、虫退治が厄介になる前に、所有権をはっきりさせておいた方が良いかもしれないな」

　ぽつりと呟いたイナミは、徐おもむろに懐ふところから小さな小箱を取り出した。彼がそっと蓋ふたを開けると、中に入っていた青せい玉ぎよくの指輪が、陽光をキラリと反射する。

「それって、守護者の宝ほう玉ぎよくよね？　青玉は、イナミにすごく似合ってると思うけど──なんか、あなたが身につけるにしては、随ずい分ぶんと小さな指輪じゃない？」

「それもそうだろう。これを身につけるのは、お前だからな」

「え」

　さらりと告げられた言葉が理解できず、カナイは紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうを大きく見開く。その間にもイナミは彼女の手を取り、青玉の指輪をするりとはめてしまう。

　空の青色を閉じ込めたような指輪が、左手の薬指で落ち着いた煌きらめきを放はなつ。

「その指輪を身につけている限り、私は一生お前を、誰よりも側そばで守り続けることを誓おう」

「イナミ──……っ」

　頰を朱に染め、カナイが何事か口にしようとした時だった。血けつ相そうを変えて走ってきた数人のメイドが、甲かん高だかい声で叫さけぶ。

「カナイ様、大変です！　新たな神鳥様が、お部屋のどこにもいらっしゃらないんです！」

「あの子ったら、また家出したの!?　まったく、何度家出すれば気が済むのかしら……」

　特大のため息をついたカナイは、「後は私が引き受けるわ」と言って、メイド達を通常業務へ戻らせた。

　再びイナミと二人きりになると、思わず笑い声が零こぼれる。

「勝手に巣すから出歩くとは、困った雛ひな鳥どりだな」

「昨夜もお城から抜け出そうとして、みっちりお説教したばっかりなんだけど、どうやら全然懲こりてないみたいね。とにかく、迷まい子ごになって泣きだす前に、早くお城に連れ戻さなくちゃ」

　そして二人は新たな神鳥を迎えに行くべく、肩かたを並べて歩きだす。

　カナイが、左手の薬指に輝かがやく指輪の持つ意味を知るのは、もう少し後のことだった。





























あとがき






　初めましての方も、そうでない方もこんにちは。小こ柴しば叶かなうです！

　私のデビュー作である紅ぐ蓮れんの翼つばさシリーズも、本作にて無事終了を迎えました。最終巻だからでしょうか、あとがきを綴つづるのがほんの少し寂さびしく感じられます。




　シリーズ一貫して、私が作品のテーマとして掲かかげてきたのが「成長」です。

　主人公のカナイを筆頭に、様々なキャラクター達が作中では成長しておりますが──今回の作品を通して、私自身も成長することができたと感じています。

　紅蓮の翼は投稿作だったので、まさか出版されるとは思っていませんでしたし、続編なんて夢のまた夢の出来事だと思っていました。けれど、数多くの幸運に恵まれ、こうして一つの物語を完結させることができました。これも偏ひとえに、応援してくださった読者様のお陰かげです。

　実は今作を執筆中、酷ひどいぎっくり腰になりました。病院に行って治療を受けた際、お医者さんから「しばらくは、座って仕事をしては駄目ですよ」と言われ、かなり焦ったのを覚えています。結果、「立ち仕事なら大丈夫でしょう」というお医者さんのアドバイスに従い、立ちっぱなしでパソコンのキーボードを叩き、後半部分を仕上げました。

　腰が完治した今となっては、良い思い出です。




　それでは、お世話になった方々へ御礼を──。

　毎回、懇こん切せつ丁てい寧ねいにご指導くださる担当様。デビューしたばかりで右も左も分からない中、素晴らしい助言の数々に、幾度も窮きゆう地ちを救われてきました。これからもどうか、よろしくお願いします！

　華麗なイラストで作品を彩ってくださった、[image: 楢]なら咲さきコウジ先生。細部までこだわった素敵なイラストで、多くのキャラクター達を個性豊かに描いてくださり、本当にありがとうございました！　挿さし絵えの一つ一つが、私にとっては何ものにも代えがたい宝物です。

　出版に携たずさわってくださった多くの方々、陰ながら私を支えてくれる家族と友人──そして何よりも、この作品を読んでくれた読者の皆様に、最大の感謝とお礼を送りたいと思います。




　どうにか小さな神鳥は、私の手元から自力で大空に飛び立って行きました。巣立ちの季節を迎えた母鳥の心境を、ちょっとだけ理解できた気がします。けれど、別れの次は新しい出会いが待っていると、私は信じています。

　それではまたいつか、皆様と再会できる日を願っています！


小柴　叶拝










著者

小柴 叶

Kanau Koshiba




１９８７年、春生まれ。典型的なＡ型。無類の猫好き。特に、三毛猫を愛しています。自宅の庭に咲く花を、ぼんやり眺めるのが趣味。季節毎に、植えたこともない花が突然咲いたりする、なんとも不思議な庭です。まったりと四季の流れを感じながら、和の心を満喫しています。










イラスト

[image: 楢]咲コウジ

Kouji Narasaki




カナイ達の活躍、毎回ドキドキしながら、すごく楽しく描かせていただきました。重い使命を背負いながらも、懸命に生きる主人公の姿にはジーンと来ます……。

今まで本当にありがとうございました！










電子版　ビーズログ文庫



紅ぐ蓮れんの翼つばさ
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